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序

鹿伏・中所遺跡は県立三木高等学校の新設に伴い発掘調査を行った、木田郡三木町平木・同鹿

伏に所在する遺跡です。発掘調査は香川県教育委員会からの委託で、財団法人香川県埋蔵文化財

調査センターが平成 6年 7月 から開始し、平成 7年 9月 まで継続して実施しました。

発掘調査の対象となる範囲は広く、弥生時代中期から古墳時代までの遺構と遺物が多量に出土

しました。注目されるものとしては、弥生時代の約100棟の住居跡と、当時の墓地と考えられる

区域で確認された土器棺墓群などがあります。また、集落のそばには、弥生時代から古墳時代こ

ろの川跡がみつかり、その川跡からは集落で不要になった大量の土器や、水田に水を導くために

作られた堰の跡がみつかりました。これらの調査成果から鹿伏・中所遺跡は、三木町における代

表的な弥生時代の集落跡であることが分かりました。

整理作業は、香川県埋蔵文化財センターが平成18年度から開始し、その成果を「高校新設事業

に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第 2冊 鹿伏・中所遺跡 I」 として刊行することになりました。

本報告書が香川県の歴史研究の資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対する理

解と関心が一層深められる一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土品の整理、報告書の刊行に至るまでの間、香川県教育

委員会事務局高校教育課及び関係諸機関、地元関係者各位に多大な御協力と御指導をいただきま

した。ここに深く感謝の意を表すとともに、今後とも御支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成20年 1月

香川県埋蔵文化財センター

所長  渡部 明夫



例

1。 本報告書は、高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査事業で、木田郡三木町平木・同鹿伏に所在する鹿伏・

中所遺跡 (し しぶせ 0なかしょいせき)の調査のうち 10Ⅱ・Ⅲ区、南水路②③の報告を収録した。

2。 発掘調査は、香川県教育委員会事務局高校教育課高校新設準備室から依頼を受けて、香川県教育委員会事務

局文化行政課が調査主体となり、現地調査は平成 6・ 7年度に財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが担

当し、整理作業については香川県埋蔵文化財センターが平成18年度に担当した。

3.発掘調査の期間及び体制は「第 I章 第 2節 調査の経過」を参照していただきたい。
4。 調査にあたっては、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。 (順不同、敬称略)香川県教育委

員会事務局高校教育課、香川県土木部建築課、香川県長尾土木事務所、三木町、地元自治会、地元水利組合

5。 本報告書の作成は、香川県埋蔵文化財センターが実施した。

本報告書の執筆・編集は西村尋文が担当した。

6。 本報告書で用いる方位の北は、旧国土座標系第Ⅳ系 (日本測地系)の北であり、標高は東京湾平均海面 (To P。 )

を基準としている。

8。 本書で用いている遺構記号は次のとおりである。

SH:竪 穴住居跡 SB:掘 立柱建物跡 SA:柵 列跡 SP:柱 穴跡 SK:土 坑
SD:溝状遺構 ST:墓  SX:不 整形遺構 SR:自 然河川跡

9。 遺物の実測図中に記載している記号は以下の事を表す。

①土器の実測図中に記載している一点破線は黒斑の範囲を表す。②木製品の一点破線は炭化している範囲を

表している。③石器の側縁部に記載している←→はツブレの範囲を表している。④石器の黒く塗 りつぶして

いるのは新しい欠損部分を表すb

10.報告遺構名は、発掘調査時に各調査区単位で付けられていた遺構記号と番号を、遺構内容を吟味して、 a～

dの整理区画単位で 「01」 から始まる通し番号により再整理を行った。また、整理区画単位で通し番号を付

けた場合、同一番号が多数生じ遺構の所在地が分からなくなるため、個別の整理区画が分かるように、報告

遺構名中に整理区画名を記入し「01」 から始まる通し番号を付けることにした。平成18年度の整理区域にあ

たる I～Ⅲ区、南水路②③は「整理区画 a」 にあたるため、遺構記号と遺構番号の間に整理区画を表す 「a」

を記入したのちに、「01」 から始まる通し番号を付けた。 (例 :SBaol)

11.挿図の一部に国土交通省国土地理院作成の1/25,000地形図を使用した。

12。 遺物観察表中の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 0財団法人日本色彩研究所色標監修『新版

標準土色帖1997年度版』による。

13.本遺跡の報告にあたっては、下記の機関に分析と保存処理を委託した。

樹種同定………………………………・ (株)古環境研究所

木製品の保存処理・樹種同定………・ (株)吉田生物研究所

口
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第 I

第 1節 調査に至る経緯

章 調査の経緯と経過

香川県教育委員会事務局高校教育課高校新設準備室 (以下準備室と略称)は、木田郡三木町平

木・同鹿伏において、平成 8年度の開校を目標に県立高校を建設する計画をたてた。

この計画の照会を受けた香川県教育委員会事務局文化行政課 (以下文化行政課と略称)は、予

定地周辺が遺跡密度の高い地域である事と、工事範囲がかなり広範囲に及ぶ事から、予定地内に

未周知の埋蔵文化財包蔵地が所在する可能性が高いものと判断し、準備室と協議を重ね、試掘調

査を実施する事で合意に達した。

その合意を受けて文化行政課は、予定地内の埋蔵文化財の有無と範囲を確認するため、用地の

準備が整った平成 6年の初頭に試掘調査を実施した。その結果工事予定地の約 4割、面積にして

15,391ピ の範囲で、弥生時代中期～後期の遺構密度の高い集落跡を確認し、埋蔵文化財の保護

措置が必要であることが判明した。

開校までの工事工程を考慮すれば、試掘調査が終了した時点から、開校時まで、 2ヵ 年程度の

期間しか確保できないため、少なからず発掘調査期間に影響がでることが予想された。そのため、

文化行政課と準備室は、建設工事を担当する県土木部建築課及び造成工事を担当する県土木部長

尾土木事務所と、その対策の協議を重ねた。

その結果、工事の実施設計が暫定的で、校舎の位置や規模が不確定なところもあったが、とり

あえず I期工事で最も工事を急ぐ、北校舎・管理棟・外周水路部分より調査を開始する事になり、

財団法人香川県埋蔵文化財調査センター (以下、センターと略称)を発掘調査の担当として、平

成 6年 6月 より7年度の上半期にかけて発掘調査を実施する事になった。

瀬戸内海

ヽ＼、宇多津町

β
~`‐ ~ヽ
、、

′へ』よ

第 1図 遺跡位置図
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第 2節 調査の経過

1.発掘調査の経過
平成 6年度の調査

平成 6年度の発掘調査は 6月から準備にかかり7月 から開始した。発掘調査は 2班体制で実施

する事になり、そのうち第 1班は、発掘調査の掘削作業を土木業者に請負わせる工事請負調査班、

第 2班は機動性を持たせた直営調査班として調査を実施した。対象となる調査面積は13,041ゴ

である。各班の分担と担当は以下のとおりである。

第 1班 (担当 :西村、中西、森澤)一 Ⅱ・Ⅲ・Ⅶ区、東水路③

第 2班 (担当 :古野、高月、松尾)一 Ⅳ～Ⅵ・Ⅷ区、北水路①②、東水路①②⑤、南水路①

発掘調査は I期工事のうち最も工事を急ぐ、北校舎、管理棟、東水路区域にあたる、Ⅱ・Ⅲ・

Ⅳ・V区、東水路①～③⑤区を 7月 から着手した。この区域は集落跡のほぼ中央部分から南半部

にあたり、弥生時代中期～古墳時代前期前半の数十棟の竪穴住居跡を主体にした居住域と、十数

基の土器棺群で構成される墓域、自然河川等を確認した。平成 6年度の調査区の中で最も注目さ

れる区域であった。

これらの調査区の中でⅡ・Ⅲ区は、集落跡の展開する微高地の南半部にあたり、弥生時代中期

～古墳時代前期初頭頃の竪穴住居跡と掘立柱建物跡を主体とする集落域を検出した。注目される

のは、Ⅱ区の南東部で確認できた、土器棺を埋葬主体とした土器棺墓群である。

Ⅲ区は集落跡が展開している微高地の南西端部にあたり、弥生時代後期後半頃の埋没自然河川

を検出した。この自然河川跡からは、集落から廃棄されたと考えられる大量の弥生時代後期後半

前後の土器が出土した。

11月 以降より、機械棟・浄化槽・体育館・プールの区域にあたる、Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ区の調査に移

行した。この区域は集落の北半部にあたり、堅穴住居跡と掘立柱建物跡を中心にした居住域を確

認した。注目されるのはⅧ区の掘立柱建物群である。他の調査区では、主に竪穴住居跡が住居の

主体を占めていたが、このⅦ区では掘立柱建物跡が主体を占めている点である。

なお、調査区のほぼ全域には、弥生時代後期後半前後の遺物を多量に含む、厚さ約0.5mの遺

物包含層が広範囲に広がっており、その上面には古墳時代前期後半以降の遺構面が検出された。

そのため延べ調査面積は対象面積の 2倍になった。

平成 7年度の調査

平成 7年度の発掘調査は、 4月 当初より開始し同年 9月末日に終了した。発掘調査は直営調査

班の 1班をあてた。平成 7年度の調査区は、微高地の南辺から古川の氾濫原にあたる I・ Ⅸ区と、

南水路②③、東水路④である。調査対象面積は2,350」である。なお、平成 7年度の調査区も、

6年度の調査区同様に、調査区のほぼ全域に、弥生時代後期後半前後の遺物を多量に含む、厚さ

約 0。5mの遺物包含層が広がつており、その上面には古墳時代前期後半以降の遺構面が検出され

た。そのため延べ調査面積は対象面積の 2倍になった。

発掘調査は南校舎部分に当たる I区、南水路②③から開始し、次に自転車置場部分にあたるⅨ

区べと広げ、最後に用地内に残る店舗の移転の問題で、昨年度着手できなかった東水路④の調査

-2-
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を実施した。

平成 7年度の発掘調査は、台風シーズンと重なり調査が難航する時期もあったが、当初の予定

どおり同年 9月 末日に終了した。

I区、南水路②③からは、昨年度に調査を実施した、Ⅱ区より広がる弥生時代中期～古墳時代

前期初頭の集落域及び土器棺墓群で構成される墓域、微高地の南西辺を流れる弥生時代後期後半

～古墳時代前期前葉の自然河川跡を検出した。Ⅸ区は、昨年度のⅢ区から続く、微高地の西辺を

流れる自然河川跡と溝跡群を検出した。東水路④からも竪穴住居跡を中心にした集落域を確認し

た。

注目されるのは I区の河川跡の河床面で検出した堰状遺構と、Ⅸ区の河川跡と溝跡群から出土

した大量の廃棄された土器群である。 I区の堰状遺構は合計 5基検出した。使用される部材には

建築部材を杭に転用したものが多数認められ、その中には住居跡の柱材と考えられる部材も確認

できる。これらの木製品は、当時の住居構造を探るうえで重要な資料になった。Ⅸ区は850ゴの

小区画ながら、検出された河川跡及び溝跡群の上面から、集落域より廃棄されたと考えられる弥

生時代後期後半～古墳時代前期初頭頃の土器が約280箱 出土した。検出した河川跡と溝跡群は、

昨年度のⅢ区から続く遺構で、Ⅲ区の遺物を含めると約430箱 を数える。その出土量は、平成

6・ 7年度の全ての調査区より出土した遺物 (約 960箱)の45%を 占める数になった。これら

の資料は、高松平野東部の弥生土器の地域性を検討するうえで、大変重要な資料になった。

第 1表 鹿伏・中所遺跡調査工程表

:平成6年度 1班 西村 ,中西・森澤

―
:平成6年度 2班 古野・高月・松尾

rlII千 1=l:平 成7年度 西村・中村・松尾

地 区 面積

(雨 )

施設名 平成6年度 平成7年度

7 1 2 3 5 7

I区 ,南水路②C 南校舎

Ⅱ区 1,430 管理棟 考 麦

Ⅲ 区 890 管理棟

Ⅳ 区 管理棟

V区 北校舎

Ⅵ 区 997 機械棟、浄化槽

Ⅷ 区 3434 体育館

Ⅷ 区 1,290 プール

Ⅸ 区 850 自転車置場

北水路 960 外周水路

東水路①～③⑤ 560 外周水路

東水路④ 180 外周水路

南水路① 180 外周水路

15,391

調査担当
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2.整 理作業の経過
鹿伏 。中所遺跡の整理作業は、調査終了時より11年後の、平成18年度から継続して進めるこ

とになった。初年度の平成18年度は平成 6・ 7年度に発掘調査を実施した、調査対象地の南端

部にあたる I・ Ⅱ・Ⅲ区、南水路②③を整理作業の対象地区とした。整理担当は専門職員 1名 と

整理作業員 6名で実施した。

整理作業の対象地区は微高地上に展開している集落域の南半部より、低湿地部にいたる地域で

あり、遺構密度も高く、出土遺物も豊富な地域である。整理対象となる地区の面積は3,640ゴ、

出土遺物は340箱 を数える。全ての調査区と平成18年度の整理対象地区を比較すれば、 I・

Ⅱ・Ⅲ区の整理対象地区は出土遺物の35%、 調査対象面積の25%を 占め、小面積ながら出土遺

物の多い地区といえる。そのため、整理作業を進める上で課題となったのは、多量の出土遺物の

図化、特に I区の堰状遺構から出土した多量の木製品、 I・ Ⅲ区の自然河川と溝群に廃棄された

大量の土器の図化であつた。

なお、出土遺物のうち木製品については、樹種同定を実施し、また、その一部については保存

処理を外注した。

第 2表 鹿伏 。中所遺跡整理作業工程表
牛月 6月 7月 8月 9 10月 11月 12月 1月 2月 3月

;冗

還物実測 土

物観零表

図レイアウト

浄書

遺 彰

原薦

編 集

道 物 台 幅 ・ 信 物 Jマ 納

南水路①==
一 ―    T

40m

第 3図 1平成 18年度整理区域図
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区分 役職 氏名 区分 役職 氏名

総務

埋蔵文化財

課長
主幹

係長
主任主事

主任主事
主事
主事

係長
主任技師

主任技師

高木  尚
小原 克己

源田和幸

櫻木 新士 (～ 5。 31)

星加 宏明 (6.1～ )
藤原 和子 (～ 5.31)

高倉 秀子 (6.1～ )
藤好 史郎

國木 健司

森下 英治

務
　
　
‐

総

調査

所長

次長

係長

係長

係長
主査

参事
主任文化財専門員

文化財専門員
文化財専門員

文化財専門員
主任技師

調査技術員

調査技術員

松本 豊胤

真鍋 隆幸

土井 茂樹 (～ 5。 31)

前田和也 (6.1～ )
今田 修
大西 健司

糸目末夫

渡部 明夫

西村 尋文

高月 計
中西 昇
古野 徳久

森澤 千尋

松尾  歩

3.調査体制
発掘調査及び整理作業に係わる調査体制は以下のとおりである。

第 3表 平成 6年度調査体制
香川県教育委員会事務局文化行政課       財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

第 4表 平成 7年度調査体制
香川県教育委員会事務局文化行政課 財団法人香川県埋蔵文化財調査センター

第 5表 平成18年度調査体制
香川県教育委員会事務局文化行政課 香川県埋蔵文化財センター

区分 役職 氏名 区分 役職 氏名

総括

総務

埋蔵文化財

課長

課長
主幹

課長補佐

係長

係長
主査

主事

副主幹
主任技師

技師

高木  尚 (～ 10.23)
藤原 章夫 (10.24～ )

小原 克己

高木 一義

源田 禾口幸 (～ 5.31)

山崎  隆 (6.1～ )
星加 宏明

高倉 秀子 (6.1～ )
渡部 明夫

森下 英治

塩崎 誠司

総括

総務

調査

所長

次長

参事

係長
主査

主任主事

参事

係長
文化財専門員

文化財専門員

調査技術員

大森 忠彦

真鍋 隆幸

別枝 義昭

前田和也

大西 健司 (～ 5.31)

西川 大 (6.1～ )
糸目末夫

大山 真充

西村 尋文

中村 昭浩

松尾  歩

区分 役職 氏名 区分 役職 氏名

総務
総務・振興
グループ

文化財グループ

課長

副主幹

副主幹
主任
主事

課長補佐
主任
文化財専門員

三谷 雄治

河内 一裕

谷主 安昌

林  照代
脇 悠介
藤好 史郎

山下 平重

信里 芳紀

総括

総務課

資料普及課

所長

次長

総務課長
主任
主任

資料普及課長

主任文化財専門員
整理職員

渡部 明夫

榊原 正人

野口孝一

嶋田 和司

田中 千晶

廣瀬 常雄

西村 尋文

池田梨沙

岡野 雅子

葛西 薫
門脇 範子

小林 里美

森川 理恵
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第Ⅱ章 遺跡の立地と環境

第 1節 地理的環境

高松平野は、香川県のほぼ中央部の瀬戸内海沿岸に位置する沖積平野である。西を五色台山塊、

東を立石山・雲附山、南を日山・上佐山等に隔てられ、平野の南方には、香川県と徳島県とを隔

てる阿讃山脈が東西に広がり、その山稜裾部から平野部に向かい多くの丘陵が細長く延びる。こ

の丘陵間に東より新川・春日川 ?香東川・本津川等の河川が北流し、主にその河川堆積層により

高松平野は形成されている。

鹿伏・ 中所遺跡の所在す る木田郡三木町周辺は、高松平野の東部 に位置する。北西

約4.Okmには立石山、北東4.Okmに は雲附山、西約 6。 Okmに は上佐山、南約9.Okmに は高仙山、東約

1.5kmには自山が位置し、また、調査地の西0.2kmには新川が隣接し北流している。新川は三木町

の南端部徳島県との県境に近い標高627mを測る高仙山周辺を水源とし、北流し高松平野の東部

の沖積地を春日川と伴に形成し瀬戸内海に注ぐ。遺跡周辺における新川は、条里地割に向きを揃

え北流し、三木町平木下所のあたりで西へ屈曲気味に向きをかえている。条里地割に向きを揃え

て北流する区間は、江戸時代に新川の付け替え工事を実施した区域にあたり、本遺跡に集落が営

まれていた弥生時代頃の新川は、三木町下高岡ないし中井戸方面から香川大学農学部方面に向け

て延びていた可能性が考えられている。

鹿伏・中所遺跡は新川が形成した扇状地と、遺跡の東方に位置する自山から西へ延びる低丘陵

の、先端部分の微高地が接する地域に広がる遺跡である。微高地上からは弥生時代中期前葉～古

墳時代前期前葉の集落が広がり、微高地の北辺部 (Ⅷ区、北水路①②、東水路①②)及び南西辺

部 (I・ Ⅲ・Ⅸ区、南水路②③)は湿地状を呈し、また、南西辺部には複数の弥生時代後期後半

～古墳時代前期前半頃の自然河川を検出している。

遺跡周辺の地形は、条里型地割が広範囲に及び市街化も進んでいる。そのため、旧地形の復元

が困難であり、詳細な点は問題を残すが、埋没河川、開析谷、段丘、山地・丘陵等に分けられ、

それを第 4図にまとめた。

遺跡の北・東方面には複数の段丘面が広がり、遺跡はその段丘面間に所在する開析谷の谷口部

分にあたる。おそらく、遺跡の北辺部で確認した低湿地部は、「平木尾池」周辺の開折谷の延長

部分にあたる可能性が高い。遺跡の南西辺部で確認した複数の自然河川については、現地形でそ

の痕跡を探るには無理なところがあるが、遺跡の南東にある天神神社の南には、三木町中井戸あ

たりより、北西方面に延びる幅約10m前後の小規模な埋没河川の跡が地図上で確認できる。こ

の河川を北西に延長した場合、遺跡の南西辺部に達するため、この河川が遺跡の南西辺部で検出

した自然河川の一部に当たる可能性が考えられる。なお、この河川の近くには、ほぼ同じ方向に、

新川の一支流である「古川」が流れていることから、古川の旧流路の可能性も、先の河川と合せ

て考慮する必要がある。天神神社の南にあたる三木町鹿伏東の古川の堤防付近からは、弥生時代

前期の土器が採集されており、おそらくこの頃は、この河川が機能していた可能性が考えられる。

(参考文献)三木町 1978 「第1章 三木町のあけぼの」『三木町史』
金田章裕 1992「第 2章 第 1節 地理的環境」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会
高橋 学 1992「第 4章 第 1節 高松平野の環境復原」『讃岐国弘福寺領の調査』高松市教育委員会
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趙 義三・山|

墨露露:埋没自然河川

第 4図 鹿伏 口中所遺跡周辺地形分類図
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第 2節 歴史的環境

本遺跡の所在する三木町は、弥生時代前期より古墳時代をへて古代～中世にいたるまで著名な

遺跡が多数位置している。特に、最近の大規模開発に伴う発掘調査の成果により実態が明らかに

なりつつある。次に時代順に遺跡を概観する。

<旧石器時代～縄文時代>
従来、三木町内の旧石器時代の資料は皆無であったが、本遺跡から出土した翼状剥片及び翼状

剥片石核をはじめ、少量であるが資料は増えている。例えば、七つ塚古墳から出土した翼状剥片、

池戸八幡周辺で採集されたナイフ形石器の調整剥片等があげられる。縄文時代も同様に皆無に近

いが、隣接する高松市十川町の十川東・平田遺跡 (24)か らは縄文草創期の有舌尖頭器が出土

している。また、不明瞭なところもあるが、尾端遺跡 (25)、 西浦谷遺跡 (7)か らは縄文時代

の落とし穴状の遺構を数基検出している。

<弥生時代>
弥生時代になれば遺跡数は増えてくる。弥生時代前期では本遺跡をはじめとして、本遺跡より

南東に位置する鹿伏東古川堤防では、河川工事の際に遠賀川式土器が出土している。また、農学

部遺跡 (19)、 福万遺跡 (27)、 砂入遺跡 (20)等で前期の新段階の土器が出土している。特に

農学部遺跡では、敷地の南半部に同時期の集落跡が展開している可能性が指摘されている。弥生

時代中期では、北方の丘陵地帯の西浦谷遺跡、自山203遺跡 (16・ 17)で弥生時代中期後半
の数棟の堅穴住居跡、平野部では本遺跡の堅穴住居跡などの集落跡が明らかになってきている。

また、自山 1遺跡 (15)では扁平鉦式銅鐸が出土しているのは著名である。なお、南方の丘陵

地帯の西土居遺跡 (43)では、同時期の多量の土器が出土している。弥生時代後期になると調

査例も急増する。本遺跡をはじめとして、西浦谷遺跡、池戸鍋渕遺跡 (11)、 砂入遺跡、西土居

遺跡等である。中でも本遺跡は、弥生時代中期中葉～古墳時代前期までの竪穴住居跡が約80棟、

掘立柱建物跡を約20棟検出しており、当地域の拠点集落跡の一つにあげられる。弥生時代後期

～終末の墳墓の調査例では、北方の丘陵地帯では、石蓋土墳が検出された西尾遺跡 (23)、 配石

土墳墓が確認された自山 3遺跡、本遺跡のすぐ東に位置し多くの土墳墓群を検出した天神山古墳

群 (14)、 方形台状墓で土墳墓群を検出した西土居古墳群 (44)、 方形台状墓で土墳を主体部と

する山大寺池西丘上 1号墳 (42)等、調査例は増加している。特に天神山古墳群で検出した土

墳墓群は、本遺跡との関連で注目される。

<古墳時代>
古墳時代前期～中期前半の古墳の実態は不明な点が多いが、唯下前期初頭に位置付けられる池

戸八幡神社 1号墳 (12)が ある。この古墳は前方後円形の墳丘をもつ弥生時代の墳丘墓である

可能性が指摘されており注目される。古墳時代中期後半では権八原古墳群 (10)の群集墳の調

査例がある。古墳時代後期になると各地の丘陵部に古墳群が築造される。主な分布地域では、①

白山一帯 ②鍛冶池一帯 ③諏訪山・カンカン山一帯 ④田中地区の蛇の角古墳群 ⑤田中の雷
八幡神社一帯 ⑥朝倉の中谷古墳群 ⑦四十塚古墳群 (32)等 に分かれるが未調査の古墳がほ
とんどで、その実態は明らかになっていない。
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1.鹿伏 。中所遺跡
2.前田城跡
3.平尾 1～ 3号墳
4.平尾小 1～ 11号墳
5.塚谷古墳
6.小谷窯跡
7.西浦谷遺跡
8.香蓮寺
9.始覚寺跡
10.権八原古墳群
11.池戸鍋渕遺跡
12.池戸八幡神社 1号墳
13.高岡城跡
14.天神山古墳群
15.自山 1遺跡

16.自 山2遺跡
17.白 山3遺跡
18.串田城跡
19.農学部遺跡
20.砂入遺跡
21.西尾天神社古墳
22.鰹宇神社経塚
23.西尾遺跡
24.十 川東・平田遺跡
25.尾端遺跡
26.南天枝遺跡
27.福万遺跡
28.十河城跡
29.鷺池南古墳
30.出 之山北塚

第 5図 遺跡分布図 (1/40,000)

31.出 之山南古墳
32.四 十塚古墳
33.上田中城跡
34.雷塚古墳
35.公淵池 1号窯
36.公淵池 2号窯
37.公淵池 3号窯
38.中 坪城跡
39.長楽寺跡
40.旧 長楽寺跡
41.上高岡廃寺
42.山 大寺池西丘上古墳 1～ 3号
43.西土居遺跡群
44.西土居古墳群
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<古代>
古代の遺跡は自鳳期から奈良時代にかけて建立されたと考えられる始覚寺 (9)、 香華寺 (8)、

上高岡廃寺 (41)、 長楽寺 (39)等の古代寺院がある。集落跡の調査も最近増加している。主な

ものでは 7～ 8世紀頃の南天枝遺跡 (26)、 尾端遺跡 (25)等の集落跡がある。これらの 2遺跡

は、長楽寺と同様に吉田川水系の遺跡であり、今後その関係が注目される。北方の丘陵地帯では

7世紀を中心に操業した須恵器窯の小谷窯跡 (6)が最近調査され、須恵器の産地同定を検討す

るうえで重要な資料になっている。

また、三木町の平野部は比較的条里型地割が良く残っている地域である。高松平野の条里制を

研究した金田氏はこの地域の注目される特徴として「白山」を基点にして条里方向が大きく変化

する事に着日し、古代南海道の推定ラインの検討を加えている (金田1988)。 なお、先に紹介し

た尾端遺跡は山田郡と三木郡の郡境に隣接する遺跡で、調査地内に東西の坪境線がとおる。調査

からは坪境線に符合する古代の溝が検出され、当地域の条里型地割の施工時期を検討する上で重

要な調査成果になっている。

<中世>
中世の三木町は守護の細川氏のもと、東讃の守護代に任じられた安富氏の領域となる。その後、

三木町は長宗我部氏が讃岐に侵攻するまでの長期の間、主に安富氏の統治下におかれる。文献に

よれば、天正年間の長宗我部氏の侵攻に際して安富氏は、高松市十河城跡 (28)に拠点を置く

十河氏を中心とした反長宗我部勢力に組するようである。そして、長宗我部氏の十河城攻め際に

は、三木町は戦場と化すようである。また、三木町周辺には当時の城館跡が多数存在する。主な

ものでは、高松市の十河城跡、前田城跡 (2)、 神内城跡、由良山城跡、三谷城跡、三木町内で

は高岡城跡 (13)、 平木城跡、大畠城跡、串田城跡等であるが、何れも調査例が乏しく不明な点

が多い。また、城館同様に集落跡の調査例も少ない。南天枝遺跡 (26)の中世集落、同遺跡に

隣接する高松市十川東・平田遺跡 (24)の調査例が知られている程度であり、今後の資料増加

に期待されるところである。

(参考文献)

三木町教育委員会 1998「西浦谷遺跡」『三木町内遺跡発掘調査報告書』
三木町教育委員会 1999「西土居遺跡群」 F西土居工業団地用地造成に伴う埋蔵文化財調査概報』
三木町教育委員会 2001「天神山古墳群」

香川県 1988『香川県史 第 1巻 原始・古代』四国新聞社
香川県 1988『香川県史 第 2巻 中世』四国新聞社
金田章裕 1988「第六章条里と村落生活 第四節 調庸と交通」『香川県史 第 1巻 原始・古代』香川県
香川県教育委員会・ (財)香川県埋蔵文化財調査センター 1995 平成 6年度 「肥松林遺跡 鹿伏・中所
遺跡」『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』

香川県教育委員会・ (財)香川県埋蔵文化財調査センター 1996 平成 7年度「鹿伏・中所遺跡」
『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』

香川県教育委員会・ (財)香川県埋蔵文化財調査センター 1997「南天枝遺跡・尾端遺跡」
『平成 8年度県道関係埋蔵文化財発掘調査概報』
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第Ⅲ章 調査の成果

第 1節 調査 と整理の方法

1.調査の方法
予定地内を調査するにあたり、まず事業予定地全体に南東隅を基点とする20mメ ッシュのグ

リッドを設定した。グリッドの方向は、予定地周辺には条里地割が良く残っている事と、旧地形

を把握しながら調査を進めたほうが得策と判断し、予定地周辺の地割方向に揃える事にした。

グリッド基点は国土座標第Ⅳ系の座標値を使用し、座標北の方向に 1, 2, 3・ ・・西の方向

にA,B,C・ ・・と付し、各交点をA2、 B2等のように呼称することにした。また、20mメ

ッシュのグリッドの呼称は南西隅の交点名による。なお、調査地内に設置する基準点については、

数地点に限り測量業者に委託し設置した。

調査区全体の図化は測量業者に委託し、航空測量により実施した。撮影の回数は平成 6年度―

6回、平成 7年度-4回を数える。その撮影した空中写真を基に1/2001/50の 縮尺で必要箇所

を図化し、それを編集し1/100の全体図を作成した。また、遺物の出土状況図、土層断面図等の

実測図等については、手描きの実測図により担当職員が対応した。

2.調 査区の設定
事業予定地は新川が形成した扇状地と、「白山」から西に延びる低丘陵の先端が交わる微高地

上に位置する。遺跡は「学園通り」を東限とし、南北約225m、 東西約230mを測る。その事業

地の中で調査対象地は、地下遺構に影響が及ばない運動場部分を除き、校舎・体育館・プール等

の構造物が建築される区域と、事業地の外周を巡る外周水路に限り、調査を実施する事になった。

調査の対象となる面積は15,391ゴを測る。

調査区は、南校舎を I区、管理棟をⅡ～Ⅳ区、北校舎をV区、機械棟・浄化槽棟をⅥ区、体育

館をⅦ区、プールをⅧ区、自転車置場をⅨ区に分けて調査区を設定した。

外周水路については、事業地が南北方向の方形に近い形を呈している事もあり、事業地の北辺

部を画する水路を北水路①②、同様に南辺部を南水路①～③、東辺部を東水路①～⑤に分けて調

査区を設定した。なお、西辺部と南辺部の一部は保護措置の必要な範囲より外れるため、調査の

対象より除外した。

3.整 理作業の方法
調査は、広い調査対象地を 2ヵ 年 (延べ26ヶ 月)にわたり、複数の班で実施してきている関

係上、多数の職員が調査に関与し、遺跡内容が分かりにくい状況になっている。また、整理作業

に際しては、発掘調査を直接担当した 1名の職員が、数ヶ年で実施することになった。そこで、

計画的に整理作業を実施していく都合上、整理対象地区を新たに「a～ d」 までの整理区画 (第

6図参照)に区分し、それを基に長期計画を作成し作業を進めることにした。

報告遺構名は、発掘調査時に各調査区単位で付けられていた遺構記号と番号を、遺構内容を吟
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味して「01」 から始まる通し番号により再整理を行った。なお、本遺跡の整理対象地はかなり

広範囲で遺構の数も多い。今後継続する整理作業の際に、報告遺構番号の混乱が予想されるため、

先述した「a～ d」 までの整理区画単位で、遺構番号を付けるほうが混乱を防げるものと考えた。

そこで、報告遺構名中に整理区画を表す記号を明記した後に「01」 から始まる通し番号を付け

ることにした。平成 18年度の整理区域にあたる I～Ⅲ区、南水路②③については、整理区画

「a」 にあたるため、遺構記号と遺構番号の間にアルファベットの小文字 「a」 を記入し「01」

番より番号を付した。 (例 :SBaol)

遺物の写真撮影については、土器棺や、木製品等かなり大型の遺物が対象になる事から当初よ

り難航することが予想された。そのため一般の業者と写真撮影の委託契約を結び、年度末に実施

した。また、堰状遺構から出土した木製品についても、業者と委託契約を結び、樹種鑑定を実施

しすると伴に、その一部を保存処理に外注した。

第 2節 基本 層位

鹿伏・中所遺跡から西へ約100m隔てた地点には新川が北流している。新川は三木町の南端部

徳島県との県境に近い、標高627mを測る高仙山周辺を水源とし、北流し高松平野の東部の沖積

地を、春日川と伴に形成し、高松市内で瀬戸内海に注ぐ。鹿伏・中所遺跡は新川が形成した沖積

地と、遺跡の東方に位置する白山から延びてくる低丘陵の先端部分の微高地が接する地域に展開

している遺跡である。そのため調査区には、集落跡が展開している微高地の区域と、微高地の南

西辺及び北辺部には旧新川の支流が形成した沖積地の区域とに分かれる。平成 18年度の整理対

象地区は、微高地の南半部と南西辺にあたる低湿地の区域を含んでいる。

微高地上の旧地盤はT.P。 約23.4mを測り、旧状はほぼ全面農地であった。微高地の全域に

は、弥生時代後期後半前後の土器を含む、層厚約0.5mを測る褐色系の粘質土 (第 7図 506層

等)が広がり、その上面と下面とで、遺構面を 2面確認した。上面を第 1遺構面、下面を第 3遺

構面と呼ぶ。第 1遺構面上は、 ToP。 平均23。Omを測り、古墳時代前期前半以降の遺構が展開

している。第 3遺構面上は、 T.P。 平均22.5mを測り、弥生時代中期～古墳時代前期前半頃の

遺構が展開している。本遺跡の遺構の大部分はこの遺構面上で検出した。なお、微高地上のベー

スとして捉えた土層は地点によりかなり土質が異なり、微高地の北半部Ⅱ区周辺では黄灰・灰色

系のシル ト、低湿地部に隣接する I区周辺では灰色系のシル ト (32層 )ないし砂質土がベース

になる。

微高地の南西辺部にあたる低湿地部では旧古川から派生する小規模な自然河川と、大型の溝状

遺構等を検出している。微高地から続く第 1遺構面は低湿地の上面まで及び、第 3遺構面は若千

レベルを下げながらも続き、低湿地部の主要な遺構の大部分がこの遺構面上に広がっている。 I区

では第 1遺構面と第 3遺構面の中間に第 2遺構面を確認した。この遺構面上からは複数の溝状遺

構を検出している。この遺構面はⅢ区まで及ぶが、明瞭に区分できていないところがある。

なお、 I・ Ⅲ区に広がる低湿地部の第 1遺構面上には、洪水砂と考えられる約0.5mの淡褐色

の粗砂が堆積している (第 97図 15016・ 18層 等)。 ラミナ状の堆積も確認できることより、
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短期間に堆積したことは間違いなく、この粗砂により低湿地部は現地盤の高さ近くまで埋まって

いる。そのため、低湿地部を埋める大きな洪水が、この遺跡に及んだことは確かであろう。

第3節  I・ ⅡOⅢ区,南水路②③の調査

1.概要
調査地は新川が形成した扇状地と、「白山」から西に延びる低丘陵の先端が交わる微高地上に

位置し、その微高地上に弥生時代中期中葉～古墳時代前期前半の集落跡が広がっている。集落跡

の範囲は南北160m、 東西140mの範囲で確認した。なお、この集落跡の東辺については調査対

象地より外れるため詳細は分からないが、あと100m程度延長し、天神山古墳群が所在する丘陵

の裾付近にまで広がる可能性がある。

鹿伏・中所遺跡の集落跡が広がる微高地上のほぼ全域には、弥生時代後期後半前後の遺物を多

量に含む、約0.5mの遺物包含層が広がっており、その上面と下面とで、遺構面を 2面確認した。

上面を第 1遺構面、下面を第 3遺構面と呼ぶ。第 1遺構面上は、 T,P。 平均23。Omを測 り、古

墳時代前期後半以降の遺構が展開している。第 3遺構面上は、 ToP。 平均22.5mを測り、弥生

時代中期～古墳時代前期前半頃の遺構が展開している。本遺跡の遺構の大部分はこの遺構面上で

検出した。微高地上の集落跡では、竪穴住居跡、掘立柱建物跡を中心とした居住域と、土器棺墓

群からなる墓域を確認した。竪穴住居跡は80棟以上、掘立柱建物跡は20棟以上を数える。土器

棺墓群は集落の南東辺にあたる I・ Ⅱ区、南水路②③に集中し、19基を検出した。

微高地の北辺部及び南辺部では低湿地状を呈し、南西辺部にあたる I・ Ⅲ・Ⅸ区等の低湿地部

では、弥生時代後期後半～古墳時代前期前半頃の小規模な 3条の自然河川と、河川の河床近くに

築かれた堰状遺構及び大型の溝状遺構等を検出している。また、この河川からは集落からの廃棄

遺物が多量に出土している。微高地から続く第 1遺構面は低湿地部の上面まで及び、第 3遺構面

は若干レベルを下げながらも広がり、低湿地部の主要な遺構の大部分がこの遺構面上に展開して

いる。 I区では第 1遺構面と第 3遺構面の中間に第 2遺構面を確認した。この遺構面上からは複

数の溝状遺構を検出している。この遺構面はⅢ区まで及ぶが、Ⅲ区では明瞭に区分できていない

ところがある。

これらの集落規模及び遺構内容等より、本遺跡は三木町周辺に所在する同時期の遺跡の中でも、

代表的な拠点集落の一つにあげられる。

平成18年度の整理の対象となるのは、先述した微高地の南辺部から低湿地部にあたる、 I・

Ⅱ・Ⅲ区,南水路②③の調査区である。これらの調査区からは、弥生時代中期中葉～古墳時代前

期前半の竪穴住居跡28基、掘立柱建物跡 6基、土器棺墓17基、溝状遺構67条、自然河川 3条等

を検出した。また、先述したように自然河川跡からは、集落から廃棄されたと考えられる大量の

弥生時代後期後半～古墳時代前期前半頃の土器が出土した。なお、自然河川の河床面からは、杭

状の木製品を組んだ 5基の堰状遺構を検出した。

-16-
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2.遺構 0遺物
(1)竪穴住居跡
SHa01(第 10・ 11図 )

I区東端部の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。平面形は円形を呈し、径約4.6m

を測る。東半部は調査区より外れるため、約1/2を検出した。面積は推定で17.2」を測る。床面

までの深さは約0.3mを測る。埋土は上下 2層に分かれ上層は暗灰褐色粘質土、下層は暗灰色粘

質土を呈する。

床面上では外周に壁溝が巡り、柱穴 3基と不整形な土坑 1基を検出した。壁溝は幅約0.2m、

深さ約 0。lmを測る。検出された柱穴のうち主柱穴と特定できるものはないが、P02は配置的に

主柱穴の可能性をもつ。径 0。4m、 深さ0.lmを測る。土坑SKa01は床面の南寄りの位置で約1/2

を検出した。長径約0。 8m、 深さ5cmを測る。この土坑はこの住居跡に伴う炉跡の可能性がある。

出土遺物としては、少量の弥生時代中期中葉の土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した (第

11図 1～ 4)。 1～ 3は壺の口縁部と頸部片である。出土遺物は少ないが、この住居は弥生時代

中期中葉以降の住居跡と考えられる。

SHa02(第 12図 )

I区東端部の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。なお、この住居跡の西辺部は

SHa03に 切られている。平面形は円形を呈し、径約4.8mを測る。南半部は調査区より外れるた

め、約1/2弱を検出した。面積は推定で24。6ピを測る。床面までの深さは約 0。2mを測る。埋土

は上下 2層に分かれ上層は暗灰褐色粘質土、下層は黒色粘質土を呈する。

床面上では複数の柱穴と隅丸方形状の土坑 1基を検出した。検出された柱穴のうち主柱穴と特

定できないが、P01～P04は配置的に主柱穴の可能性をもつ。径 0。 2～ 0.4m、 深さ0。 1～ 0。2mを

測る。土坑SKa02は床面の東寄りの位置で検出した。長径約 0。 8m、 深さ0。2mを測る。

出土遺物としては、少量の弥生土器とサヌカイト製の石器類が出土した。出土遺物が少量でこ

の住居の時期の決め手は少ないが、SHa02を切り込んでいるSHa03の 時期を考慮すれば、弥生

時代中期中葉以降の可能性が考えられる。

SHa03 (第 11～ 13図 )

I区東端部の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。南半部は調査区より外れ、北辺部の

一部を検出した。そのため、 この住居跡は不明な点が多い。なお、この住居跡の東辺部は

SHa02を切り込んでいる。平面形は不整形な円形ないし隅丸方形の住居跡と考えられ、径約5。5m
以上を測 り、比較的大型の住居跡である。床面までの深さは約0.lmを測る。埋土は上下 2層に

分かれ上層は暗黒褐色砂混じり粘土、下層は暗黒色砂混じり粘土を呈する。

床面上では外周を巡る壁溝と、柱穴と土坑 1基を検出した。壁溝は住居跡のプランと僅かに食

い違うため、建て替えの可能性も考えられる。幅約0。 2m、 深さ約0.lmを測る。検出された柱穴

のうち主柱穴と特定できるものはない。土坑SKa03は隅丸方形状を呈し、床面の西寄りの位置

で検出した。長径約 0。9m、 短径約0.7m、 深さ0.2mを測る。この土坑の主軸方向は住居跡のプ

ランと食い違うため、住居跡に伴うものとは考えがたい。

出土遺物としては少量の弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した。特にサヌカイト製の石

-19-



ａ

一
２４‐ｍ
一

′

1.暗灰褐色粘質土 (Mn著 しい)
2.暗灰色粘質土

|。

O eor

IQ

ご

下
1

1.黒褐色砂質土

0              2m

ｄ

一
２２
．
８ｍ

第 10図 SHaol平・断面図

I」膳

一

「

0                  10cm

ヽ
 ヽ                      

′

SHa01

SHa03

◎:⑥Ю O:OИ ⑤》05
第 11図 SHaol・ 03005・ 06出土遺物

1.砂混じり黒色粘土
2.黒色粘土

◎円2

b

23.Om

¬ コ
1

-20-

SHa06



bl
引
賦
含
Ｊ
畔
業

．∞

＝
楓
契
Ｊ
畔

．
ｒ

Ｎキ
脹

ｒ
　
　
　
　
　
　
０

図
旧
当

日
肝
∞
０
０
劇
ｏ
ｄ
工
∽
　
図
留
∬

引
撃
硼
畔

い
う
嘆
台

．
一

ｒ

ｉ‐
‐‥日Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
＝
＝
＝
＝
‐‐
ハＨ
Ｈ
」
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
〕
ｒ
ｉ
‥

！
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
ｒ
．∞
∞

引
国
会
Ｊ
区
型

．
一

一

02

⑨ 登

。
1膚

寸。α（〔〕）

めＯ」
〈〔］］））

○

い
lf

・01f

|ヽ

=1膚

∞
〇
‘
工

∽

　

　

　

　

ｒ

一

＝
一
　

　

ｇ′

―

レ

。
引
回
撃
Ｊ
畔

．Ю

引
蹴
契
Ｊ
駆
畔

３
つ
嘆
全

．ヾ

引
ｕ
異
Ｊ
即
К
型

．∞

＝
回
禦
Ｊ
畔

．゙

引
国
単
Ｊ
駆
区
型

．
ｒ

Ｏ

∞
Ｏ
‘
征
∽

＝
禦

い
う
噴
全
硼
畔
理

．
”

引
契

３
う
嘆
全
硼
駆
畔
型

〓

∞
　

　

　

倒

h

∞
Ｏ
‘
工

∽

∞
Ｏ
“
工

∽

Ｅ
卜
．∞
Ｎ

＝
業
Ｊ
畔
淡

い
う
嘆
全

．
Ｎ

引
牌
Ｊ
畔

３
つ
咽
合

．
ｒ

Ｎ

-21-



翠
―

0 Scm

-

第 13図  SHao3日 09出土遺物

器類の数は多く、剥片が主ではあるが66点を数え、 I～Ⅲ区の住居跡の中で 2番目に出土数が

多い。おそらく、住居内で石器を作っていたものと考えられる。(第 11・ 13図 5～ 15、 18・ 19)。

5は逆L字型の甕の口縁部である。 6～ 8は甕の底部である。11は高杯の脚部で、おそらく混

入品であろう。 13～ 15は土製の紡錘車である。18はサヌカイ ト製の槍先形石器である。器面の

調整状況より未製品の可能性が高い。19はサヌカイ ト製の石鏃である。

出土遺物の特徴からこの住居跡は、弥生時代中期前葉以降の時期が考えられ、 I～Ⅲ区で最も

古い住居跡といえる。

SHa04(第 14図 )

I区東端部の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住居跡

である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。なお、この住居跡の東辺部はSDa42に 切

られている。平面形はおそらく円形を呈し、径2.9m以上、検出面積は3.8」を測る。主柱穴と考

えられるのは、P01～P05である。径約0.2m、 深さ0。 1～ 0.2mを測る。

出土遺物としては少量の弥生土器片のみで、住居跡の詳細な時期については問題を残す。

SHa05(第 11・ 14図 )

I区東端部の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住居跡

である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。平面形はおそらく円形を呈し、径3.4m以

上、検出面積は6.4」 を測る。主柱穴と考えられるのは、P01～P07である。径約0.2m、 深さ

0.1～0.2mを測る。なお、床面上に位置するP08009は炉跡の可能性がある。

出土遺物としては少量の弥生土器片のみで (第 11図 16)、 住居跡の詳細な時期については問題

を残す。

SHa06 (第 11・ 14図 )

I区東端部の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住居跡

である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。平面形はおそらく円形を呈し、径4。7m以

上を測る。主柱穴は 8基のうちP01～P06の 6基を検出した。径約0.3～ 0。 7m、 深さ0。 1～0.25m、

-22-
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検出面積は13.5」 を測る。

出土遺物としては、少量の弥生土器片が出土した (第 11図 17)。 出土遺物が少なく住居跡の詳

細な時期については問題を残す。

SHa07 (第 15図 )

I・ Ⅱ区東端部の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住

居跡である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。平面形はおそらく円形を呈し、径5.8m

以上、検出面積は23.7ゴ を測る大型の住居跡である。庄柱穴は本来 9基と考えられるが、P01～

P08の 8基を検出した。径約0.2～ 0.5m、 深さ約0.lmを測る。構造上この住居跡は平地式住居

の可能性が高い。なお、この住居跡の外周には住居を囲うようにSDa45・ 47が巡る。その配置

状の特徴より、SDa45 0 47は住居跡を区画した溝の可能性がある。

出土遺物としては、少量の弥生土器片のみで、住居跡の詳細な時期については問題を残すが、

住居跡の外周を巡るSDa45・ 47の時期に類似する事が考えられる。しかし、SDa45・ 47は弥生

時代中期中葉に掘削された後に、弥生時代後期後半に改修されており、この住居がどの段階に共

存するのかは問題を残す。

SHa08 (夕彗16・ 20図 )

Ⅱ区東端部の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。この住居跡の上面にはSTa17が切

り込んでいる。平面形は円形を呈し、径約4。8m以上を測る。南東半部の約1/2弱を検出した。

面積は推定で23。0」 を測る。床面までの深さは約 0。 lmを測る。埋土は炭化材片を含む淡黒色砂

混じリシルトである。なお、この住居跡は床面上で炭化材片が出土したため、焼失家屋と考えら

れる。
∪
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床面上には、複数の柱穴と不整楕円形状の土坑 1基を検出した。検出された柱穴のうち配置の

上で主柱穴と特定できるのはP01～P03である。径0.2～ 0。4m、 深さ0。 1～ 0.2mを測る。土坑

(P04)は床面の中央で検出した炉跡と考えられる。長径1.lm、 短径0。7m、 深さ0.2mを測る。

出土遺物としては少量の弥生土器片が出土した (第 20図 21)。 出土遺物が少量で、時期決定に

は問題を残すが、住居の上面から、弥生時代後期後半のSTa17が切り込んでいることから、弥

生時代中期頃の可能性が高い。

SHa09 (男害13・ 17020図 )

Ⅱ区東端部の第 3遺構面上で検出した、焼失家屋の竪穴住居跡である。平面形は円形を呈し四

方向に短い張り出しを検出した。四方向の張り出しのうち東端部は残りが悪いが、他は幅0.5～

0。 8m、 長さ0.2m程を測る。住居跡は径約5.lm、 面積は21.2ゴを測る。床面までの深さは約

0。2mを測る。埋土は 5層に細分され、上層部分では炭化材を多量に含む。

住居の上面からは炭化材が多量に出土した。床面上では外周を壁溝が部分的に巡り、中央に炉

跡と考えられる不整形な土坑と複数の柱穴を検出した。なお、この住居跡の床面の外周には幅の

狭いベッド状の遺構を検出した。この施設は地山を削り出したもので、幅約 0。3mを測る。壁溝

は幅15cm、 深さ5cmを測る。中央の炉跡P06は不整形な楕円形状を呈する土坑で、両端部の底部

には柱穴P04005を検出した。埋土は 5層に細分され、炭化物及び焼土片を多量に含んでいる。

長径 1.5m、 短径 0。7m、 深さ約0.3mを測る。柱穴は床面上で 5基を検出しその中で、主柱穴は

P02・ 04の 2主柱穴が考えられる。

出土遺物としては少量の弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した (第 13・ 20図 20、 22～

24)。 20は板状の素材をもちいた、外湾刃状の刃部をもつサヌカイ ト製の削器である。22は弥

生時代前期後半の甕の口縁部で混入品である。23024は弥生時代後期前半の甕である。24は形

態・技法等で下川津B類の甕に類似する。

出土遺物からこの住居跡は、弥生時代後期前半以降の住居と考えられる。

SHa10 (第 18020021図 )

Ⅱ区東部の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。平面形は楕円形状を呈し、長径4.9m、

短径4。Om、 面積は16.0」 を測る。床面までの深さは約0.lmを測る。埋土は 5層に細分される。

床面上では外周を壁溝が巡り、中央に炉跡と考えられる不整形な土坑と複数の柱穴を検出した。

壁溝は一部を欠くがほぼ全周している。幅1 5cm、 深さ5cmを測る。中央の炉跡P10は不整形な長

楕円形状を呈する土坑で、底部の両端部には浅い窪みを検出した。埋土は 6層に細分され、部

分的にベースの小ブロックを含んでいる。長径 1.5m、 短径0.5m、 深さ約0.3mを測る。柱穴

は床面上で多数検出したが、主柱穴と考えられるのは、六角形状の配置が復元できるP01～ P09

である。これらの柱穴は互いに切り合うものがあるため建て替えの可能性がある。径約0。 1～ 0.2m、

深さ約0。 15～ 0.4mを測る。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した。特にサヌカイ ト製の石器類の

数は多く、石核・剥片等を含めると90点を数え、 I～Ⅲ区の住居跡の中で最も出土数が多い。

おそらく、住居内で石器を作っていたものと考えられる (第20021図 25～ 28、 46～ 54)。 27

は退化した凹線文を端部に施した高杯の杯部上半部である。46～49は石鏃、50は器面の調整状
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況より槍先形石器の未製品に分類した。51は楔形石器、52053はサヌカイ ト製の板状の素材に

加工を加えた未製品で、二次加工のある剥片に分類した。54は柱状片刃石斧の細片である。

時期の決め手になる土器の出土が少ないが、この住居跡は弥生時代中期後半以降の可能性が考

えられる。

SHall(第 19・ 20039図 )

Ⅱ区の中央第 3遺構面上で検出した焼失家屋の竪穴住居跡である。なお、この住居跡は、

SKa23～ 25を切り込み、SKa19 0 20、 SBa05・ 06に切られている。平面形は円形状を呈し、

長径6.2m、 短径5.6m、 面積は30。 0」 を測る。床面までの深さは約 0。 15mを測る。埋土は 3層に

細分される。

住居の上面には炭化材と炭が広範囲に広がっていた。床面上では南半部の外周を壁溝が巡り、

中央に炉跡と考えられる不整形な土坑と複数の柱穴を検出した。

壁溝は南半部の外周を巡り住居跡外のSDa52へ続く。幅2。 Om、 深さ0。 lmを測る。中央の炉跡

P09は不整形な長楕円形状を呈する土坑で、東端部は小さく窪む。埋土は単層で炭化物を含む。

長径1.4m、 短径0.8m、 深さ約0。35mを測る。柱穴は床面上で多数検出したが、主柱穴と考えら

れるのは、七角形状の配置が復元できるP01～P08である。これらの柱穴は一部切 り合うもの

第22図  SHa12平・断面図 (1)
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があるため、建て替えの可能性がある。径約0.2m、 深さ約0。3mを測る。

出土遺物としては弥生時代中期中葉頃の土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した。サヌカイ ト

製の石器類の数は多く、剥片等を含めると56点を数える (第20039図 29～ 31、 1410146)。

29は壺の口縁部である。141はサヌカイ ト製の石錐、146は楔形石器である。

出土遺物よりこの住居跡は、弥生時代中期中葉以降の時期が考えられる。

SHa12 (男認20022023図 )

Ⅱ区の中央第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。この住居跡は、明らかに建て替えが認

められる住居跡である。平面形は隅丸方形状を呈し、径約 5。 Om、 面積は26.2」 を測る。床面ま

での深さは約0.3mを測る。埋土は17層に細分される。

床面は 2次期の床面を確認した。上層にあたる 2次床面からは、壁溝、ベッド状遺構、床面南

よりに炉跡、主柱穴を検出した。壁溝は全周を巡り、一部側板の痕跡を確認できた。幅約 0。 lm、

深さ約0。 lmを測る。ベッド状遺構は、南辺を除く三辺で「コ」の字状に配している。幅約 1。 Om、

高さ0.2mを測る。炉跡P06は床面の南よりの位置で検出した。住居跡の向きに揃えた東西主軸

で、長楕円形状を呈する。埋土は 5層に細分され炭化物を含む。長さ1.6m、 幅0。7m、 深さ0。2mを

測る。なお、この炉跡から掻き出したものと考えられる薄い炭層を、床面上で広範囲に確認した。

柱穴は床面上で 5基検出した。その中で主柱穴と考えられるのは、方形状の配置が復元できる

P01・ 02・ 04005で ある。径約 0。 2m、 深さ約0。2mを測る。

下層にあたる 1次床面からは、壁溝、ベッド状遺構に伴う側板痕を確認した。なお、この床面

に伴う炉跡、主柱穴等につては、新たに検出できないことから、 2次床面と同位置の可能性が高

い。壁溝はほぼ全周を巡り、幅約 0。 2m、 深さ約 0。 lmを測る。ベッド状遺構に伴う側板痕は南北

方向の東西二辺で確認した。長さ約3.Om、 幅約0。 lm、 深さ 5 cmを測る。

出土遺物としては弥生土器、土師器とサヌカイト製の石器類が出土した。サヌカイ ト製の石器

類は剥片等を含めると11点を数える (第20図 32～ 45)。 32～ 38は弥生時代後期後半の土器であ

り、おそらく混入した遺物であろう。39～42045は古墳時代前期初頭頃の土師器である。39～

41は甕で、体部は球体化し、39040の底部は丸底化しているものと考えられる。38は弥生土器

に区分したが、土師器に含めるものかもしれない。45は土師器高杯の杯部である。

出土遺物よりこの住居跡は古墳時代前期初頭以降の時期が考えられる。

SHa13 (第 24～ 26039図 )

Ⅱ区の西半部、第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。この住居跡は、東半部をSHa14

に切られている。平面形は円形状を呈し、径約5.2m、 推定面積は20.3ゴ を測る。床面までの深

さは約0。 lmを測る。埋土は 3層 に細分される。

床面上では壁溝が巡り、不整形な溝状の落ち込み及び複数の柱穴を検出した。壁溝は西半部の

外周を途切れ途切れ巡り、幅0。 lm、 深さ5。 Ocmを測る。床面上の不整形な溝状の落ち込みは、お

そらく住居跡の床面を作る際にできた窪みと考えられる。主柱穴は五角形状の配置が復元できる

P01～P05である。径0.3～ 0。 7m、 深さ約0.3mを測る。

出土遺物としては床面上から、一括資料と考えられる弥生時代中期中葉の弥生土器が多量に出

土した (第25・ 26039図 55～ 820145)。 これらの資料は残りもよく、中期中葉の一括性の高
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い良資料と言える。55～ 73は壺である。71～73は小片であるが無頸壺の回縁部と考えられる。

74～ 79は甕で、80～ 82は高杯である。145は完形のサヌカイト製の打製石庖丁である。完形の

石庖丁は稀な資料である。

出土遺物よりこの住居跡は、弥生時代中期中葉以降の時期が考えられる。

SHa14 (第 24026039図 )

Ⅱ区の西半部、第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。この住居跡は、中央部をSDa32

に切られ、西半部ではSHa13を切り込んでいる。平面形は削平を受けたためか不整形な台形状

を呈し、長径約4.5m、 短径約3.7m、 推定面積は15。2」を測る。床面までの深さは約0.lmを測る。

床面上では複数の柱穴を検出した。炉跡はSDa32に切られたものと考えられ検出できなかっ

たが、炉跡から掻き出したと考えられる薄い炭層が床面上の広範囲に広がっていた。主柱穴は方

形状の配置を考えた場合一基足らないが、P01～P03までの 3柱穴が考えられる。径約0。2～ 0。3m、

深さ約0.3mを測る。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第26039図 83～ 86、

147)。 83は広口壺の口縁部で、退化した凹線文が認められる。

出土遺物よりこの住居跡は、弥生時代後期前半以降の時期が考えられる。

SHa15(第 27028039図 )

Ⅱ区の西半部、第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。この住居跡は、西半部をSHa14

に切られている。平面形は削平を受けたためか不整形な形態を呈し、南半部は不明瞭である。床

面で検出した複数の柱穴と平面形などより、おそらく方形と多角形等の二棟以上の竪穴住居跡が

0                  10cm
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重複しているものと考えられる。長径6.Om以上、短径3.3m以上を測る。床面までの深さは約

0.lmを測る。

床面上では複数の柱穴と、炉跡を検出した。炉跡P20は床面の中央で検出した。不整円形を呈

し、両端部で 2基のビットを確認した。長径1.2m、 短径 0。9m、 深さ約0.3mを測る。床面から

は多数の柱穴を検出し、主柱穴の特定を検討したが確定までには至らなかった。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した。土器は弥生時代前期後半

と後期後半の土器とに分けられる (第28・ 39図 87～ 93、 143・ 148)。 88～ 90は弥生時代前期

後半頃の甕である。87は後期後半の大型壺の底部である。 143はサヌカイ ト製の削器である。

148は砂岩製の砥石である。

この住居跡は 2棟以上の切り合いが考えられ、明瞭な遺構の区分ができていないため不明な点

が多いが、出土遺物が示した二つの時期が考えられる。

SHa16 (男自28・ 29・ 39図 )

Ⅱ区の西半部、Ⅳ区との境の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。平面形は五角形状を

呈する多角形住居である。長径6.9m以上、短径6.5m、 推定面積は35。26ゴを測る。床面までの

深さは約0。3mを測る。

床面上では、中央南寄りの位置に炉跡と考えられる不整形な土坑と複数の柱穴、側板痕を検出

した。

中央の炉跡Pllは不整形な長楕円形状を呈する土坑で、長径 1.7m、 短径 0。7m、 深さ約 0。2m

を測る。埋土は単層である。柱穴は多数検出したが、主柱穴と考えられるのは、五角形状の配置

が復元できるP01・ 03～ P06で ある。径約 0。2～ 0。6m、 深さ約0.5mを測る。側板痕は主柱穴間

を結ぶ 5辺のうち 3辺で検出した。おそらく、ベッド状遺構の端に配されていたものであろう。

幅0.2m、 深さ約 5 cmを測る。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイト製の石器類が出土した。出土した弥生土器は、一部中

期の土器を含むが、主体は弥生時代後期末頃の土器である (第28・ 39図 94～ 101、 144)。 94

は中期の壺の頸部であり混入品であろう。144はサヌカイト製で、形状より石小刀とも考えたが、

最終的には削器に分類した。

出土遺物よりこの住居跡は、弥生時代後期末以降の時期が考えられる。

SHa17 (第 30図 )

Ⅲ区南東端の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住居跡

である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。また、西半部をSDa59に 切られている。

周辺にはSHa18～ 20ら の住居跡が隣接するが、特にSHa18は この住居跡と同範囲に位置し、建

て替えの可能性が考えられる。

平面形はおそらく円形を呈し、径2.8m以上、検出面積は5。 9」 を測る。主柱穴は六角形状の配

置が考えられ 6基の柱穴が想定できるが、P01～ P05までの 5基の柱穴を抽出した。径約0.2～

0.3m、 深さ約0。3mを測る。

出土遺物としては、少量の弥生土器片のみで、時期については問題を残す。
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1.暗灰褐色粘質土
2.黒褐色粘質土 (6よ り黒が強い)
3.2に近似
4.暗灰色粘質土
5.暗灰褐色粘質土 (黄褐色土ブロックを含む)

5    ・ 5            9

6.黒褐色粘質土
7.2に近似
8.灰黒色粘質土 (9よ りやや微砂状)
9.灰黒色粘質土
10.灰黒色粘質土
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第29図  SHa16平・断面図
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SHa18 (第 30図 )

Ⅲ区南東端の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住居跡

である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。また、西半部をSDa59に切られている。

周辺には S Ha17・ 19020ら の住居跡が隣接する。先にも述べたが、特にS Ha17は この住居跡

と同範囲に位置し、建て替えの可能性が考えられる。

平面形はおそらく円形を呈し、径4。4m以上、検出面積は10.5」を測る。主柱穴は六角形状の

配置が考えられ、 6基の柱穴が想定できるがP07～Pllまでの 5基の柱穴を抽出した。径約0.2

～0。 3m、 深さ約0.3mを測る。

出土遺物としては少量の弥生土器片のみで、時期については問題を残す。

SHa19 (舅巨30039図 )

Ⅲ区南東端の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住居跡

である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。また、東端部でSHa18と 重複する。周辺

にはSHa17 0 18 0 20ら の住居跡が隣接するが、特にSHa20は この住居跡と同範囲に位置し、建

て替えの可能性が考えられる。

平面形はおそらく円形を呈し、径3.2m以上、検出面積は7.1」を測る。主柱穴は六角形状の配

置で、P12～P17までの6基の柱穴が考えられる。径約 0。2～ 0.5m、 深さ約0.3mを測る。なお、

床面中央には炉跡の可能性があるP19が位置するが、SHa20との重複関係にあるため、確実に

この住居跡に伴うものかどうかは判断できない。P19は比較的大型で、径約0。8m、 深さ約0.5mを

測る。

出土遺物としては少量の弥生土器片とサヌカイ ト製の石錐 (第 39図 142)の みで、時期につ

いては問題を残す。

SHa20 (第 30図 )

Ⅲ区南東端の第 3遺構面上の遺構密集地区において、整理作業の途上で新たに確認した住居跡

1.暗灰色土 (粗砂粒が多く混じる硬質)
2.暗灰色土、黄灰色シル ト

0             2m

第31図 SHa21平・断面図
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2.茶褐色焼土
3.黒色シル ト (灰色シル トプロックを含む)

SHa23

%
SXa16

第32図  SHa22 0 23平 口断面図 (1)
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SHa23

9 さも
｀
7

1.灰黒色粘質土 (粗砂粒混じる)
2.灰黒色砂質土 (粗砂粒混じる)
3.灰黒色砂質土 (粗砂粒、茶灰色細砂
ブロック混じる)
4.暗灰色シル ト

7.青灰色シル ト、灰黒色粘質土プロック
8.淡灰色シル ト
9.青灰色シル ト
10.暗褐色シル ト質土 (炭化物・炭化材混じり)
11.暗灰褐色細砂質土 (炭化物・炭化材混じり)

0
c===23==ミ⊃lo3

SHa22
錮:夕∞①̈106

SHa23

0                   1ocm

0              2m

∝

雹諄

EEL恢 色カ レR劇 ヒ物
  第 33図  SHa22・ 23平 0断 面 図 (2)

である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。また、東端部でSHa18と 重複する。周辺

にはSHa17～ 19ら の住居跡が隣接する。先にも述べたが、特にSHa19は この住居跡と同範囲に

位置し、建て替えの可能性が考えられる。

平面形はおそらく円形を呈し、長径 5。 lm以上、短径3.9呻以上、検出面積は11.7」 を測る。主

柱穴は六角形状の配置が考えられ、P20～ P25までの 6基の柱穴を抽出した。径約0.2～ 1.lm、

深さ約0.2～ 0.5mを測り、かなリバラツキがある。なお、先にも述べたが、床面中央には炉跡の

可能性があるP19が位置するが、SHa19と の重複の関係にあるため、確実にこの住居跡に伴う

ものかどうかは判断できない。

出土遺物としては、少量の弥生土器片のみで、住居跡の詳細な時期については問題を残す。

SHa21(第 28・ 31図 )

Ⅲ区の中央部、第 3遺構面上

で検出した残 りの悪い竪穴住居

跡である。平面形は削平を受け

たため残 りが悪いが、形状より

方形の住居跡の北半部を検出し

たものと考えられる。長径約3.5m 第34図

SHa25
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0                   2m

第35図  SHa24平 口断面図

以上、短径約3.2m以上を測る。床面までの深さは約 5 cmを測る。

床面上では複数の柱穴を検出したが、炉跡等は検出できなかった。主柱穴は方形状の配置を

考えた場合一基たらないが、P010P020P03な いしP04の 3柱穴が考えられる。径約 0。 2m、

深さ約0。 lmを測る。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第28図 102)。 102は弥生時代後期後半の壺の底

部である。

時期の決め手になる土器が少ないため、詳細な時期決定には問題を残すが、この住居跡は弥生

時代後期後半以降の時期が考えられる。

SHa22 (第 32～ 34図 )

Ⅲ区北半部の住居跡が密集する区域の第 3遺構面上で検出した、残りの悪い堅穴住居跡である。

なお、この住居跡は、SKa35・ 36、 S Ha23と多数の柱穴に切られている:平面形は削平を受け

たため残りが悪く、部分的に残る壁溝より円形状の住居跡が復元できる。径約7.2m、 面積は

50。 2ぷを測る。

床面上では南半部の外周を壁溝が巡り、中央に炉跡と考えられる不整形な土坑と、多数の柱穴

を検出した。
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壁溝は全周していたものと考えられるが、部分的にしか残っていない。幅約0。 lm、 深さ約 0。lm

を測る。中央の炉跡P14は不整形な楕円形状を呈する土坑で、埋土は 3層 に分かれる。長径

1.2m、 短径0.8m、 深さ約 0。4mを測る。柱穴は床面上で多数検出したが、主柱穴と考えられる

のは、五角形状の配置が復元できるP03・ 05・ 09013015で ある。径0.4～ 0。 8m、 深さは0。 1～

0.6mを測りかなリバラツキがある。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第 34図 103)。 103は土

製紡錘車である。

時期の決め手になる土器が少ないため、詳細な時期決定には問題を残す。

SHa23 (第 32～ 34図 )

Ⅲ区北半部の住居跡が密集する区域の第 3遺構面上で検出した、残りの悪い焼失家屋の竪穴住

居跡である。この住居跡は、SHa22、 SDa55と多数の柱穴を切り込んでいる。なお、この住居

跡が切り込んでいるSXa16は、検出状況より、この住居跡に伴うベッド状遺構の可能性がある。

平面形は削平を受けたため残りが悪いが、隅丸方形状の住居跡が復元できる。径約3.7m以上、

深さ約0。 lmを測る。

2

1.灰黒色砂質土 (黄掲色砂質土が混じり、やや硬質)
2.灰黒色砂質土
3.暗灰色砂

0             2m

lq

第36図  SHa25 0 26平 口断面図

０

，

辞
翔
肺
ｍ
ｅ
ロ
ト

（訃
肺
ｍ
ｅ
ｎ
卜

ヽ

口
く
ヽ
前

ｃ
か
）

ド

黒
澪
ｍ
ｅ

Ｐ

熙
淘
ｍ
ｅ

，

辞
淘
昴
ｍ
ｓ
ロ
ト

響

辞
翔
眸
゛

-47-



住居の上面には炭化材と炭が広がっていた。床面上では、複数の柱穴を検出したが、主柱穴は

特定できていない。また、炉跡についても同様で特定できていない。これらの点は、SHa22の

上面より検出された柱穴等を含めて今後の課題になる。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第 34図 104～ 106)。

104は壺底部、 105・ 106は土製紡錘車である。

時期の決め手になる土器が少ないため、詳細な時期決定には問題を残す。

SHa24 (第 35図 )

Ⅲ・Ⅳ区の境界の住居跡が密集する区域の第 3遺構面上で、整理作業の途上で新たに抽出した

住居跡である。この住居跡は削平を受け主柱穴だけを残す。

平面形はおそらく円形を呈し、径6.Om以上を測る。主柱穴は八角形状の配置が考えられ、

1基欠けるがP01～P07までの 7基の柱穴を抽出した。径約0.2～ 0.5m、 深さ約0.3m、 検出面積

は18。2」 を測る。

出土遺物としては、少量の弥生土器片のみで、住居跡の詳細な時期については問題を残す。

SHa25 (第 34・ 36図 )

Ⅲ区北半部の住居跡が密集する区域の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。東半部は調

査区より外れるため、約1/2を検出した。なお、この住居跡は、SHa26、 SKa39等に切 り込ま

れている。平面形は削平を受けたため残りが悪いが、隅丸方形状の住居跡が復元できる。径約

3。4m以上を測るきなお、西辺部には不整形な張り出し部が配されている。張り出し部は幅約1.Om、

長さ約0.5mを測る。

床面上では複数の柱穴と土坑を検出したが、土坑は住居跡に伴うものではない。また、複数あ

る柱穴のうち主柱穴は特定できていないが、P03等は主柱穴の可能性がある。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した。図化できる弥生時代中期

中葉の壺の回縁部 1点を抽出した (第34図 107)。

時期の決め手になる土器が少ないため、詳細な時期決定には問題を残す。

SHa26(第 36図 )

Ⅲ区北半部の住居跡が密集する区域の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。東半部はⅣ

区に延びるため約1/3を検出した。なお、Ⅳ区の住居跡周辺では広範囲に削平をうけている。そ

のため、この住居跡のプランは不明瞭であった。また、この住居跡はSHa25を切り込んでいる。

平面形は削平を受けたため残りが悪いが、隅丸方形状の住居跡が復元できる。径約3.9m以上、

検出面積は4。3」を測る。

床面上では複数の柱穴と土坑を検出したが、土坑は住居跡に伴うものとは考えられない。また、

複数ある柱穴のうち主柱穴は特定できていないが、P02は主柱穴の可能性がある。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイト製の石器類が少量出土した。

時期の決め手になる土器が少ないため、詳細な時期決定には問題を残す。

SHa27 (第37038040図 )

Ⅲ区北半部の住居跡が密集する区域の第 3遺構面上で検出した竪穴住居跡である。この住居跡

はSHa28に切り込まれている。検出状況よりこの住居跡は、削平を受けて掘り方を消失した、
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SHa27  b獅
      ρ戌言よ褐餞
h                                                                            h′

22.5m

i                                     :
22.5m

22.5m

22.5m

1.暗茶褐色粘土 (粗砂含む)
-     2.暗 茶褐色粘土 (焼土含む)~     3.淡

黒色粘土

6

1.暗茶褐色砂質土
2.暗灰茶色砂質土
3.暗灰色砂質土
4.暗灰茶色砂質土
5.暗灰褐色砂質土 (シル ト質)
6.茶褐色粘質土

SHa27・ 28断面図

0              2m

だ

SHa28

第38図
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0              5 cm
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第39図

0                         5 cm
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SHa28

多角形住居の床面部分を残した状態と考えられる。

平面形は隅丸方形状を呈するが本来は多角形状を呈していたものと考えられる。長径5.2m

以上、短径4。4m以上を測る。床面までの深さは約0.2mを測る。

床面上では複数の柱穴と炉跡を検出した。主柱穴は六角形状の配置が考えられ、 1基欠けるが

P01～P05までの 5基の柱穴を抽出した。径約0.2～ 0.5m、 深さ0.1～ 0.3m、 推定面積19.5ゴを

測る。炉跡P06は不整形な楕円形状を呈し、埋土は 2層に分かれる。長径1.4m、 短径α9m、 深

さ0.3mを測る。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイト製の石器類が少量出土した (第40図 108～ 115)。

出土遺物よりこの住居跡は弥生時代後期後半～後期末頃の時期が考えられる。

SHa28 (第 37～ 40図 )

Ⅲ区の北端部の第 3遺構面上で検出した堅穴住居跡である。北半部は調査区外に延びるため、

約2/3を検出した。この住居跡はSHa27を切り込み、SDa32に切られている。

平面形は一部を欠くため詳細は分からないが、検出状況より五角形の多角形住居と考えられる。

径約7.lm、 検出面積は30。0」を測る。床面までの深さは約0.2mを測る。埋土は6層に細分される。
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床面上では壁溝、ベッド状遺構とこれに伴う側板痕、炉跡と考えられる不整形な土坑と複数の

柱穴を検出した。

壁溝は南半部の一部で検出した。幅 0。 lm、 深さ 5 cmを測る。ベッド状遺構は住居の外周を巡

るように検出した。幅0。 8m、 高さ0。lmを測る。ベッド状遺構に伴う側板痕は主柱穴間を結ぶ 5

辺のうち 2辺で検出した。幅0.2m、 深さ約 5 cmを測る。炉跡P07は長楕円形状を呈する土坑で、

長径 1.7m、 短径0.5m、 深さ約 0。lmを測る。柱穴は床面上で多数検出したが、主柱穴と考えら

れるのは、五角形状の配置が復元できるP01～P05で ある。また、P06は中央ピットの可能性が

ある。径約0.2～ 0.8m、 深さ約0.5mを測る。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が床面上より出土した。出土した土器は弥

生時代後期末頃の土器であり、比較的一括性の高い資料である (第39040図 116～ 139、 140)。

123は高杯の脚部で、形状より下川津B類に類似する。139は土製の有孔土錘である。 140はサ

ヌカイト製の槍先形石器の未製品である。

出土遺物よりこの住居跡は、弥生時代後期末以降の時期が考えられる。

(2)掘立柱建物跡・柵列跡
SBa01(第41図 )

I区東端部の第 3遺構面上の遺構密集地区において検出した、南北棟の掘立柱建物跡である。

この建物跡の西に隣接するSBa02は 、配置及び規模等がこの建物跡に類似している。 1間

(2.8m)× 2間 (5.8m)、 面積は16.2ゴ以上、主軸方位はN-34° ―Wを測る。柱間は梁間2.8m、

桁行2.8～ 3。Omを測る。柱穴掘り方は 5柱穴を検出した。平面形は円形ないし不整円形を呈し、

径1.Om～ 1。2m、 深さ0。lm～ 0.3mを測る。

出土遺物としては土器片が数点出土しただけで、この建物跡の詳細な時期については問題を残

すが、隣接するSBa02と類似する時期が考えられる。

SBa02 (第 41図 )

I区東端部の第 3遺構面上の遺構密集地区において検出した、南北棟の掘立柱建物跡である。

この建物 の西に隣接す るSBa01は 、配置及び規模等が この建物跡に類似 している。 1間

(3.6m)× 3間 (5。Om)、 面積は18ぷ以上、主軸方位はN-39° ―Wを測る。柱間は梁間3.6m、

桁行 1.2～ 1.4mを測る。柱穴掘 り方は円形ないし不整円形を呈し、径0.2m～ 1。Om、 深さ0。2m～

0.31nを沢Jる。

出土遺物としては土器片が数点出土しただけで、この建物跡の詳細な時期については問題を残

すが、隣接するSBa01と類似する時期が考えられる。

SBa03 (第 42図 )

I区東端部の第 3遺構面上の遺構密集地区において検出した、南北棟の掘立柱建物跡である。

2間 (4.5m)× 3間 (7.4m)、 面積は33.3だ、主軸方位はN-61° ―Wを測る。柱間は梁間 2。0

～2.4m、 桁行2.2～ 2.8mを測る。柱穴掘 り方は円形ないし不整円形を呈し、径 0.5～ 1.lm、 深さ

0。 lm～ 0。2mを測る。

出土遺物としては土器片が少量出土した。図化できる資料として 1点抽出した (第42図 149)。
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149はの製塩土器の脚台部である。外面にはヘラ削り痕を顕著に残し、体部が丸みをもつ前の弥

生時代後期後半頃の製塩土器である。出土遺物よりこの建物跡は、弥生時代後期後半以降の時期

が考えられる。

SBa04 (夕再42図 )

Ⅱ区東端部の第 3遺構面で検出した、南北棟の掘立柱建物跡である。なお、この建物跡は

SHa09を切り込んでいる。 1間 (3.4m)× 2間 (4.8m)、 面積は16.3」、主軸方位はN-1° ―

Wを測る。柱間は梁間3.4m、 桁行2.4mを測る。柱穴掘り方は円形ないし不整円形を呈し、径
0.3m～ 0.6m、 深さ0.2m～0.4mを測る。出土遺物としては土器片が数点出土しただけで、この

建物跡の詳細な時期については問題を残す。

SBa05(第 43図 )

Ⅱ区中央部の第 3遺構面で検出した、東西棟の掘立柱建物跡である。なお、この建物跡は

SBa06、 SHallと切り合う。SBa06と の前後関係は不明であるが、SHallよ り後出する建物跡

と考えられる。 1間 (3.4m)× 2間 (3.6m)、 面積は12.2ゴ、主軸方位はN-11° ―Eを測る。

柱間は梁間3.4～ 3.6m、 桁行1.6～ 2。Omを測る。柱穴掘 り方は円形ないし不整円形を呈し、

径0.6m～ 1.Om、 深さ0。2m～ 0.4mを測る。

出土遺物としては土器片が数点出土しただけで、この建物跡の詳細な時期については問題を残

すが、切り合いよりSHallよ り後出する時期が考えられる。

SBa06(第 43図 )

Ⅱ区中央部の第 3遺構面で検出した、東西棟の掘立柱建物跡である。なお、この建物跡は

SBa05、 SHallと切り合う。SBa05と の前後関係は不明であるが、SHallよ り後出する建物跡

と考えられる。 1間 (2.6m)× 2間 (5。7m)、 面積は14.8ゴ、主軸方位はN-14° ―Wを測る。
柱間は梁間2.6～ 2.9m、 桁行1.6～ 2.2mを測る。柱穴掘 り方は円形ないし不整円形を呈し、

径 0。2m～ 1。Om、 深さ0。2m～0.5mを測る。

出土遺物としては土器片が数点出土しただけで、この建物跡の詳細な時期については問題を残

すが、切り合いよりSHallよ り後出する時期が考えられる。

SAa01(第44図 )

Ⅱ区中央部の第 3遺構面で検出した。東西方向の4間の柵列である。柱間は2.0～ 2.4m、 主軸

方位はN-3° ―Eを測る。柱穴掘り方は円形ないし不整円形を呈し、径0.2m～ 1。Om、 深さ0。4m
～0.6mを測る。

出土遺物としては土器片が数点出土しただけで、この柵列の詳細な時期については問題を残す。

J          2m

第44図  SAa01平・断面図
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(3)柱穴跡
Spa01 (夕再45・ 46図 )

I区の東端部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘り方は円形で径約 0。 3m、 深さ

0。 151nを沢Jる。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 150)。 150はSpa01か ら出土した、弥生

時代後期の広口壺の口縁部である。

Spa04 (第45・ 46図 )

I区の東端部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘 り方は円形で径約0.3m、 深さ

0.lmを測る。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 151)。 151はSpa04か ら出土した、弥生

SPa37

SPa43
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土器の甕の底部である。

Spa05 (第45,46図 )

I区の東端部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘り方は円形で径約 0。 3m、 深さ

0。 1lnを沢Jる。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 152)。 152は Spa05か ら出土した、弥生

時代後期の鉢の口縁部である。

Spa07 (夕再45046図 )

I区の東部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘り方は円形で径約0.3m、 深さ0.3m

を波Jる。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 153)。 153はSpa07か ら出土した、弥生

時代後期の壺の底部である。

SPa37
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Spa08 0籍45046図 )

I区の東部の第 3遺構面上、SHa03の壁溝付近で検出した柱穴である。柱穴掘り方は円形で

径約0。4m、 深さ0。 15mを沢Jる。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 1540155)。 154はSpa08か ら出土した、

弥生時代中期頃のバケツ状の土器である。端部には穿孔 2穴の一対が、二対確認できる。

Spa10 (,料 45046区 1)

I区の東部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘り方は円形で径約0.8m、 深さ0.5m

を投Jる。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第46図 156)。 156は

Spa10か ら出土した、弥生時代中期中葉の甕の回縁部である。

Spall(第45046図 )

I区の東部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘 り方は円形で径約0.3m、 深さ0。4m

を沢Jる。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 157)。 157は Spallか ら出土した、弥生

時代中期中葉の壺の体部片である。

Spa13 (第45・ 46図 )

Ⅱ区の東端部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘 り方は円形で径約0.4m、 深さ0。lm

を投Jる。

出土遺物 としては弥生土器 とサヌカイ ト製の石器類が少量出土 した (第46図 158)。 158は

Spa13か ら出土した、弥生土器の甕の底部である。

Spa22 0彗45046図 )

Ⅱ区の西半部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘り方は円形で径約 0。4m、 深さ

0。2mを測る。出土遺物としては少量の弥生土器が出土した (第46図 159)。 159はSpa22か ら出

土した、弥生時代前期後半頃の甕の口縁部ある。

Spa29 (夕暮46図 )

Ⅲ区の南端部の第 3遺構面上、SDa60に 切られる形で検出した柱穴である。柱穴掘り方は不

整形で径約08m、 深さ0。3mを測る。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第46図 164)。 164は

Spa29か ら出土した、サヌカイ ト製の槍先形石器の先端部分である。

Spa35(第45・ 46図 )

Ⅲ区の中央部の第 3遺構面上、SHa21の床面で検出した柱穴である。柱穴掘り方は不整形な

楕円形状で長径0.9m、 短径0。4m 深さ0。 lmを測る。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 160)。 160は Spa35か ら出土した、甕の

底部である。

Spa36 0籍45・ 46図 )

Ⅲ区の中央部の第 3遺構面上、SXa15の縁で検出した柱穴である。柱穴掘り方は円形状で径

約0.lm、 深さ0。2mを測る。
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出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 161)。 161はSpa36か ら出土したミニチ

ュアの甕である。

Spa37 (第45・ 46図 )

Ⅲ区の中央部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘り方は不整円形状で径約 0。 7m、

深さ0.41rlを測る。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第46図 162)。 162は

Spa37か ら出土した弥生土器の甕の下半部である。

Spa43 (参再45046図 )

Ⅲ区の北半部の第 3遺構面上で検出した柱穴である。柱穴掘り方は不整円形状で径約 0。8m、

深さ0.5mを測る。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第46図 163)。 163はSpa43か ら出土した甕の底

部である。

(4)土坑跡
SKa01(第10図 )

I区東端部のSHa01の床面上で検出した土坑である。約1/2を検出した。平面は不整形な楕円

形状を呈し、断面は浅い皿状を呈する。長径約 0。 8m、 深さ5cmを測る。状況よりこの土坑は

SHa01に伴う炉跡の可能性がある。

SKa02(第 12図 )

I区東端部のSHa02の 床面上で検出した土坑である。SHa02と の前後関係は不明である。平

面は不整形な隅丸方形状を呈し、断面はU字状を呈する。長径約0。 8m、 深さ0。2mを測る。

SKa03 (第 12図 )

I区東端部のSHa03の 床面上で検出した土坑である。SHa03と の前後関係は不明である。平

面は隅丸方形状を呈し、床面の西寄 りの位置で検出した。長径約 0。 9m、 短径約 0。 7m、 深さ

0.2mを測る。この土坑の主軸方向はSHao3の平面プランと食い違うため、SHa03に伴うものと

は考えられない。

SKa05 (第47・ 51図 )

I区東端部の第 3遺構面上の、SKa07に 隣接する土坑である。平面は不整形な長楕円形状を

呈し、断面は浅いU字状を呈する。長径3.2m、 短径 1。Om、 深さ0.35mを測る。埋土は 3層 に分

かれる。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第51図 165～ 169)。

165は回縁端部に刻目を施した壺である。1660167は弥生時代後期末頃の甕の口縁部である。

出土遺物よりこの土坑は、弥生時代後期末以降の時期が考えられる。

SKa06(第 47051052図 )

I区東端部の第 3遺構面上の、SKa07に 隣接する土坑である。平面は不整形な長楕円形状を

呈し、断面は浅いU字状を呈する。長径3.2m、 短径 1。Om、 深さ0.35mを 測る。埋土は 3層に分

かれる。
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出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第 51・ 52図 170・

171・ 194)。 170は形状より下川津B類に類似する甕の上半部である。194はサヌカイ ト製の楔

形石器である。剪断面には複数の剥離痕が認められ、連続して剥離している事が分かる。

出土遺物よりこの土坑は、弥生時代後期末以降の時期が考えられる。

SKa07 (第47・ 51図 )

I区東端部の第 3遺構面上の、SKa05 0 06に 隣接する土坑である。平面は不整形な長楕円形

状を呈し、断面は浅いU字状を呈する。長径2.9m、 短径 1.2m、 深さ0。4mを測る。埋土は 3層

に分かれる。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第 51図 1720173)。

1720173は弥生時代中期中葉の壺の体部と底部である。

出土遺物よりこの土坑は、弥生時代中期中葉以降の時期が考えられる。

SKa08 (第47051図 )

I区東半部の第 3遺構面上の、SBa03と重複する土坑である。平面は不整形な楕円形状を呈

し、断面は不整形なU字状を呈する。長径 1.3m、 短径0.8m、 深さ0。4mを測る。埋土は 4層に

分かれる。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイト製の石器類が少量出土した。図化できる 3点の遺物を

抽出した (第51図 174～ 176)。 174～ 176は弥生時代中期中葉の壺と甕である。

出土遺物よりこの土坑は、弥生時代中期中葉以降の時期が考えられる。

SKa13(第51図 )

Ⅱ区東半部の第 3遺構面上の、SHa06に 隣接する土坑である。平面は円形状を呈し、断面は

不整形なU字状を呈する。長径 1。Om、 短径0。 9m、 深さ0.3mを測る。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第 51図 177)。 177は弥生時代後期後半の壺の口

頸部である。

出土遺物よりこの土坑は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

SKa14 (第 47051図 )

Ⅱ区東半部の第 3遺構面上の、SHa09に 隣接する土坑である。平面は楕円形状を呈し、断面

は浅いU字状を呈する。長径 1.Om、 短径0。8m、 深さ0。3mを測る。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第51図 178～ 180)。 178は弥生時代前期後半の

甕の口頸部である。

出土遺物が少ないため、この土坑の詳細な時期については問題を残す。

SKa15(第 47図 )

Ⅱ区東半部の第 3遺構面上の、SKa17に隣接する土坑である。平面は不整形な方形状を呈し、

断面は浅いU字状を呈する。長径 1.8m、 短径1.5m、 深さ0.2mを測る。

SKa16(第47・ 52図 )

Ⅱ区東半部の第 3遺構面上の、SDa42の西側に配された土坑である。平面は長方形状を呈し、

断面は逆台形状を呈する。長径 3。Om、 短径 1.7m、 深さ0.4mを測る。埋土は 5層に分かれる。
｀

なお、形状よりこの土坑は墓の可能性がある。
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出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した (第52図 181～ 184)。 181～

184は弥生時代中期中葉の土器である。

出土遺物よりこの土坑は、弥生時代中期中葉頃の時期が考えられる。

SKa17(第 48・ 52図 )

Ⅱ区東半部の第 3遺構面上で検出された残 りの悪い土坑である。南端部をSKa18に切 られて

いる。平面は長方形状を呈し、断面は浅い皿状を呈する。長径3.2m、 短径 1.8m、 深さ0。lmを

測る。埋土は 2層に分かれる。なお、形状よりこの土坑は墓の可能性がある。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が出土したが、資料が乏しく時期について

は問題を残す (第 52図 18501860195)。

SKa18(第48図 )

Ⅱ区の東半部の第 3遺構面上で検出された残 りの悪い土坑である。なお、この土坑はSKa17

を切 り込んでいる。平面は長方形状を呈し、断面は浅い皿状を呈する。長径 1。Om、 短径0.55m、

深さ 0。lmを測る。埋土は 2層 に分かれる。
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SKa19 (第48図 )

Ⅱ区中央部の第 3遺構面上で検出した土坑である。なお、 この土坑はSHallを切 り込み、

SKa20に 切 り込まれている。平面は不整形な長方形状を呈し、断面は浅い皿状を呈する。長径

2.5m、 短径 1.2m、 深さ0.lmを測る。形状よりこの土坑は墓の可能性がある。

出土遺物としては弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した。この土坑の詳細な時期に

ついては問題を残すが、SKa20と の切 り合いより、弥生時代中期中葉以降の可能性がある。

SKa20 (第48・ 52図 )

Ⅱ区中央部の第 3遺構面上で検出した土坑である。なお、 この土坑はSKa19を切 り込んでい

る。平面は不整形な楕円形状を呈し、断面は隅丸の逆台形状を呈する。長径 1.5m、 短径 0。 9m、

深さ0。5mを測る。埋土は 7層に分かれる。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第 52図 187)。 187は弥生時代中期中葉の壺の体

部片である。出土遺物が乏しく、この土坑の詳細な時期については問題を残すが、図化した土器

より弥生時代中期中葉以降の可能性がある。

SKa26 (第48052図 )

Ⅱ区中央部の第 3遺構面上で検出した土坑である。平面は不整形な長楕円形状を呈し、断面は

U字状を呈する。長径2.3m、 短径 0。4m、 深さ0。3mを測る。埋土は 2層に分かれる。

出土遺物としては弥生土器が少量出土した (第 52図 1880189)。 出土遺物が乏しく、 この土

坑の詳細な時期については問題を残す。

SKa27(第 49図 )

Ⅱ区西端部の第 3遺構面上で検出した土坑である。平面は不整形な長楕円形状を呈し、断面は

浅いU字状を呈する。長径 0。 9m、 短径 0.6m、 深さ0.2mを測る。埋土は単層である。

出土遺物としては土器片とサヌカイ ト製の石器類が出土しただけで、この土坑の詳細な時期に

ついては問題を残す。

SKa28(第 49図 )

Ⅱ区西端部の第 3遺構面上で検出した土坑である。平面は不整形な方形状を呈し、断面は浅い

逆台形状を呈する。長径 1。Om、 短径 0。 9m、 深さ0。2mを測る。埋土は単層に分かれる。

SKa30(第 49図 )

Ⅲ区中央部の第 3遺構面上で検出した土坑である。平面は不整形な円形状を呈し、断面は浅い

皿状を呈する。長径 1.5m、 短径 1.4m、 深さ0。 lmを測る。埋土は 2層に分かれる。

SKa31(第49・ 52図 )

Ⅲ区東端部の第 3遺構面上で検出した土坑である。平面は不整形な長楕円形状を呈し、断面は

不整形で浅い皿状を呈する。長径 3.6m、 短径 1.lm、 深さ0。2mを測る。埋土は 3層に分かれる。

出土遺物としては、弥生中期の甕が少量出土した (第52図 190)。

SKa33 (第49052図 )

Ⅱ区西端部の第 3遺構面上で検出した土坑である。約 1/2を検出した。平面は不整形な楕円形

状を呈 し、断面は浅い皿状を呈する。長径 1。7m以上、短径 1。7m以上、深さ0。2mを測る。埋土

は 2層に分かれる。
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出土遺物としては土器片とサヌカイト製の石器類が少量出土した (第52図 196)。 196はサヌカ

イト製の石錐である。出土遺物が乏しく、この土坑の詳細な時期については問題を残す。

SKa34(第 49図 )

Ⅱ区・Ⅲ区の境界上の、第 3遺構面上で検出した土坑である。約1/2を検出した。平面は不整

形な楕円形状を呈し、断面は浅い皿状を呈する。長径2.Om以上、短径0.6m以上、深さ0。 lmを測
る。埋土は単層である。

SKa36(第 49・ 52図 )

Ⅲ区中央部の第 3遺構面上で検出した土坑である。SHa22の南端部を切り込んでいる。平面

は不整形な楕円形状を呈し、断面は不整形で浅い皿状を呈する。長径 1.7m、 短径 1.2m、 深さ

0。 lmを測る。埋土は単層である。

出土遺物としては、弥生土器とサヌカイト製の石器類が少量出土した (第52図 191)。 191は

弥生時代後期後半頃の甕の底部である。

出土遺物が少なくこの土坑の詳細な時期については問題を残すが、図化した土器より弥生時代

後期後半以降の可能性がある。

SKa37(第49052図 )

Ⅲ区中央部、SHa22の西に隣接する土坑である。平面は不整形な楕円形状を呈し、東端部に

は柱穴が切り込んでいる。断面は不整形でU字状を呈する。長径 2。Om、 短径 1.3m、 深さ0.5m

を測る。埋土は 3層に分かれる。

出土遺物としては、サヌカイ ト製の石器類と、ほぼ完形の弥生土器が出土した (第52図 192)。

192は底近くから出土した、弥生時代後期前半頃の壺である。日縁部には凹線文を施し、体部上

半部にはU字状の記号紋を施している。

出土した土器よりこの土坑は、弥生時代後期前半以降の時期が考えられる。

SKa40(第 50・ 52図 )

Ⅲ区北端部、第 3遺構面上の、SHa27の 北に隣接する土坑である。平面は不整形な方形状を

呈し、底部の東端には楕円形状の窪みを検出した。断面は不整形でU字状を呈する。長径 1.5m、

短径0.8m、 深さ0.5mを測る。埋土は4層に分かれる。

出土遺物としては、弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が少量出土した (第 52図 193)。 193は

弥生時代後期末頃の浅い鉢である。

出土した土器よりこの土坑は、弥生時代後期末以降の時期が考えられる。

(5)土器棺墓跡
Stta0 1(第 54055図 )

Ⅱ区東端部で検出した土器棺墓である。なお、この遺構はSDa50を切り込んでいる。第 1遺

構面で土器棺の上部を検出したが、掘り方が不明瞭なため、土器棺の周囲を0.2m程下げ、第 3

遺構面近くで掘り方のラインを検出した。掘り方の平面形は円形を呈し、断面は土器棺の形状に

合わせたためか、不整形な形状を呈し、径0.6m以上、深さ約 0。25mを測る。埋土は単層である。

土器棺を含めた高さは0.45m以上を測る。
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土器棺は大型の壺と鉢からなる。設置方法としては、まず、日頸部を欠く大型の壺を、西方向

の斜め上方に設置し、その後大型の鉢で蓋をしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の大型壺、大型鉢、サヌカイ ト製の石器類等

が出土している (第55図 197～ 199)。 197は土器棺の蓋として使用された大型の鉢である。日

縁部を如意状に曲げ、端部は平坦に仕上げる。 199は、197の底部の可能性がある。198は土器

棺の身として使用された、日頸部を欠く大型の壺である。頸部には一条の突帯を施す。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta02 (第 54・ 55図 )

Ⅱ区東端部で検出した土器棺墓である。第 1遺構面で土器棺の上部を検出したが、掘り方の平

面プランは不明瞭で、周囲を掘り下げて、第 3遺構面近くで掘り方のラインを検出した。掘り方

の断面は浅いU字状を呈し、径0.5m以上、深さ約0.2mを測る。埋土は単層である。土器棺を含

めた高さは0.35m以上を測る。

土器棺は大型の壺を用い、西方向の斜め下方に設置している。なお、この土器棺の回縁部付近

からは土器棺の供伴遺物と考えられる、小型の壺が出土している。

出土遺物としては、土器棺に用いられている大型壺及び小型壺が出土した (第 55図 200・ 201)。

200は土器棺として使用された大型の長頸壺である。体部は横長気味に球体化し、頸部には一条

の突帯を施し直線状に延びる。日縁部は外反し、端部は上下に肥厚している。201は小型の壺で、

長頸壺 (200)に係わる土器と考えられ、その形状より長頸壺 (200)の 回縁部を塞いでいた可

能性が考えられる。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期～後期末以降の時期が考えられる。

Stta03(第54055図 )

Ⅱ区東端部で検出した土器棺墓である。かなり削平を受けており残りが悪く、第 1遺構面で土

器棺の上部を検出したが、掘り方は不明瞭で、周囲を掘り下げて、第 3遺構面近くで検出した。

掘り方の平面プランは不整形な円形を呈し、断面は不整形なU字状を呈している。掘り方は径約

0.65m、 深さ約0.3m以上を測る。埋土は単層である。

出土遺物としては、土器棺と考えられる弥生土器の大型壺片が出土した (第 55図 202・ 203)。

202・ 203は土器棺として使用された大型壺の体部上半部と底部である。202の頸部には一条の

突帯を施している。203の底部は丸底気味の平底である。

出土した遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta04(第54055図 )

Ⅱ区東端部で検出した土器棺墓である。掘り方の平面プランは不明瞭で、 トレンチの断面で掘
り方ラインを確認した。掘り方の断面は不整形なU字状を呈し、断面の下半部 (第 3遺構面に相

当)で確認できたが、上半部 (土器棺の上半部)では確認できなかった。その断面の状況から、

土器棺の埋葬工程を復元すれば、以下の工程が考えられる。

①土器棺の下半部が埋まる程度の浅い掘り方を掘削する。

②土器棺を設置する。

③土器棺の上半部を塚状に盛り上げる。
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なお、同様の埋葬工程はSTao3 0 15等 で確認できる。土器棺の掘り方が検出面で確認できな

い原因の一つに考えられる。掘り方の径は0.65m以上、深さ約0.25mを 測る。埋土は単層であ

る。土器棺を含めた高さは0.45m以上を測る。

土器棺は大型の口縁部を欠く壺と大型の片口鉢により構成している。設置方法としては、まず、

大型の壺を、東方向の斜め上方に設置し、その後、大型の鉢で蓋をしている。

出土遺物としては、先述した弥生土器の大型の壺、大型の片口鉢が出土した (第55図 2040

205)。 204は土器棺の身として使用された口頸部を欠く大型の壺である。体部は球体化し頸部

に一条の突帯が認められる。204は蓋に用いた片国の大型の鉢である。

出土した遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

STa05(第54056図 )

Ⅱ区東端部で検出した土器棺墓である。上半部は削平を受け、下半部のみを残す。STa06と

切り合い、STa06に切られている。掘り方の平面プランは不明瞭で、第 3遺構面上で確認した。

断面は隅丸の逆台形状を呈し、径0.6m以上、深さ約0.15mを測る。埋土は単層である。土器棺

を含めた高さは0.3m以上を測る。

土器棺は大型の壺を横位に設置し、主軸は西へ向けている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の大型壺が出土した (第 56図 206～ 208)。

206～208は頸部を欠くが、同一個体の大型の壺である。

出土した遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta06 (第 54056図 )

Ⅱ区東端部で検出した土器棺墓である。上半部は削平を受け、下半部だけを残す。STa05と

切り合い、STa05に切られている。第 1遺構面で土器棺の上部を検出したが、掘り方の平面プ

ランは不明瞭で、第 3遺構面上で確認した。掘り方の断面は浅いU字状を呈し、径 0。55m以上、

深さ約0。lmを測る。埋土は単層である。土器棺を含めた高さは0。3m以上を測る。

土器棺は日頸部を欠く2基の大型壺を、合わせ回の形状で、主軸を東西方向へ向け横位に配し

ている。

出土遺物としては、先述した土器棺に用いた 2基の大型壺が出土した (第 56図 2090210)。

209・ 210は、日頸部を欠く土器棺として使用された大型の壺である。日頸部の欠損状況より、

おそらく、210が身にあたり、209が蓋にあたるものと考えられる。

出土した遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

STa07(第 54・ 56図 )

Ⅱ区東端部の第 1遺構面上で検出した残りの悪い土器棺墓である。この土器棺は約2/3以上が

削平を受け消失し、下半部の一部を残す。掘り方の平面プランは不整形な楕円形状を呈し、第 3

遺構面上で確認した。掘り方の断面は浅い皿状を呈し、径 0。5m以上、深さ約0。 lmを測る。埋土

は単層である。土器棺を含めた高さは0。2m以上を測る。

出土遺物としては、土器棺に用いられている大型壺の体部片を検出した (第 56図 211)。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。
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STa08 (第54・ 58図 )

Ⅱ区東端部で検出した土器棺墓である。上半部は削平を受けていて、下半部だけを残す。第 1

遺構面で土器棺の上部を検出したが、掘り方は第 3遺構面上で確認した。掘り方の平面プランは

不明瞭ながら楕円形状を呈する。断面は浅い皿状を呈し、径0.6m、 深さ約0.lmを測る。埋土は

単層である。土器棺を含めた高さは0.5m以上を測る。土器棺は大型の壺と鉢を横位に設置し、

主軸は東へ向けている。

出土遺物としては、土器棺としている弥生土器の大型壺と鉢が出土した (第58図 2120213)。

213は 回縁部を欠く大型の壺で、土器棺の身にあたる。212は大型の鉢で、土器棺の蓋にあたる。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta09 (第 57・ 58図 )

Ⅱ区東端部の第 1遺構面上で検出した土器棺墓である。第 1遺構面で土器棺の上部を検出した

が、掘り方は第 3遺構面近くで検出した。掘り方の平面プランは不整円形状を呈する。断面は不

整形なU字状を呈し、径約 0。 6m、 深さ約 0。35mを測る。埋土は単層である。土器棺を含めた高

さは0.5m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、日頸部を欠く大型の壺を、東向きの斜め上方に設置し、そ

の後、大型の壺の下半部で蓋をしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の 2基の大型壺等が出土した (第 58図 214

～218)。 215は 口縁部を欠く大型の壺で、土器棺の身にあたる。214は大型の壺の下半部で、土

器棺の蓋にあたる。土器棺の蓋の中でもかなり大型の部類で、STa16の蓋である237と同サイズ

にあたる。2160217は弥生土器の壺の口縁部と底部である。状況より混入品の可能性がある。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta 1 0(第 57・ 58図 )

Ⅱ区東部で検出した土器棺墓である。土器棺墓群の中では西よりの位置で検出した。上半部は

削平を受け下半部だけを残す。第 1遺構面で上端部を検出したが、掘 り方は第 3遺構面上で確認

した。掘 り方の平面プランは円形を呈し、断面形態は不明瞭で捉えきれていない。径約0.5mを

測る。埋土は単層である。土器棺を含めた高さは 0。3m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、日頸部を欠く大型の壺を、直立気味に設置し、その後、大

型の片口鉢で蓋をしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の大型壺と片口鉢等が出土した (第 58図

219～ 222)。 220は 口縁部を欠く大型の壺で、土器棺の身にあたる。体部は球体化しわずかに平

底を残す。219は大型の片口鉢で、土器棺の蓋にあたる。221・ 222は弥生土器の壺口縁部と甕

の底部で、これらは混入品の可能性がある。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta l l(第 57・ 59図 )

I区東部、Ⅱ区との境界近くの土器棺墓である。上半部は削平を受けていて、下半部だけを残

す。第 1遺構面で土器の上部を検出したが、掘 り方は第 3遺構面近くで確認した。平面プランは

楕円形状を呈し、断面形態は不整形なU字状を呈する。長径 1。 lm以上、短径0.6m以上を測る。
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埋土は単層である。土器棺を含めた高さは0。35m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、大型の壺を東向きの横位に設置し身として、その後、日頸

部を欠く大型の壺で蓋をしている。なお、この土器棺には以下の補強処置を施している。

①蓋にあたる壺の下位には、蓋の安定と高さの調整を図るため、別の壺を壊し、壊した壺

の口頸部を支えにしている。

②土器棺の合わせ日の部分には、詰め物として、壊した壺の頸部片をあてている。

③身にあたる大型壺の底部には、蓋と同様に、別の壺の頸部を支えにしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の大型壺と、その付属品としての壺等が出土

した (第59図 223～ 226)。 224は大型の壺で、土器棺の身にあたる。223は口頸部を欠く大型

の壺で、土器棺の蓋にあたる。土器棺内は水抜きのためか、体部中央に小さな穿孔を施している。

225は土器棺の身の補強材に用いている、壺の頸部片である。226は蓋及び合わせ口部分の補強

材の壺である。日縁部は複合口縁を呈し、櫛描波状文及び円形浮文等を施している。体部は球体

化が進んでおり、頸部との境には低い突帯を一条巡らしている。なお、身と蓋の合わせ田部分の

補強材としているのが、頸部の一点波線の部分にあたる。

出土した遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta 1 2(第 57・ 60・ 62図 )

I区の東部、土器棺墓群の中では最も西よりの位置で検出した。上半部は削平を受けていて、

下半部だけを残す。第 1遺構面で土器の上部を検出したが、掘り方は第 3遺構面上で確認した。

平面プランは円形を呈し、断面形態は不整形なU字状を呈する。径約0.65mを測る。埋土は単

層である。土器棺を含めた高さは0.4m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、日頸部を欠く大型の壺を、南向きの斜め上方に置き、土器

棺の身とし、その後大型の鉢で蓋をしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の大型壺と鉢及びサヌカイ ト製の石器類が出

土した (第 60・ 62図 2290230、 243～ 245)。 230は口縁部を欠く大型の壺で、土器棺の身に

あたる。体部は球体気味にはり、頸部との境には一条の突帯を施している。底部は突出した平底

が付く。体部下半部には 1箇所の穿孔が認められ、水抜きのための処置とも考えられる。229は

大型の鉢で、土器棺の蓋にあたる。243はサヌカイ ト製の石鏃である。2440245はサヌカイ ト

製の楔形石器である。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta 1 3(第 57059図 )

Ⅱ区東部の第 3遺構面上で検出した土器棺墓である。土器棺墓群の中では東よりの位置で検出

した。掘り方の平面プランは不整形な円形状を呈し、断面形態は不整形な逆台形状を呈し、径約

0。6mを測る。埋土は単層である。土器棺を含めた高さは0。4m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、日縁部を欠く大型の壺を、南西向きの横位に置き、土器棺

の身とし、その後大型の鉢で蓋をしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の大型壺と鉢等が出土した (第 59図 2270

228)。 228は口縁部を欠く大型の壺で、土器棺の身にあたる。体部は長胴状を呈し、頸部との
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境には一条の突帯を施し、底部は平底である。この土器は形状より西瀬戸内系の土器であろう。

227は大型の鉢で土器棺の蓋にあたる。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta14 C暮 57060062図 )

I区東部の第 3遺構面上で検出した、比較的小型の土器棺墓である。掘り方は不明瞭で土器棺

の下半部で検出した。掘り方の平面プランは不整形な円形状を呈し、断面形態は隅丸逆台形状を

呈し、径約 0。 5mを測る。埋土は単層である。土器棺を含めた高さは0.3m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、身と蓋にあたる二つの壺の上半部を壊し、身にあたる壺を

東向きの斜め上方にすえ、蓋にあたる壺の下半部を被せている。なお、壊した上半部は補強材と

して接合部周辺に貼り付けている。

出土遺物としては、土器棺に用いている弥生土器の大型壺と少量のサヌカイ トの石器類が出土

した (第 60062図 231～2330246)。 233は回縁部を欠く壺で、土器棺の身にあたる。体部は

算盤玉状に張り、底部は平底を呈する。体部中央には 1箇所の穿孔が認められ、水抜きのための

処置とも考えられる。232は 回縁部を欠く壺で、土器棺の身にあたる。231は土器棺の補強材と

して使われていた壺の口頸部で、形状より232と 同一個体の可能性が高い。246はサヌカイ ト製

の楔形石器である。

出土した遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta 1 5(第 60・ 61図 )

I区東部の第 3遺構面上で検出した土器棺墓である。掘り方の平面プランは不明瞭で、 トレン

チの断面で掘り方のラインを検出した。掘り方の断面は不整形なU字状を呈し、断面の下半部

(土器棺の下半部)で確認できたが、上半部 (土器棺の上半部)では確認できなかった。同様の

掘り方の事例はSTao3 0 04等 で確認できる。

土器棺の設置方としては、まず、二つの甕を合わせ日の状態で、南西向きの横位に配し、その

後、合わせ回の部分の上位に縦割りにした甕を被せ、合わせ口部分を補強している。

出土遺物としては、土器棺及び補強材としている弥生土器の甕が出土した (第60図 234～ 246)。

234・ 235は土器棺として用いられた甕である。235は 234の 回縁部に装着するため、日縁部を

打ち欠いている。236は合わせ口部分の上位に被せた縦割りの甕である。形状より、合わせ回部

分の形態に合わせて、意図的に打ち欠いている可能性が高い。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta 1 6(第 61062図 )

Ⅱ区東部の第 3遺構面上で検出した土器棺墓である。掘り方は不明瞭で土器棺の下半部で検出

した。掘り方の平面プランは円形状を呈し、掘り方の断面は浅いU字状を呈する。径約0.5m、

深さ約 0。15mを測る。埋土は単層である。土器棺を含めた高さは0。4m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、日頸部を欠く大型の壺を、北東向きの斜め上方に置き、土

器棺の身とし、その後大型の壺の下半部で蓋をしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている大型の弥生土器の壺が出土した (第 62図 237・ 238)。

238は口頸部を欠く大型の壺で、土器棺の身にあたる。体部は長胴気味で底部は平底を呈する。
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237は上半部を欠く大型の壺で、土器棺の蓋にあたる。体部下半部の接合痕で上半部と分割して

いる。土器棺の蓋の中でもかなり大型の部類で、STa09の蓋である214と 同サイズにあたる。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

Stta 1 7(第 61・ 62図 )

Ⅱ区東部のSHa08の上面で検出した土器棺墓である。掘り方の平面プランは楕円形状を呈し、

掘り方の断面は逆台形状を呈する。長径 1。 Om、 短径0.5m、 深さ約 0。3mを測る。埋土は単層で

ある。土器棺を含めた高さは0.4m以上を測る。

土器棺の設置方法としては、まず、日頸部を欠く大型の壺を、東向きの斜め上方に置き、土器

棺の身とし、その後大型の片口鉢で蓋をしている。

出土遺物としては、土器棺に用いている大型の弥生土器の壺と鉢が出土した (第62図 239～

242)。 なお、この土器棺の土壌からは、人骨の細片を採集した。240は回頸部を欠く大型の壺

で、土器棺の身にあたる。体部は長胴気味で底部は突出した平底を呈する。頸部と体部の境には

一条の突帯を施している。239は大型の片口鉢で、土器棺の蓋にあたる。

出土遺物よりこの土器棺墓は、弥生時代後期後半以降の時期が考えられる。

(6)不整形遺構
SXa01～ 09(第 63～ 65図 )

I・ Ⅱ区の東部の第 1遺構面上で検出した土器溜り状の遺構である。土器の広がりは不整形な

円形ないし楕円形状を呈し、弥生時代後期後半頃の土器片及び石器類が比較的多量に出土した。

これらの土器溜りが分布している周辺には十数基の土器棺墓が分布しており、土器棺墓群との関

係が注目できる資料である。次に個別の遺構の内容を紹介する。

SXa01は不整形な円形を呈し、範囲は径約0.4mを測る。代表的な出土遺物として、弥生時代

中期中葉の壺口頸部を図化した (第64図 247)。

SXa02は不整形な円形を呈し、範囲は径約0.3mを測る。

SXa03は不整形な楕円形状を呈し、範囲は比較的広く長径 1.4m、 短径0。8mを測る。代表的な

出土遺物として、弥生時代後期後半の壺口頸部を図化した (第64図 248)。

SXa04は楕円形状を呈し、範囲は比較的広く長径 1.3m、 短径 1。Omを測る。代表的な出土遺物

として、弥生時代後期後半の壺と甕及び、サヌカイ ト製の楔形石器の削片を図化した (第64・

65図 249～ 2510279)。

SXa05は不整形な楕円形状を呈し、範囲は長径0.8m、 短径0.5mを測る。代表的な出土遺物と

して、結晶片岩製の扁平片刃石斧を図化した (第 65図 281)。

SXa07は不整形な楕円形状に土器が広がり、範囲は比較的広く長径1.4m、 短径 1。Omを測る

(第 63図 )。 代表的な出土遺物として、弥生時代後期後半の壺と高杯及び鉄鏃を図化した (第

64065図 252025301002)。 1002は有茎の鉄鏃で比較的残りがよい。この遺跡では同時期の

鉄器は少なく、貴重な資料といえる。 `
SXa08は小規模な土器溜りで、範囲は径約0.5mを測る (第 63図 )。 代表的な出土遺物として、

弥生時代後期後半の小型の甕を図化した (第64図 254)。

-85-



‐ヽＡＬし一̈」罐．ｓｘａｏ８

Ｔ

0        1m

笏 一

2

1.暗灰褐色砂質土
2.灰黒色微砂質土

」

土

ノ

ぼ

ｒ

T.Nヽ

|

1.暗灰色粘質土 (粗砂が多く混じる)

1.暗灰色粘質土 (粗砂粒が多く混じり硬質)
2.灰黄色砂質土
3.灰黒色粘質土 (砂粒が混じる)

SXa14

SXa13

bl

ａ

一
２２
．
４ｍ

1.暗灰色粘質土 (砂粒が多く混じる)
2.暗灰褐色粘質土 (砂粒が混じる)
3.暗灰黄色粘質土 (2のプロック混じる)

SXa15

13～ 15平 0断面図第63図  SXao7～ 111

-86-



ミニ[し|ドヽ
｀
ご

｀  ｀ く ｀ ヽ

0                   10cm

第64図 不整形遺構出土遺物 (1)

-87-



K76

SXall

夕切靡
SXa14

9
~278

SXa16

SXa04 0                 5 cm

5 cm

(279・ 280・ 282)

第65図 不整形遺構出土遺物 (2)

SXa09は不整形な形状に土器が広がり、範囲は比較的広く長径 1.5m、 短径 1。4mを測る (第

63図 )。 出土遺物として、弥生時代後期後半の土器と、サヌカイ ト製の石鏃と石核を図化した

(第 64・ 65図255～ 27502800282)。 282はサヌカイト製の石核である。肉厚な剥片を素材に

用い、素材のコーナーに打面調整を施し、不整形な横長状の剥片を剥ぎ取つている。なお、この

石核は器面の風化が著しく、旧石器時代の横長剥片石核の範疇で捉えられる。

SXa10(第63図 )

Ⅱ区東端部の第 3遺構面上で検出した、不整形な落ち込み状の遺構である。西半部はSHao9

により切られており、全体の約1/2を検出した。長径2.4m、 短径0.5m、 深さ0.1～ 0.2mを測る。

埋土は単層である。

出土遺物としては少量の弥生土器片とサヌカイト製の剥片類が出土した。出土遺物が少ないた

め、この遺構の詳細な時期決定には問題を残すが、SHa09と の切り合いより、この遺構は弥生
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時代中期後半以前の可能性がある。

SXall(第 63・ 65図)   ~

Ⅱ区東端部のSHa09に隣接 し、第 3遺構面上で検出した、不整形な遺構である。平面は不整

形な楕円形状を呈し、断面は逆台形状を呈する。長径 1.8m、 短径 0.5m、 深さ0.3mを測る。埋

土は 2層に分かれる。

出土遺物としては少量の弥生土器片とサヌカイ ト製の剥片類が出土した (第65図 276)。 276

は台付鉢の脚部である。出土遺物が少ないため、 この遺構の詳細な時期決定には問題を残す。

SXa13(第63図 )

Ⅱ・Ⅲ区の境界上の第 3遺構面上で検出した、不整形な落ち込み状の遺構である。平面は不整

形な楕円形状を呈し、断面は浅い皿状を皇する。長径2.lm、 短径0.8m、 深さ0。 lmを測る。埋

土は単層である。遺物は出土していないため、この遺構の詳細な時期決定には問題を残す。

SXa14 (夕暮63065図 )

Ⅲ区の南半部の第 3遺構面上で検出した、不整形な落ち込み状の遺構である。この遺構は

SDa61を 切り込んでいる。平面は不整形な楕円形状を呈し、断面は浅い皿状を呈する。長径

3.3m、 短径1.8m、 深さ0。lmを測る。埋土は 3層に分かれる。

出土遺物としては少量の弥生土器片とサヌカイ ト製の楔形石器等が出土した (第65図 277)。

出土遺物が少ないため、この遺構の詳細な時期決定には問題を残す。

SXa15(第63図 )

Ⅲ区の中央部の第 3遺構面上で検出した、不整形な落ち込み状の遺構である。平面は不整形な

楕円形状を呈し、断面は浅い皿状を呈する。長径 3.Om、 短径 1.9m、 深さ0。lmを測る。埋土は

3層に分かれる。

出土遺物としては少量の弥生土器片とサヌカイ ト製の楔形石器の削片及び剥片等が出土した。

出土遺物が少ないため、この遺構の詳細な時期決定には問題を残す。

SXa16(第65図 )

Ⅲ区の北部の第 3遺構面上で検出した、広範囲に広がっている不整形な遺構である。周囲は住

居跡等が密集している地域で、この遺構はSHa23に切られ、SHa22を切り込んでいる。検出状

況より考えてこの遺構は、方形の竪穴住居跡であるSHa23の 建替え前の住居跡かSHa23のベッ

ド状遺構であろう。長径 5。 Om、 短径0.8m、 深さ0。 lmを測る。

出土遺物としては少量の弥生土器片とサヌカイト製の剥片等が出土した (第65図 278)。 278

は土製の紡錘車である。

(7)溝状遺構
SDa01 0 02・ 04～ 080 100 11 ・ 180 19 (夕籍68図 )

I・ Ⅱ・Ⅲ区の第 1遺構面上で検出した、条里型地割の方向に配された小規模な東西及び南北

溝である。主軸方位はN-11° ―Eを 向く。 これ らの溝は必ずしも一時期の溝ではなく、

SDa05・ 06等の切り合いが確認できる事例もあるため、ある程度の時期差があるものと考えら

れる。
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溝からの出土遺物の中で、時期の決め手になる土器は出土していない。そのため詳細な時

期を決めるには問題を残すが、埋土の状況等よりおそらく中世以降の時期が考えられる。

SDa23(第66068073図 )

Ⅲ区南端部からⅡ区の西半部の第 1遺構面上で検出した、南西方向へ湾曲気味に配された溝で

ある。傾向として北東端部は浅く、SRa02と交わる南西端部は幅広で深い。そのため、微高地

上の北東部より、低湿地部の南西部へ流下させている溝状遺構である。検出長25。Om以上、幅

0.5～ 1.5m、 深さ約0.3mを測る。なお、この溝は配置上の状況より、SDa21・ 25等と交わる可

能性が高い。また、この溝の西側にはSDa23と同方向に配されたSDa24がある。この二つ溝は、

規模・方向・埋土等類似するところが多く、同じ機能の溝状遺構と考えられる。

出土遺物としては混入品ではあるが、少量の弥生土器片とサヌカイ ト製の剥片等が出土した

(第68073図 284・ 473)。 284は弥生時代後期後半の高杯である。

SDa24(第68図 )

Ⅲ区南半部から、 I区の西端部の第 1遺構面上で検出した、SDa23・ 25と並行気味に配され

た溝である。レベルより、北東部の微高地上から南西部の低湿地部へ流下させている溝状遺構で

ある。検出長27.Om以上、幅0.5～ 0。7m、 深さ約0.3mを測る。なお、この溝の東側のSDa23 0

25は、規模・方向・埋土等で類似するところが多く、同じ機能の溝状遺構と考えられる。

出土遺物としては混入品と考えられるが、少量の弥生土器片が出土した (第 68図 2850286)。

2850286は弥生時代後期末頃の甕口縁部片である。

SDa29(第68図 )

Ⅲ区北半部の第 1遺構面上で検出した、SDa32と並行気味に配された小規模な溝である。検

出長4.5m以上、幅約0.5m、 深さ約0。 lmを測る。なお、この溝の東側の、SDa26・ 27・ 28等の

小規模な溝状遺構は、規模・方向・埋土等類似するところが多く、同じ機能の溝状遺構と考えら

れる。

出土遺物としては混入品と考えられるが、少量の弥生土器片とサヌカイト製の剥片等が出土し

た (第68図2870288)。 287・ 288は弥生時代後期末頃の壺の回縁部片と鉢の底部である。

SDa31(第66図 )

I区中央部の第 2遺構面上で検出した、SDa33 0 36に切られている溝状遺構である。検出長

13.Om以上、幅約1.5m、 深さ約0.lmを測る。埋土は単層である。

SDa32 (傷自66068081図 )

I区からⅢ区にかけて北西方向に延びる溝状遺構である。第 1遺構面上で検出した溝であるが、

かなり長期間存続していた溝のようで、第 3遺構面上のSRa01の東半部では、この溝の下層部

分 (SDa32下層溝)を検出している。検出長72.Om以上、幅1.0～ 1.8m、 深さ0.5～ 0。8mを測る。

断面の形態は地点によりかなり差がある。埋土も同様に地点によりかなり差がある。SRa01の

東半部に残るSDa32は、断面で見る限り切り込み面の異なる 3時期の溝に区分できる。SDa32

上層部分はSRa01の上面を切り込み I区へ続く。また、SDa32下層溝はSRa01の下層部分を切

り込んでいる (第81図参照)。

出土遺物はかなり時期幅がある。大別すれば①弥生時代前期後半 ②弥生時代後期末 ③古墳
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時代前期前半頃の土器とサヌカイ ト製の剥片類が出土した (第68図 289～ 304)。

2900292・ 301は弥生時代前期後半の土器で、混入品であろう。2960297は古墳時代前期

前半の土師器の高杯脚部である。他の遺物は、弥生時代後期末頃の資料である。

出土遺物よりこの溝は、古墳時代前期前半以降の時期が考えられる。

SDa33・ 37(第 67097図 )

I区の第 2遺構面上で検出した、北西方向から東西方向に延びる溝状遺構である。SDa33は

I区の東端部で西に大きく曲がり、中央部では東西方向へ延び、西端部では北に屈曲しⅢ区に延

びる。Ⅲ区ではSDa34 0 35に 分岐する。なお、SDa33にはSDa36、 SDa37、 SDa38等の溝が合

流している。

SDa33-検出長58.Om以上、幅1.0～ 2.3m、 深さ約0。7mを測る。断面の形態は地点により差

があるが、全体的には不整形なU字状を呈する。埋土は 2層以上に分かれるが、堆積状況から比

較的短期に堆積した洪水砂が主となる。なお、この洪水砂はSDa34・ 35との分岐地点では、か

なり広範囲に堆積している。層厚もかなりあり、当時の流れの強さを物語つている (第 97図

15016018層等)。

SDa37-検 出長2.5m以上、幅約0.6m、 深さ約0.25mを測る。断面の形態は不整形なU字状を

呈する。埋土は 2層以上に分かれるが、堆積状況から比較的短期に堆積した洪水砂が主となる。

この溝の時期については、堆積している洪水砂の状況や検出状況を考慮すれば古墳時代前期後

半以降の時期が考えられる。

SDa34 (,籍 67・ 69073図 )

Ⅲ区の第 1遺構面上で検出した、北東方向から北方向に延びる溝状遺構である。この溝は I区

のSDa33が Ⅲ区に入ってSDa34、 SDa35に 分岐したものでⅨ区へと続 く。検出長 28。 Om

以上、幅約2.Om、 深さ約 0。9mを測る。断面の形態は地点により差があり、急激な流れにより基

盤層を快っている様な個所もあるが、全体的には不整形な逆台形状を呈する。埋土は 5層以上に

分かれるが、堆積状況から比較的短期に堆積した洪水砂が主となる。

出土遺物は弥生時代後期前半、弥生時代後期後半～弥生時代後期末頃の土器とサヌカイ ト製の

石器類が出土しているが、これらの遺物は下位の遺構面に所在するSRa02に包含していた遺物

を掻きあげたものと考えられ、混入品の可能性が高い (第69073図 321～3500467・ 468)。

321～ 3240326～ 332は壺である。321～ 323・ 326は弥生時代後期後半の広口壺の口頸部で

ある。324は複合口縁の壺の口縁部で、外面には鋸歯文を施している。327は形状より弥生時代

中期中葉頃の壺の体部である。330は底部の平底がかなり小型化しており、弥生時代後期末頃の

土器であろう。325・ 333～ 341は甕である。3330335等の体部はかなり球体化していて、土

師器に近い。344は小型丸底壺である。形状より土師器として捉えるものかもしれない。3420

343は高杯である。345～348は鉢である。3450346は下川津 B類に類似する比較的大型の鉢

である。350は土製の紡錘車である。

出土遺物よりこの溝時期を決めるには無理があるが、堆積している洪水砂の状況や検出状況を

考慮すれば古墳時代前期後半以降の時期が考えられる。
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3          SDa67C)  5

第66図  SDa23031・ 32口 67断面図
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SDa33

0        1m
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SW

2

1.暗褐色粗砂
2.灰色細砂

1.灰黄色砂
2.灰黄色細砂
3.灰黄色細砂
4.灰黄色砂と褐色粗砂のラミナ層
5.灰自色細砂
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SDa41
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Ｓ一獅
3

1.砂混じり茶褐色粘土
2.砂混じり黒褐色粘土
3.暗灰色シル ト

SDa42
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27し
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1.暗灰褐色砂

SDa48

SDa43

1.淡黒色砂
2.暗灰色砂
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1.暗灰褐色砂

SDa51

密 m↓

1.黒褐色砂

SDa48

NE  l  sw

孔

↓

~

1.暗褐色砂質土

SDa53

2

1.灰黒色砂質土 (粗砂)
2.灰黒色砂質土 (細砂 )

N

S     l         N

SDil

2

l.灰黒色砂質土 (粗砂多く混じる)
2.黒色砂質土

59062063・ 66断面図

1.淡黒色砂

SDa49
W

Ｓ

一２２
．
２ｍ

Ｎ

一
２２
．
８ｍ

S

SDa63 1.灰 黒色粘質土
SDa62 2.暗 灰色シル ト質土

3.暗灰色砂質土

第67図  SDa33・ 34口 37口 41～43

2

1.淡黒色砂混じり粘土
2.灰褐色砂
3.暗灰色シル ト

N

2

1.淡黒色砂混じり粘土
2:暗灰色シル ト

48口 49051 日53口 54口 56口 58

SDa34
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SDa35

Ⅲ区の第 1遺構面上で検出した、北東方向から北西方向に湾曲気味に延びる溝状遺構である。

この溝は I区のSDa33が Ⅲ区に入つてSDa34、 SDa35に分岐したもので、検出長 17.Om以上、

幅約1.7m、 深さ約0.6mを測る。断面の形態は地点により差があり、強い流れにより掘り方を切

り刻んでいるような個所もあるが、全体的には不整形な逆台形状を呈する。埋土は 2層以上に分

かれ、堆積状況から比較的短期に堆積した洪水砂が主となる。

この溝の時期については、堆積している洪水砂の状況や検出状況を考慮すれば古墳時代前期後

半以降の時期が考えられる。

SDa41(第67・ 68図 )

I・ Ⅱ区の第 3遺構面上で検出した、幅広の不整形で、中間で南方向に屈曲している溝状遺構

である。東にはSDa43が隣接しており、この溝はSDa43とほぼ同方向に延びる。検出長5.5m以

上、幅約0.6～ 1。Om、 深さ約0.2mを測る。断面の形態は浅い皿状を呈し、埋土は単層である。

出土遺物は弥生時代中期頃の壺とサヌカイ ト製の石器類が出土した (第68図 3050306)。 出

土遺物よりこの溝は弥生時代中期頃の遺構であろう。

SDa42(第67図 )

I・ Ⅱ区の第 3遺構面上で検出した、北西方向へ直線的に延びる溝状遺構である。 I区の

SRa01周辺では、削平により溝の片側縁が失われた状態で検出した。検出長37.Om以 上、幅約

1。0～ 1.8m、 深さ約0.3mを測る。断面の形態は 2段に下がる部分もあるが、全体的には浅いU

字状を呈する。埋土は 3層 に分かれる。溝の北端部ではSDa32下層溝に隣接する事より、本来、

SDa32下層溝とこの溝は同一のもので、いずれかの段階で分岐した可能性が高い。

出土遺物としては土器片とサヌカイ ト製の剥片類が出土した。出土遺物が少ないため詳細な時

期の決め手に欠くが、先に触れた理由でSDa32下層溝と類似する時期が考えられる。

SDa43 (第67図 )

Ⅱ区の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。西にはSDa41が隣接し、この溝はSDa41と

ほぼ同方向に延びる。検出長6.Om以上、幅約0.5m、 深さ約0.2mを測る。断面の形態は皿状を

呈し、埋土は単層である。

出土遺物としてはサヌカイ ト製の剥片類が出土した。出土遺物が少ないため詳細な時期の決め

手に欠くが、先に触れた理由でSDa41と類似する時期が考えられる。また、性格的にもSDa41

と同様の性格が考えられる。

SDa45・ 47 (第70～ 73図 )

I・ Ⅱ区東端部の第 3遺構面上で検出した、幅広で浅い溝状遺構である。SHa07周辺を囲む

ように大きく二股に分かれ I区で交わるが、合流部分は削平を受け不明瞭である。配置状よりこ

の溝は、SHa07の外周を画する溝の可能性がある。断面では二時期の溝が重複しており、下位

の溝がSDa45、 上位の溝がSDa47であるが、SDa45についてはSDa47に切り込まれ不明瞭なと

ころが多い。SDa47は検出長 24。Om以上、幅1.5～ 4。 Om、 深さ0。 lmを測る。断面の形態は浅い

皿状を呈する。

出土遺物としては、弥生時代中期中葉と弥生時代後期後半頃の弥生土器とサヌカイ ト製の石器
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1.灰黒色砂質土 (粘質土混じり)
2.暗灰褐色砂

6369
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^354fu szz
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Ъ Cγ159、
ヴ
378

SDa47

1.暗灰茶褐色土 ESDa47]
2.黒褐色砂質土 (3よ りやや粘質気味)[SDa45]
3.黒褐色砂質土 [SDa45]
4.暗灰茶色砂 [SDa45]
5.暗褐色土 (やや粘性あり)
6.暗灰褐色砂質土
7.暗灰褐色砂質土

0              2m

第70図  SDa45口 47平・断面図

類が比較的多量に出土 した (第 71～ 73図 351～ 3840469～472)。 367・ 369・ 376等は弥生時

代中期中葉の土器である。おそ らくSDa45に 属する土器であろう。なお、前記した以外の土器

は、弥生時代後期後半の資料である。 351～ 366・ 370～372は弥生時代後期後半の壺である。

373～ 375は甕である。374は形状より下川津 B類に類似 している。3770378は 高杯である。

377は形状より下川津 B類に類似している。379～ 384は鉢である。

出土遺物よりSDa47は弥生時代後期後半頃の時期が考えられる。また、SDa45は弥生時代中

期中葉頃の時期が考えられる。

SDa46

Ⅱ区東端部の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。SDa47に より東端部は切られている。

検出長2.4m以上、幅約 0。4m、 深さ0。 lmを測る。断面の形態は浅いU字状を呈する。

SDa48 (第67図 )

Ⅱ区東部、 I区との境界の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。この溝はSDそ41043等の溝

と向きを揃えており性格的類似する溝の可能性が高い。検出長1.8m以上、幅約0。3m、 深さ0。 lmを

測る。断面の形態は浅いU字状を呈する。

SDa49(第67図 )

Ⅱ区東部の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。この溝はSHao8に切られている。検出

長3.4m以上、幅約0.6m、 深さ0.15mを 測る。断面の形態は浅いU字状を呈する。埋土は単層で

ある。

出土遺物がないため、詳細な時期については問題を残すが、切り合いよりSHa08よ り先行する。
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第72図 SDa47出土遺物 (2)
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SDa50(第68図 )

Ⅱ区東端部の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。溝の上面にはSTa01が切り込んでい

る。検出長3.Om以上、幅約1.2m、 深さ約 0。3mを測る。断面の形態はU字状を呈する。埋土は

単層である。

出土遺物としては弥生時代中期中葉の土器とサヌカイ ト製の剥片類が出土した (第 68図 307

～310)。 出土遺物よりこの溝は弥生時代中期中葉以降の時期が考えられる。

SDa51(第67図 )

Ⅱ区東部の第 3遺構面上で検出した、円弧状に延びる溝状遺構である。削平を受けておりかな

り残りが悪い。形状より竪穴住居跡に係わる溝状遺構の可能性がある。検出長4.Om以上、幅約

0.3m、 深さ約0。 lmを測る。断面の形態はU字状を呈する。埋土は単層である。

SDa52(第68図 )

Ⅱ区中央部の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。この溝はSHallの壁溝から延びる小

規模な溝状遺構である。検出長2.8m以上、幅約0.4m、 深さ約 0。lmを測る。断面の形態はU字

状を呈する。埋土は単層である。

出土遺物としては、弥生時代中期頃の甕の下半部が出土している (第 68図 311)。 出土遺物よ

りこの溝は弥生時代中期以降の時期が考えられる。

SDa53(第67図 )

Ⅱ区東部の第 3遺構面上で検出した、円弧状に延びる溝状遺構である。削平を受けておりかな

り残りが悪い。この溝は形状より竪穴住居跡に係わる溝の可能性がある。検出長4。Om以上、幅

約0.15m、 深さ約0。 lmを測る。断面の形態はU字状を呈する。埋土は単層である。

SDa54 (夕籍67・ 68図 )

Ⅲ区北半部の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。この溝は直線状に配され、北端部を

SHa27に 切り込まれている。検出長9.5m以上、幅約0。 6m、 深さ約 0。2mを測る。断面の形態は

U字状を呈する。埋土は 2層に分かれる。この溝から南へ延長すればSDa58に達することより、

同一の溝の可能性が高いし

出土遺物としては、弥生土器の壺の上半部が出土している (第 68図 312)。 出土遺物と切り合

いよりこの溝は、SHa27に先行する弥生時代中期後半以降の時期が考えられる。

SDa56(第67図 )

Ⅲ区北半部の第 3遺構面上で検出した溝状遺構である。この溝は中央部をSDa32に より切り

込まれているため、不明瞭な点が多い。検出長3.4m以上、幅約0.6m、 深さ約0。2mを測る。断

面の形態は二段に下がる逆台形状を呈する。埋土は 2層 に分かれる。

出土遺物がないため、詳細な時期については問題を残すが、切り合いよりSDa32に先行する

時期が考えられる。

SDa58 (夕籍67068図 )

Ⅱ区西半部の第 3遺構面上で検出した南北に伸びる溝状遺構である。この溝の南端部は

SRa01に 切り込まれている。検出長17.Om以上、幅約2.Om、 深さ約0.2mを測る。断面の形態は

浅い皿状を呈する。埋土は 4層以上に分かれる。なお、 この溝は隣接するSDa32等 の溝と配置
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が類似しており、微高地上の雨水を低地に落とす事を意図した排水路の可能性が高い。また、こ

の溝より東側には弥生時代中期の住居跡が分布しない事より、中期の集落域の西辺を画す溝の可

能性もある。

出土遺物としては、弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した6弥生土器は弥生時代中期後

半頃の土器が主体を占める (第 68図 313～ 316)。 出土遺物よりこの溝は弥生時代中期後半以降

の溝であろう。

SDa59 (男諄67068・ 80図 )

Ⅲ区南端部の第 3遺構面上で検出した南北に伸びる溝状遺構である。この溝は配置・方向等で

SDa58に類似しており、同様の性格を持つ溝と考えられるが、規模は小さい。検出長7.Om以上、

幅約0.7m、 深さ約0.3mを測る。断面の形態は不整形なU字状を呈する。埋土は 2層以上に分か

れる。

出土遺物としては、弥生土器とサヌカイ ト製の石器類が出土した (第68080図 317・ 474)。

出土遺物が少ないため詳細な時期については問題を残すが、遺構の類似性よりSDa58に 類似し

た時期が考えられる。

SDa62 (第67068図 )

Ⅲ区東端部の低湿地部で検出した東西方向に伸びる小規模な溝状遺構である。 この溝は

SRa02、 SDa63に 切り込まれ残りが悪い。検出長4。Om以上、幅約 1。 8m、 深さ約 0。4mを測る。

断面の形態は浅いU字状を呈する。埋土は 2層以上に分かれる。

出土遺物としては、弥生時代前期後半～中期中葉の土器が少量出土した (第 68図 318～ 320)。

出土遺物よりこの溝は弥生時代中期中葉以降の時期が考えられる。

SDa63(第67図)              ′
Ⅲ区東端部の低湿地部で検出した東西方向に伸びる小規模な溝状遺構である。この溝は隣接す

るSRa02に切り込まれ、SDa62を切り込んでいる。検出長4。Om以上、幅約1.1興、深さ約0.2m

を測る。断面の形態は浅いU字状を呈する。埋土は単層である。

出土遺物がないため、詳細な時期については問題を残す。

SDa64(第74～ 76・ 80図 )

Ⅲ区東端部の低湿地部で検出した、SRa02か ら分岐する大型の溝状遺構である。南北方向に

延びるSRa02か ら北西方向へ分岐している。検出長 10。Om以上、幅約2.3m、 深さ約 0。7mを測る。

断面の形態は不整形なU字状を呈する。埋土は数層に分かれる。なお、この溝を同じ方向に伸び

るSDa35が切り込んでいることから、SDa64を改修した溝がSDa35にあたるものと考えられる。

出土遺物としては、弥生時代後期後半～弥生時代後期末頃の土器とサヌカイ ト製の石器類が多

量に出土した (第75076080図 385～4090475)。 385～ 392は広口壺の回頸部である。386

は凹線文を顕著に残す、弥生時代後期前半頃の土器であろう。393～401は甕である。3980

399は下川津 B類に類似する。401の体部は球体化し器壁も薄く土師器に近い。402～405は鉢、

406は下川津 B類に類似する高杯の杯部である。407は器台である。日縁部と脚台部には鋸歯文

を顕著に残す。器台としては残りが良く稀な資料である。なお、この土器の主要な部分は、

SRa03の A群より出土していたが、この溝から出土した土器片と接合したため、便宜上この溝
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出土の遺物として報告したことを断つておく。

408は弥生時代後期末頃の製塩土器の脚台部である。外面には上位より下位に向けてのヘラ削

りを施している。おそらく上半部は内傾するものと考えられる。475はサヌカイト製の石包丁片

である。

7      10                    17

1.灰色粘土
2.暗黄黒色粗砂混じり粘土
3.黒色砂混じり粘土
4.黒色砂混じり粘土
5.灰黄色砂
6.淡黒色シル ト (砂がラミナ状に入る)
7.暗灰色粘土 (砂を含む)
8.淡黒色シル ト (粗砂多)
9.黒色砂混じり粘土
10.暗青灰褐色砂

11.淡黒色砂質土 (粘性強)
12.暗灰色シル ト (砂がラミナ状に入る)
13.暗青灰色砂質土 (粘性強)
14.灰色シル ト
15.灰黄色粗砂
16.黄色粗砂
17.灰色粗砂
18.淡黄灰色粗砂
19.淡灰色細砂 (黒粘土をラミナ状に含む)

0                        2m

20.淡黒色粘土

第74図  SDa64・ 65断面図

SDa65(第74図 )

Ⅲ区の東端部の低湿地部で検出した、SDa64同様にSRa02か ら西に分岐する大型の溝状遺構

である。検出長 10。Om以上、幅約1.8m、 深さ約 0。8mを測る。断面の形態は不整形なU字状を呈

する。埋土は数層に分かれる。なお、SDa65の下位には、この溝より先行する溝を断面で確認

できるが、平面を確認するまでには至らなかった。

出土遺物としては、弥生土器が少量出土しただけで、詳細な時期については問題を残すが、状

況よりSDa64よ り先行する時期が考えられる。

SDa66(第67076図 )

Ⅲ区の北西端部で検出した東西方向に延びる溝状遺構である。西端部ではSRa02に合流し、

東端部ではSHa28に切り込まれている。検出長9.5m以上、幅0.3～ 0。 9m、 深さ0.2～ 0。4mを測

る。断面の形態は不整形な逆台形状を呈する。埋土は 2層以上に分かれる。

出土遺物としては、上層より弥生時代後期後半頃の土器が、比較的多量に出土した (第76図

410～ 416)。 410・ 411は壺である。410は長月同気味の体部に、短い口頸部が付く。412～ 415

は甕で、412・ 413は長胴気味の体部を持つ甕の上半部である。

SDa67 (第66076～ 80図 )

Ⅲ区の北西端部で検出した東西方向に延びる大型の溝状遺構である。この溝は西端部で

SRa02に合流している。検出長7.Om以上、幅約 2。 Om、 深さ0.6mを測る。断面の形態は不整形

な逆台形状を呈する。

出土遺物としては、SRa01の D群から続く弥生時代後期後半頃の土器溜りを、上層から検出

した (第 76～ 80図417～4660476)。 418～423は壺である。417は弥生時代中期の壺の口縁部

である。4180419は 長頸壺の口頸部である。424～441は甕である。424～ 429は下川津 B類に
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第78図 SDa67出土遺物 (3)
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: SDa59

0 10cm

-
第80図 SDa59 67出土遺物

類似する甕である。内面上半部にはオサエ、下半部にはヘラ削りを施している。口縁部の作りで

更に細分できる。442～450は高杯である。日縁部が外反するタイプ442～446と、直立気味に

延びるタイプ447・ 448と に分けられる。451～461は鉢、462は台付鉢、463は弥生時代中期頃

の甕の蓋である。464～466は脚台付の製塩土器である。466は口縁部より脚台部まで完存する

稀な資料である。体部は僅かに内傾し、体部下半部はヘラ削り、上半部はナデを施している。

(8)自然,可り|1跡

SRa01(第 81図 )

I区中央部よりⅡ区南辺部の第 3遺構面上で、SRa02と接して検出した古墳時代前期前半頃

の自然河川である。おそらくこの河川は、第Ⅱ章で紹介した、調査対象地より南東方向の天神神

社付近で確認できる埋没河川より派生した自然河川の可能性が高い。

SRa01と SRa02と の明瞭な切り合いは掴めていないが、出土遺物からみればSRa02が先行し、

その後SRa01が切り込んでいるようである。平面の形態は、北西方向に向かつて舌状を呈して

いる。その形状より、北西方向へ流れる河川が微高地の南辺部で、おおきく湾曲し微高地を挟っ

ているようである。先に述べたように、SRa02と接する部分については、一部未調査の部分が

あるため、両者の関係が把握出来ていないところがある。そのため、SRa02と の関係は今後の

第79図  SDa67出土遺物 (4)
0                10cln

SDa64

SDa67
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23.7m 40   41

1.耕作土
2.淡黄灰色土 (マ ンガンを多く含む)
3.灰褐色土
4.黄灰色砂 (3の ブロックが混じる)
5.灰褐色粘土 (4の微砂ブロックが混じる)
6.灰褐色砂
7.灰褐色粘土と淡灰色微砂
8.灰褐色粘土
9.灰黒色粘質土 (粗砂が多く混じる・SDa32下層)
10.明灰黄色砂 (灰黒色粘土ブロックが混じる 。SDa32下層)
11.灰褐色土と暗灰色粘土

12.暗灰色粘土 (淡灰色微砂が混じる)
13.明灰茶色シル ト
14.淡茶褐色砂
15.淡灰茶色砂

16.淡灰茶色粗砂
17.灰褐色粘質土

18.淡灰茶色砂
19.青灰色シル ト
20.黒褐色土 (砂質気味、マンガンが混じる)
21.暗灰色シル ト
22.黒褐色砂質土

23.暗灰色粘土
24.淡灰褐色砂
25.黒褐色砂質土と暗灰色粘土の中間の灰黒色粘質土
26.暗灰色砂質土 (27よ りやや褐色気味)
27.暗灰色砂質土
28.暗灰色砂
29.灰色粘土

30,灰黒色粘土 (砂粒が多く混じる)

31.灰黒色粘土 (30よ りやや淡い)
32.灰黒色粘質土 (砂が多く混じる)
33.灰黒色砂質土と灰黒色粘土 (砂粒が多く混じる)
34.灰色粘土

35.灰黒色粘質土

36.暗灰褐色砂質土
37.灰黒色粘土

38.灰黒色シル ト
39.暗褐色土

40.暗褐色土
41.暗灰褐色砂質土
42.暗灰色砂
43.暗灰色砂と青灰色粘土
44.青灰色粘土
45.灰黒色粗砂質土

46.暗灰褐色わ質土
47.灰褐色砂 |
48.灰褐色砂
49.青灰色シル ト
50。 暗灰色粗砂
51.淡灰色粗砂

第81図  Ⅱ区南壁土層図
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課題になる点が多いが、少なくとも出土遺物で見る限りこの二つの河川は区分できるものと考える。

東西長約30。Om、 南北長20.Omを測る。微高地からの深さは約2.8mを測る。この河川の上位

にあたる第 2遺構面上からは、SDa31 0 32 0 33等 の溝状遺構を検出した。なお、この河川の河

床面からは多数の杭材を組み合わせた堰状遺構01～ 05を検出した。

SRa01出土遺物 (第 82～ 85・ 109図 )

SRa01か らは多量の弥生土器・土師器・石器類及び木製品が出土した。出土した木製品のほ

とんどは、堰状遺構を構成する部材類である。出土した土器は弥生時代後期後半～古墳時代前期

前半頃のものを含む。遺物の取り上げかたとしては、出土した土器を堰状遺構より上位のものを

上層とし、堰状遺構より下位のものを下層として分けた。なお、全ての土器を図化するには時間

的に無理があり、これらの土器の中から主要な土器を厳選した点を断っておく。

上層から出土した土器は第82083図 477～ 522までの土器である。上層出土の土器は弥生時

代後期末頃の土器が主であるが、時期の決め手になる古墳時代前期前半の土師器を主に図化した。

477～482は弥生土器の壺の口頸部である。477は広口壺の回頸部で、日縁部には凹線文を施

しているところから、弥生時代後期中葉ないし前葉頃の時期が考えられる。483は 口頸部を欠く

土師器の小型の壺である。484・ 485は土師器の小型丸底壺である。484の底部には僅かに平底

を残している。486～490は土師器の小型器台である。486～ 488は脚部を欠き489・ 490は杯部

を欠いている小型器台である。4910492は土師器の高杯である。494はミニチュアの鉢で祭祀

遺物の可能性がある。495～ 499は弥生時代後期後半～後期末頃の弥生土器の鉢である。平底を

残すものと丸底のものとに分かれる。500～ 521は甕である。時期的な点で区分すれば、①弥生

時代中期前葉 ②弥生時代後期後半～弥生時代後期末 ③古墳時代前期前半頃に分けられる。体
部が球体化しているものが多く、弥生時代後期末頃の弥生土器と古墳時代前期前半の土師器の区

分は不明瞭なところもあるが、500～ 5020507～ 5100514等は土師器に区分できるものと考

えられる。512は弥生時代後期末頃の甕の上半部にあたり、調整、胎土などが下川津 B類に類似

する土器である。

下層出土の土器は第83～84図 523～ 551までの土器である。下層出土の土器も上層同様に弥

生時代後期末頃の土器が主であるが、時期の決め手になる古墳時代前期前半の土師器を主に図化

した。

523～ 527は壺である。体部が球体化していることより、524・ 526・ 527は古墳時代前期前

半の土師器と考えられる。529の小型壺は底部を欠くため不明瞭であるが、脚台が付く可能性が

ある。530・ 531は土師器の小型丸底壺である。532は土師器の小型器台である。534～537は

土師器の高杯である。5390541～ 548は弥生時代後期後半～後期末頃の弥生土器の鉢である。

平底を残すものと丸底のものとに分かれる。549～ 551は甕である。550は器壁も薄く、体部も

球体化しており土師器の可能性をもつ。

第85図552～560は、SRa01の 出土土器の中で、Ⅱ区から出土した土器である。出土土器の中

には弥生時代中期前葉、弥生時代後期後半の土器が主であるが、少量ではあるが、弥生時代中期

前葉の土器及び縄文土器の可能性をもつ遺物がある。560は把手状の土製品であり、土器の胎土

等の状況より縄文土器の可能性が高い。
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0                  10cm

第85図  SRa01出土遺物 (4)

第109図 790は、SRa01か ら出土した、旧石器時代のサヌカイ ト製の翼状剥片である。この遺

跡からは数点の旧石器が出土しており、おそらく東方の天神山周辺の段丘面上には、この時期の

遺跡が所在する可能性が高い。

堰1犬遺構01～05 (第86087図 )

堰状遺構はSRa01の下層で検出した、複数の杭材により構築されたシガラミ状の遺構である。

おそらく、北に流れるSRa01の流水を堰き止めて、南方に所在する水田域へ導水するための貯

水施設と考えられる。

堰状遺構を構成する横材を主軸方位で区分すれば、真北より10° 前後東へ向く堰状遺構010

02・ 05の グループと、真北

より45° 前後東へ向く堰状

遺構03・ 04の グループに分

けられる。構造上の共通点

は、長い横材に直交 して多

数の短い斜材を設置し固定

している点にあるが、斜材

の設置方法で二つのグルー

プに分けられる。主軸に対

して西面に斜材を設置する

堰状遺構02・ 05と、西面の斜材が主になるが、やや合掌形に近い堰状遺構03004等である。堰

状遺構を構成する使用材の大部分は先端部を杭状に整形している。また、これらの使用材の内、

かなりの割合で建築部材を転用しているものが認められる。横材の中には、住居跡の柱材を転用

遺構名
規模 (m) 主軸方位

(横材)

構築材 (m)

全  長 幅 高さ 斜材長 横材長

堰1犬遺構01 3.5 0.5 0.3 N13° E

堰1犬遺構02 4.2以上 1.8 1 Nl° E 0.5-1.5 1.1-4.1

堰1犬遺構03 4.5 2.8 N47° E 0.5～ 1.8 1.8-3.2

堰1犬遺構04 5.3 2.5 N13° E 0。4～ 1.7 2.0～ 4.5

堰1犬遺構05 2.7以上 1.5 N13° E 0.7-1.3 0.5へ′1.3

第 6表 堰状遺構一覧
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したものと考えられる、長さ4m近い杭状の木製品等が多数認められる。

堰状遺構の周囲は、主に砂層が堆積しているが、砂層と砂層との間には、周辺の粘質土をかき

集めた様な黒色系の粘土・青灰色粘土等の小ブロックで構成された土層 (第86図 Ⅲ①層 等)や、

有機物を多量に含む粘質土層等が認められ、このような堆積状況の特徴は、第86図土層断面に

顕著に表れている。おそらく、これらの土層は堰状遺構を固定する事と水の流失を防ぐために、

人為的に盛り上げたもので、堰状遺構自体は土を盛り上げた畦状を呈していたものと考えられる。

なお、 5基の堰状遺構の構築順は、使用材の車複関係より推定することができる。古い方より

05→03004→01002の順である。

堰状遺構01～05出土木製品 (第88～ 96図 )

堰状遺構からは、この遺構を構成していた多量の木製品が出土した。これらの木製品は、発掘

調査終了後、長期間木器の貯蔵水槽の中で保管していたもので、その結果、劣化が進み調整痕の

見極めができない資料が少なからず認められる。堰状遺構の構築材及びこの遺構の周辺より出土

した木製品は、第88～ 96図 561～ 614までの木製品である。なお、これらの木製品は樹種鑑定

を実施しており、個別の樹種については第Ⅳ章を参照していただきたい。

561は堰状遺構03周辺より出土した茄子型の鋤で、農具としては唯―の資料である。

562は端部の両側面にホゾをもつ部材片である。表面が炭化している所があり、火災にあった

住居跡の部材を、堰状遺構に転用したものと考えられ、同様の転用事例はかなり多い。

563～ 566は板状木製品である。563を除きかなり劣化が進んでいる。563は端部に円形の孔が

穿たれており、器面も比較的丁寧に調整している。

567～ 570は端部を外湾気味に整形している板状木製品である。比較的肉厚で、56705680

570等は長軸に稜をもつ。また、5670569の 端部にはホゾ孔を穿っている。567は補修痕と考

えられるが、側縁部に細くて薄い板材を結わえている。注目できるのはその結わえ方である。ホ

ゾ孔に桜または樺の皮を通して結わえ、ユルギなく止めるため、片方の側縁部とホゾ孔に木製の

詰め物を入れている。更に側縁部の皮の上からは、釘状の細い金属片を打ち込んでいたのである

が、残念ながらその金属片は劣化し消失している。これらの板状木製品は何らかの部材と考えら

れるが、その用途については今後の課題である。

579～ 578は有頭棒状木製品である。完全なものがないため本来の形状は不明だが、残りが良

いものでは90cmを超えるものがある。頭部の形状で二つに分けられる。①頭部を丸く削りだし

ている571～ 575 ②頭部を野球のバットのグリップエンド状に整形している576～ 578等であ

る。なお、5710576は炭化した跡が認められる。

5790580は堰状遺構03004の横材として使われていた、先端部を杭状に加工した有頭棒状

木製品である。ただし、580は先端部を欠くが形状より579と同類と判断した。 2点ともほぼ直

線状でかなり長く、完全に残っている579は、全長3.78m、 12.7cmを 測る。器面には枝打ちをし

た痕跡と、ホゾが認められる。また、頭部は下位に短い枝を残した状態で丸く削りだし、更に頭

部を縦に半裁し、枝と頭部の間に横木を掛ける仕掛けが認められる。そのため、本来、住居跡の

柱材として使用していた建築部材を、堰状遺構の横材として転用したものであろう。なお、この

長さの柱材をもつ住居跡を想定すれば、かなり大型の住居跡が考えられる。
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581～ 583は5790580同様、堰状遺構02003の横材として使われていた柱状木製品である。

3点 とも直線状でかなり長い。最長の582は、全長3.41m、 幅は11.3cmを 測る。最も幅がある

583はt全長 1。95m、 幅は18.3cmを測る。3点 とも完全なものはないため本来の形状は不明であ

るが、おそらく先述した579と 同様に、4.Omを前後する長さの柱材であった可能性が高い。

581・ 582の器面には枝打ちをした跡とホゾが認められる。また、582の器面には、ヤリガンナ

による器面調整痕が顕著に残っている。検出時よりかなり劣化しているが希少な事例である。

584～ 614は杭状木製品である。素材、形状等で個体差がある。584はホゾが認められる事よ

り、柱材を転用したものであろう。585は細くて長い杭状木製品である。形状より住居跡の垂木

材を転用した可能性がある。5870594はミカン割り材を素材にした杭状木製品である。586◆

588～ 591・ 612は半裁材を素材にした杭状木製品で、建築部材の転用品の可能性が高い。また、

586はホゾ孔をもつことで確実に建築部材転用品であることが分かる。5930595～ 614は丸太

材を素材にした杭状木製品である。かなり大きさに差がある。最も大型のものは609で、全長

1.35rrl、 幅 15。 6cmを測る。これらの中の、599～ 601、 6100612・ 614等は形状より柱材を転

用した杭状木製品の可能性が考えられる。なお、6010607の器面には炭化した跡を残す。

SRa02 (第 97・ 98図 )

I区西半部よりⅢ区西半部の第 3遺構面上で検出した小規模な埋没自然河川である。この河川

は I区では、ほぼ東西方向に進みⅢ区との境で北に屈曲し、Ⅲ区では僅かに西方に振りながら南

北方向に延びて、Ⅸ区へと続く。Ⅲ区の南半部では、SDa64・ 65が この河川より分岐し、北端

部では微高地上からのSDa66・ 67が合流している。なお、この河の上位にあたる第 1遺構面上

からは、この河川と同じルートをとる、SDa33・ 34等の溝状遺構を検出した。

検出長62.Om、 幅4.0～ 8.Omを測る。深さは地点により差があるが、Ⅲ区の北半部より I区の

南半部を比較すれば相対的に北半部が浅く南半部が深い。Ⅲ区では約0.9m(河床面TP。 約21.3m)、

I区では約1.3m(河床面TP。 約20。8m)を測る。河床面のレベルを比較すれば、北から南に流

下している可能性が指摘できる。

Ⅲ区のSRa02で は微高地上の集落からの、廃棄遺物と考えられる大量の弥生時代後期後半～

古墳時代前期初頭頃の土器からなる、土器溜りを3地点で検出した。その土器溜りを南よりB群、

C群、D群と仮称した。この土器溜りからの出土遺物は約64箱を数える。 B群はSDa64が分岐

する地点の河川の上面から、一部河川より西にはみ出した状態で検出した。 C群は B・ D群間の

中間の河川肩部で検出した。D群はSDa66・ 67が合流している地点で検出した。この土器溜り

は最も遺物が出土した土器溜りである。出土しているのは第98図41063層前後の比較的上位の

堆積層より、SDa67の 土器溜り近くまで広がっていた。なお、この土器溜りは次年度以降の整

理を予定しているⅨ区に続いている。

SRa02出土遺物 (第 99～ 109図 )

SRa02か らは先に述べたように、微高地上の集落からの廃棄遺物と考えられる、大量の弥生

時代後期後半～古墳時代前期初頭頃の土器からなる、土器溜りB群・ C群・D群を検出した。ま

た、 B～ D群に属さない土器も多量に出土しており、これらの土器のうちⅢ区より出土した土器

をSRa02北半部出土土器、 I区より出土した土器を南半部出土土器として報告する。なお、全
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中央畦

巨

23.Om

1.耕作土
2.淡黄灰色土
3.黄褐色砂質土
4.暗黄褐色砂質土
5.暗灰褐色土
6.灰茶色砂
7.淡灰茶色砂 (灰色粘土が混じる)
8.灰色粘質土
9.灰黄褐色砂
10.灰褐色細砂
11.灰黒色砂質土
12.淡灰茶色砂
13.暗黄褐色砂 (灰色砂が混じる)
14.茶褐色砂 (マ ンガンによる)
15.淡茶灰色砂
16.淡茶灰色砂
17.淡灰色細砂
18.淡茶灰色砂 (灰色が強い)
19.暗灰色粘土
20.淡茶灰色砂

21.灰黒色粗砂
22.暗灰色砂
23.灰黒色粗砂と灰黒色粘質土が混在
24.暗灰色粗砂と淡灰色細砂と灰黒色シル ト
25.灰黒色粘質土
26.灰色砂と暗灰色シル ト
27.暗灰色粘土
28.灰黒色粘質土 (粗砂が多く混じる)
29.灰黒色粘質土 (砂が多く混じる)と灰黒色シル ト
30.暗灰色粘質土 (砂が多く混じる)
31.灰黒色粘質土 (粗砂が多く混じる)
32.暗灰色粘土
33.灰黒色粘土
34.暗灰色粘土
35.黒色粘質土 (砂が多く混じる)
36.暗灰色砂質土 (37よ り砂の粒が小さい)
37.暗灰色砂質土
38.暗灰褐色土 (シル トが多く混じる)
39.灰黒色砂質土
40.暗灰色シル トと暗灰色細砂

27
26

SRa02

41.灰黒色細砂 (粗砂が混じる)
42.日音灰色糸田石少
43.暗灰色細砂
44.灰黒色細砂
45.暗灰色砂
46.灰色砂
47.暗灰色粘土
48.暗灰色粘質土 (砂が多く混じる)
49.暗灰色粘質土 (粗砂が混じる)
50.暗灰色シル ト
51.灰黒色粘質土 (ややシル ト質、粗砂が多く混じる)
52.黒色粘土
53.暗灰色細砂
54.灰黒色粘土
55.暗灰色粘質土 (砂が多く混じる)
56.暗灰色粗砂と黒色粘土の互層状
57.淡灰色粗砂
58.灰黒色シル ト (粗砂が多く混じる)
59.暗灰黄色砂
60.黒色粘土

23.淡黄灰色粗砂
24.灰色シル ト
25.灰黄色粗砂
26.暗灰色粘土
27.淡青灰色シル ト
28.青灰色シル ト混じり黒色粗砂
29.暗青灰色シル ト (ベース)
30.淡灰色細砂 (黒色粘土をラミナ状に含む、ベース)
31.淡黒色粘土 (ベース)

第97図  Ⅲ区南壁・中央畦土層図

61.暗灰色粘質土と暗灰色シル ト (砂が多く混じる)
62.黒色粘土と粗砂
63.暗灰色シル ト
64.暗灰色シル トと暗灰色粗砂
65,灰黄色シル ト
66.灰黒色シル ト (粗砂が多く混じる).
67.黒色粘土
68.暗灰色粘土

1.暗褐色砂質土
2.暗灰褐色砂質土
3.灰色粘土
4.黒褐色砂質土
5.淡黒色シル ト (粗砂が多い)
6.暗灰色シル ト (粗砂が多い、 5に類似)
7.暗灰黄色砂
8.暗灰黒色砂混じリシル ト (砂をラミナ状に含む)
9.暗青灰色砂質土 (粗砂が多い)
10.黒色砂混じり粘土
11.灰黄色砂

12.淡黒色シル ト (砂がラミナ状に入る)
13.暗黄黒色粗砂混じり粘土
14.黒色砂混じり粘土
15.暗灰色粘土 (砂を含む)
16.黒色砂混じり粘土
17.暗青灰褐色砂
18.暗灰色シル ト (砂がラミナ状に入る)
19.淡黒色砂質土 (粘性が強い)
20.黄色粗砂
21.灰色粗砂
22.暗青灰色砂質土 (粘性が強い)
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1.旧耕作土
2.淡灰色土
3.黄灰褐色土
4.灰茶色砂
5.暗灰色粘土
6.暗灰褐色粘質土
7.淡茶灰色砂
8.暗灰色粘土 (マ ンガン多く部分的に茶褐色)
9.暗灰色粘土
10.淡灰茶色砂
11.灰茶色粘土

12.灰茶褐色砂質土

13.暗灰色粘土
14.暗灰褐色土 (マ ンガンにより茶褐色)
15.茶褐色砂質土

16.黒褐色土 (粗砂が多く混じる)
17.淡茶灰色砂
18.暗灰色粘土

19.暗灰色土

20.灰黒色土 (粗砂が多く混じる)

21.暗灰色砂質土
22.暗灰褐色砂質土 (南 1/4は粘質)
23.灰黒色粘土
24.暗灰色粘土
25.灰黒色砂質土
26.黒色粘質土 (砂が多く混じる)
27.黒褐色砂質土
28.暗灰色砂質土
29.暗灰色粘土
30.暗灰色砂質土
31.灰黒色砂質土
32.暗灰色砂質土
33.暗灰色砂質土と淡灰色砂の互層状
34.淡灰色砂
35.暗灰色砂質土 (28よ り粗砂気味)
36.暗灰色砂質土 (28、 35よ り硬質 )
37.暗灰色砂質土 (やや粘質土が混じる)
38.暗灰色砂質土 (細砂が多く混じる)
39.黒色粘土
40.灰色砂 (黄灰色砂ブロックが混じる)

41.灰黒色砂質土
42.灰黒色粘質土 (粗砂が多く混じる)
43.灰黒色粘質土 (ブロック状に砂が混じる)
44.暗灰色砂質土
45.暗灰色砂質土 (44よ り細かい)
46.淡灰色砂
47.暗灰色砂質土
48.淡灰色砂
49.暗灰色シル ト質土
50.濁灰黄褐色砂質土
51.青灰色粘土 (砂粒が混じる)
52.黄灰色細砂
53.暗灰色砂質土 (粗砂 )
54.灰色砂
55.暗灰色細砂 (粗砂が混じる)
56.灰色粗砂
57.淡灰色砂
58.灰黒色砂質土
59.灰黒色砂質土 (58よ り細砂 )
60.淡灰黄色砂と灰色細砂

61.淡灰色砂と淡灰黄色砂
62.灰黒色砂質土
63.暗灰色砂質土
64.暗灰色砂質土
65。 暗灰色シル ト質土

66.暗灰色砂質土 (土器が多く混じる)
67.灰黒色砂質土
68.灰黒色砂質土 (灰黒色粘質土が混じる)
69.灰黒色砂質土 (粗砂と細砂)
70.濁灰色細砂
71.濁灰色砂
72.灰黒色砂質土
73.黒色砂質土
74.灰黒色砂質土
75.青灰色細砂と青灰色シル ト
76.暗青灰色細砂
77.暗褐色土
78.暗褐色土と暗茶褐色砂質土
79.暗茶褐色砂質土
80.黒褐色砂質土

81.暗灰茶色砂質土
82.暗灰褐色土 (砂が多く混じるが粘質)
83.黒褐色砂質土
84.暗灰褐色砂質土
85.黒褐色砂質土
86.灰黒色細砂 (粗砂が混じる)
87.暗灰色1砂質土
88.淡灰色1砂
89.暗灰色1砂質土
90.濁暗灰色粗砂とオリーブ灰色砂
91.暗灰色糸田砂
92.暗灰色砂
93.暗青灰色細砂
94.暗灰色糸田砂
95.黒色粘土

第98図  Ⅲ区西壁土層図
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ての土器を図化するには時間的に無理があり、これらの土器の中から主要な土器を厳選した点を

断っておく。

B群から出土した土器は、第99図 615～ 625までの土器である。615～ 617は甕である。617

は把手付きの甕の把手部分で、外面はヘラ削りとオサエにより整形されている。把手付きの甕の

資料は少なく、貴重な資料である。618～620は鉢、621～623は甑である。625は弥生時代後

期末頃の脚台付き製塩土器の脚台である。外面はヘラ削りを上から下に向けて施している。従来

下から上に向けてヘラ削りを施すのが主であるがtこの手法は体部が丸みをもち始める頃の特徴

である。

C群から出土した土器は、第99図 626～ 633までの土器である。626は下川津 B類の細頸壺の

頸部である。日縁部内面にヨコナデ痕を顕著に残す。6280633は甕に分類したが、壺に区分す

るものかもしれない。630～ 632は鉢である。630の体部には内側より穿子Lが認められる。

D群から出土した土器は、第100～ 103図634～690までの土器である。634～ 653は壺の資料

である。これらの資料は比較的良好な資料である。6360637の体部には焼成破損が認められる。

なお、636は下川津 B類の壺である。639・ 640は体部が長胴化しており、形状より地元の土器

とは考えられない。644は口縁部に線刻が認められる。645～ 650は 口縁部に鋸歯文等を施して

いる一群である。646～ 650は壺に分類したが、小型の器台の可能性もある。653は大型の壺の

底部で、形状より土器棺に用いられている土器と同規模の壺である。654～ 659は甕の資料であ

る。甕はD群出土の土器の中で、最も比率が高い器種である。傾向として小型の甕の比率が高い。

出土した甕の大部分は、地元産の弥生時代後期末頃の甕であるが、少量土師器を含んでいる。

659は外面ハケ、内面はオサエが顕著で、体部がかなり球体化しており、古墳時代前期初頭頃の

土師器と考えられる。660・ 661は高杯である。661は胎土・調整等より下川津 B類に含まれる。

662～ 676は鉢の資料である。鉢は甕同様、D群の中でかなり比率が高い。また、残りの良いも

のが多い。大きさ的にかなリバラツキがあり、最も大型の675は土器棺の蓋に用いるのも可能で

あろう。677は土師器の小型丸底壺である。土師器の資料は少なく貴重な資料である。678は器

種不明の香炉状の土器である。底部には4足の内 3足の支脚を残す。形状より木製品を真似たも

のであろう。679は底部に 2つの孔がある比較的大型の甑である。683は半分しか残っていない

ので、分からない点が多いが、内部が中空の状態を呈することより、土鈴のようなものかもしれ

ない。684～ 690は脚台付の製塩土器である。6840686～ 688は外面にヘラ削り残すことより、

弥生時代後期後半の範疇に含まれるものであるが、685・ 6890690等は外面調整 (ヘラ削りの

方向、ナデ)及び体部の形態等より弥生時代後期末頃の特徴を表している。

691は D群より出土した板状の木製品である。側縁部を意図的に快っているところから、何ら

かの部材の可能性が高い。

SRa02の北半部 (Ⅲ 区)の上層から出土したのは、第103図692～ 701の土器である。これら

の土器は本来 B・ COD群 中の土器が少なからず含まれている。
上層から出土した土器は、弥生時代後期後半頃の土器が主であるが、697等は土師器に含めて

考えるものかもしれない。693は弥生時代中期の壺である。694は台が付く壺の底部で、内面に

は格子状の線刻を施している。699は甕の底部である。底部に孔が穿たれていることから、甑に
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第109図 SRa01 0 02出 土遺物

0                    5cm

(790～ 794)

転用したものかもしれない。

前記上層出土以外のSRa02の北半部 (Ⅱ 区)か ら出土した土器は、第104～ 107図 702～ 759

である。これらの土器も先に述べたように、本来 B・ C・ D群の土器が少なからず含まれている

可能性がある。

702～ 718は壺である。703は線刻土器である。体部上半部に縦線と横線とで描いている。何

をあらわしたものかは不明であるが、住居跡を描いた可能性も考えられる。716～ 718は複合口

縁の大型の土器で、718等は土器棺に使えそうな壺の口頸部で、可能性として土器棺を作る際に

不要な口頸部を廃棄した可能性が考えられる。また、複合口縁の口縁部が内傾するこのタイプは、

高松市の円養寺墳墓群出土の土器棺に類似している。719～ 730は甕の資料である。727は形

|

|

0            5cm

(795)
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状・調整等より土師器に含めるものかもしれない。731～ 739は高杯である。731・ 732は形

状・調整 等より下川津 B類に含まれるものと考えられる。740～ 750は鉢である。鉢は甕同様か

なり出土量が多く、また、残りの良いものが多い。大きさ的にかなリバラツキがある。7520

753は小型丸底壺である。754～ 757は ミニチュアの土器である。ミニチュアの土器は比較的多

く、この河川で祭祀行為を行った可能性も考えられる。7580759は脚台付の製塩土器である。

758はヘラ削りの手法等より弥生時代後期後半頃、759は丸味をもった体部、外面に細いタタキ

を施している点等より、古墳時代前期前半頃の製塩土器と考えられる。

SRa02の南半部 (I区)か ら出土したのは、第107・ 108図760～ 789の土器である。

760～ 767は壺である。761は広口壺で下川津 B類に類似する。767は弥生時代中期頃の無頸

壺である。768～ 780は甕である。甕の中には下川津 B類に類似する土器が注目できる。768・

7690770等は下川津 B類に類似している。772は形状、外面の調整等より土師器に含めるもの

かもしれない。773は形状より土師器の甕に区分した。781～ 783は高杯である。782は形状よ

り弥生時代中期後半頃の高杯である。784～786は鉢である。787～ 789は甑である。789の底

部には 2孔あるが、 1孔は貫いていない。

第109図 791～ 795は SRa02か ら出土した石器である。795は砂岩製の砥石で、他はサヌカイ

ト製の石器類である。791は先端部を損失した石鏃の未製品である。792は分割面が認められる

ため、楔形石器に分類した。793は楔形石器の削片である。正面には両極打法にによるものと考

えられる、上・下方向からの剥離痕が認められる。794は打製の石庖丁である。

SRa03 (第 97098図 )

I区西端部よりⅢ区南端部の第 3遺構面上で検出した自然河川である。確認できたのは、河川

の東岸部で、最深部及び西岸部については調査区より外れるため不明である。

SRa02の 西方に位置し、 I区では南北方向に伸び、Ⅲ区では僅かに西に振りⅨ区へと続く。

河川の一部を検出しただけで、全体的に不明な点が多いが、断面を見る限り緩やかな傾斜を呈し

ていることから、比較的川幅の広い自然河川の可能性が高い。隣接するSRa02と の前後関係は、

Ⅲ区南壁の土層からSRa02よ り後出する。東西長9.Om以上、南北長17.Om以上を測る。微高

地からの深さは約2.Omを測る。

なお、Ⅲ区のSRa03の下位層では、微高地上の集落からの廃棄遺物と考えられる多量の弥生

時代後期後半～後期末頃の土器からなる土器溜りを検出しA群と仮称した。

SRa03出 土遺物 (第 110～ 115図 )

SRa03か らは先に述べたように、微高地上の集落からの廃棄遺物と考えられる、弥生時代後

期後半～古墳時代前期初頭頃の土器を主にした土器溜りA群を検出した。また、A群に属さない

土器も多量に出土しており、A群の報告後にこれらの土器を報告する。

なお、全ての土器を図化するには時間的に無理があり、これらの土器の中から主要な土器を厳

選した点を断っておく。

A群から抽出した土器は、第110・ 111図 796～ 820の土器である。なお、全体的な傾向とし

て、下川津 B類に含まれる土器の比率が高い。

796～ 799は壺である。798は長頸壺の体部である。'800～ 812は甕である。800～ 804は比較

-145-



/~

_d_)'\)

7it)

0           10cm

第110図 SRa03 A群出土遺物 (1)

-146-



川が
多
詢ヾ
秒

V

第111図 SRa03 A群 (2)・ 03(1)出土遺物

-147-



0           10cm

第112図 SRa03出土遺物 (2)

悧

7【

:マ

T(1ド

F｀ ヽ
|:1人
ttノ

やヽ曇

-148-



盗 |

852

第113図 SRa03出土遺物 (3)

0                10cm

-149-



0           10(

第114図 SRa03出土遺物 (4)

-150-



:マη

0                10cm

第 115図 SRa03出土遺物 (5)

的残りの良い下川津 B類の甕である。これらの中の801には焼成破損が認められる。8130814

は高杯である。814の高杯脚部は、胎土・調整等より下川津 B類に分けられる。

A群以外の土器としては、第111～ 115図821～ 868の土器があげられる。なお、A群同様に、

傾向として下川津 B類に含まれる土器の比率が高い。

821～835は壺である。835は弥生時代中期の壺の回縁部である。831は無頸壺め上半部であ

る。836～ 854は甕である。8370838は下川津 B類の土器である。839・ 840は下川津 B類に類

似する甕である。847～ 849は比較的器高の低い一群で、849は底部に台が付く台付の甕である。

853は弥生時代中期頃の甕の底部であろう。855～863は高杯である。855～ 857は下川津 B類

の土器である。864～ 866・ 868は鉢である。864は大型の鉢で、胎土・手法等で下川津 B類に

含まれるものと考えられる。8650868は台付の鉢である。

なお、第76図 407の器台の主要な部分は、SRa03の A群より出土していたが、SDa64か ら出

土した土器片と接合したため、便宜上、SDa64出土遺物として報告している事を断っておく。

(9)包含層出土の遺物

調査区のほぼ全域には、層厚約0.5mを 測る褐色系の粘質土の堆積層が広がっている。堆積層

はⅡ区の北壁断面に記載している、第 7図 506層が代表している堆積層で、地点により様相が
変化しているところがあるが、 I・ Ⅱ・Ⅲ区及び南水路②③のほぼ全域に広がっている。この堆

積層中からは、少量ではあるが弥生時代前期・中期や、古墳時代前期のものも含むが、弥生時代

後期後半前後のものを中心にした多量の遺物が出土した。これらの遺物を調査区単位に報告する。

なお、全ての遺物を図化するには時間的に無理があり、これらの遺物の中から主要なものを選ん

だ。また、挿図中には各調査区の内訳と、出土したグリット単位での内訳を記載している点を断

っておく。

I区包含層出土土器 (第 116・ 117図 )

I区から出土した土器は、第1160117図 869～ 892の土器である。869～874は壺である。

869は下川津 B類の長頸壺である。注目できるものでは873・ 874の線刻土器がある。873はヘ

ラ状工具により、緩いカーブの線を描いているが、何を意図したものか判断できない。874も 同
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様に「勾玉」状の曲線を描いているが、頭部の部分が不鮮明なため、何を意図したものか判断で

きない。875～ 887は甕である。875～ 878は弥生時代前期後半の甕の上半部である。884は下

川津 B類 に類似した甕である。886は布留系の土師器の甕である。888～ 891は高杯である。

891は下川津 B類の高杯脚部である。

I区包含層出土土器 (第 117～ 119図 )

Ⅱ区から出土した土器は、第 117～ 119図 893～ 939の土器である。893～ 906は壺である。

893は比較的大型の広口壺である。898は下川津 B類の壺である。903～ 905は複合口縁の壺の

回縁部である。903・ 905には鋸歯文を施している。907～ 916は甕である。907～ 911は弥生時

代前期後半の甕である。913は下川津 B類の甕である。917～ 927は鉢である。形態、大きさ等

数種類に分けられる。918の大型の鉢は、下川津 B類に類似する可能性がある。9260927は台

付鉢である。929～935は高杯である。929は下川津 B類の高杯である。931～ 934までの高杯

は、形状より装飾高杯の可能性をもつ一群である。932は高杯の回縁部片で、表面には鋸歯文と

刺突文を施しており、形状より装飾高杯の可能性がある。なお、931と 932は、形状より同一回

体の可能性がある。933・ 934は弥生時代後期前半頃の高杯である。937～ 939は脚台付製塩土

器の脚台部である。形状より古墳時代前期～中期頃のものである。937は脚台部が小型化してお

り、脚台部が消失する直前の段階の製塩土器である。

Ⅲ区包含層出土土器 (第 119～ 121図 )

Ⅲ区から出土した土器は、第 119～ 121図940～ 969の土器である。940～ 945は壺である。

941は弥生時代中期中葉の壺の体部片である。944は 日縁部が内傾している、大型の複合口縁の

壺である。945は台付きの壺である。全体的に比較的粗雑な作りである。946～954は甕である。

949は下川津 B類の甕である。954は把手付きの甕である。955・ 956は高杯である。956は下

川津 B類に類似する高杯である。957～ 964は鉢である。965～968は脚台付製塩土器である。

外面のヘラ削りの手法や形状から、965～ 967は弥生時代後期頃の製塩土器である。968は外面

のタタキ及び形状より古墳時代前期前半頃の製塩土器と考えられる。
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第 125図 包含層出土遺物 (10)

包含層出土石器類 (第 122～ 125図 )

包含層からは多量の石器及び剥片類が出土している。これらの石器類は、おそらく弥生時代中

期頃の遺構より遊離したものであろう。また、これらの石器類の組成・数量及び出土地点につい

ては、第11表を参照していただきたい。以下、器種ごとに報告する。

970～ 977はサヌカイ ト製の石鏃である。凹基・凸基・平基等の数タイプに分けられる。977

は形状より石鏃の未製品と考えられる。978～ 980はサヌカイ ト製の石錐である。981～983は

サヌカイ ト製の削器である。いずれも横長状の剥片を素材にもちいたものである。9840985は

石庖丁である。984は緑色岩製の石庖丁の未製品である。986～ 991はサヌカイ ト製の楔形石器

に係わる石器類である。986は楔形石器の素材である。987は楔形石器である。989～ 991は楔
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形石器の削片である。992はサヌカイ ト製の打製石斧である。995は砂岩の太型蛤刃石斧の先端

部である。 996は環状石斧の破片である。環状石斧は出土例も少なく、貴重な事例になる。

9970998はサヌカイ ト製の石核である。997はかなり風化している点と、調整状の手法等より、

旧石器時代の翼状剥片石核と考えられる。この遺跡からは数点の旧石器が出土しており、おそら

く東方の天神山周辺の段丘上には、この時期の遺跡が所在するものと考えられる。998は板状の

形状を呈し、その木口面を作業面とし、縦長状の小剥片を剥ぎ取っている。999は棒状の叩き石、

1000は砥石である。

(参考文献)

香川県教育委員会・

香川県教育委員会・

香川県教育委員会・

財

　

財

　

財

香川県埋蔵文化財調査センター・本州四国連絡橋公団 1990
『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査報告Ⅶ 下川津遺跡』
香川県埋蔵文化財調査センター 1995
平成 6年度「鹿伏・中所遺跡」『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』

香川県埋蔵文化財調査センター 1996
平成 7年度「鹿伏・中所遺跡」『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』
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第Ⅳ章 自然科学分析

第 1節 鹿伏・ 中所遺跡 における樹種 同定 I
株式会社 古環境研究所

1.は じめに

木材は、セルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同

定が可能である。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森

林植生の推定が可能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手が

かりとなる。

2. 言式米斗

試料は、 1区の堰状遺構01、 堰状遺構02、 堰状遺構03、 堰状遺構 04、 およびⅢ区のSRa02か

ら採取された杭状木製品、棒状木製品、有頭棒状木製品、板状木製品、柱状木製品、茄子型鋤頭

部、柱材、部材などの木材55点である。

3.方法
カミソリを用いて新鮮な横断面 (木口と同義)、 放射断面 (柾日)、 接線断面 (板目)の基本三

断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖学的形質およ

び現生標本との対比によって行った。

4.結果
表 1に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴を記す。

モミ属 Abies マツ科 図版 1

仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面 :早材から晩材への移行は比較的

緩やかである。放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔は小型のスギ型で 1分野に 1～ 4個存在する。

放射柔細胞の壁が厚く、じゅず状末端壁を有する。接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型

である。

以上の形質より、モミ属に同定される。モミ属は日本に 5種が自生し、その内ウラジロモミ、

トドマツ、シラビソ、オオシラビソの4種は亜寒帯に分布し、モミは温帯を中心に分布する。常

緑高木で高さ45m、 径1.5mに達する。材は保存性が低く軽軟であるが、現在では多用される。

ツガ属 Tsuga マツ科 図版 2

仮道管、樹脂細胞、放射柔細胞及び放射仮道管から構成される針葉樹材である。横断面 :早材

から晩材への移行は急である。放射断面 :放射柔細胞の分野壁孔はスギ型でややヒノキ型の傾向

を示し、 1分野に2～ 4個存在する。放射仮道管が存在し、その壁には小型の有縁壁孔が存在す
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る。わずかではあるが樹脂細胞が存在する。接線断面 :放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質より、ツガ属に同定される。ツガには、ツガ、コメツガがあり、本州、四国、九州

に分布する。常緑高木で通常高さ20～ 25m、 径50～ 80cmである。材は耐朽、保存性中庸で、

建築、器具、土木、薪炭などに用いられる。

マツ属複維管東亜属 Pinus subgen.Diploxylon マツ科 図版 3

仮道管、放射柔細胞、放射仮道管及び垂直、水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構成

される針葉樹材である。横断面 :早材から晩材への移行は急で、垂直樹脂道が見られる。放射断

面 :放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在する。接線断

面 :放射組織は単列の同性放射組織型であるが水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈する。

以上の形質より、マツ属複維管束亜属に同定される。マツ属複維管東亜属には、クロマツとア

カマツがあり、どちらも北海道南部、本州、四国、九州に分布する。常緑高木である。材は水湿

によく耐え、広く用いられる。

ヒノキ Chamaecyparis obtusa Endl.ヒ ノキ科 図版 4

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面 :早材から晩材ヘ

の移行はゆるやかで晩材部の幅はきわめて狭い。樹脂細胞が見られる。放射断面 :放射柔細胞の

分野壁孔はヒノキ型で 1分野に2個存在するものがほとんどである。接線断面 :放射組織は単列

の同性放射組織型で 1～ 15細胞高である。

以上の形質よリヒノキに同定される。ヒノキは福島県以南の本州、四国、九州、屋久島に分布

する。日本特産の常緑高木で、通常高さ40m、 径1.5mに達する。材は木理通直、肌目緻密で強

靭、耐朽、耐湿性も高い。良材であり、建築など広く用いられる。

ヤナギ属 Salix ヤナギ科 図版 5

横断面 :小型で丸い放射方向にややのびた道管が単独あるいは 2～ 3個放射方向に複合し散在

する散孔材である。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、道管相互の壁孔は交互状で密に分布する。

放射組織は異性である。接線断面 :放射組織は、単列の異性放射組織型である。

以上の形質よリヤナギ属に同定される。ヤナギ属は落葉の高木または低木で、北海道、本州、

四国、九州に分布する。

コナラ属コナラ節 QuercuS Sect.Prinus ブナ科 図版 6

横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～数列配列する環孔材である。晩材部では薄壁で角張

った小道管が火炎状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面 :

道管の穿孔は単穿孔で、放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放射組織型で、

単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属コナラ節に同定される。コナラ属コナラ節にはカシワ、コナラ、ナラ

ガシワ、ミズナラがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉高木で、高さ15m、 径

60cmぐらいに達する。材は強靭で弾力に富み、建築材などに用いられる。
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コナラ属クヌギ節 Quercus sect.Aegilops ブナ科 図版 7
横断面 :年輪のはじめに大型の道管が 1～数列配列する環孔材である。晩材部では厚壁で丸い

小道管が単独でおよそ放射方向に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなる。接線断面 :放射組織は同性放射

組織型で単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織である。

以上の形質よリコナラ属クヌギ節に同定される。コナラ属クヌギ節にはクヌギ、アベマキなど

があり、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、高さ15m、 径60cmに達する。材は強靭

で弾力に富み、器具、農具などに用いられる。

コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgeno Cyclobalanopsis ブナ科 図版 8
横断面 :中型から大型の道管が 1～数列幅で年輪界に関係なく放射方向に配列する放射孔材で

ある。道管は単独で複合しない。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面 :放射組織は同性放射組織型で単列のものと大型の広放射組織からなる複合放射組織で

ある。

以上の形質よリヨナラ属アカガシ亜属に同定される。コナラ属アカガシ亜属にはアカガシ、イ

チイガシ、アラカシ、シラカシなどがあり、本州、四国、九州に分布する。常緑高木で、高さ

30m、 径1.5m以上に達する。材は堅硬で強靭、弾力性強く耐湿性も高い。特に農耕具に用いら

れる。

エノキ属 Celtis ニレ科 図版 9

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の道管が 1～ 2列配列する環孔材である。孔圏部外の小

道管は多数複合して円形ないし斜線状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少

する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほ

とんどが平伏細胞であるが、上下の縁辺部に方形細胞が見られる。接線断面 :放射組織は異性放

射組織型で 1～ 2細胞幅の小型のものと8～ 10細胞幅く
゛
らいで鞘細胞をもつ大型のものからな

る。

以上の形質よリエノキ属に同定される。エノキ属にはエゾエノキ、エノキなどがあり、北海道、

本州、四国、九州、沖縄に分布する。落葉の高木で、高さ25m、 径1.5mに達する。材は、建築、

器具、薪炭などに用いられる。

ムクノキ Aphananthe aspera Planch.ニ レ科 図版 10
横断面 :中型から小型で厚壁の放射方向にのびた道管が年輪界にむけて径を減少しながら単独

あるいは 2～ 3個放射方向に複合してまばらに散在する散孔材である。軸方向柔細胞は早材部で

周囲状、晩材部では数細胞幅で帯状に配列する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔である。放射組

織は異性である。接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1～ 4細胞幅である。多列部は平伏細

胞からなり、単列部は直立細胞からなる。

以上の形質よリムクノキに同定される。ムクノキは本州 (関東以西)、 四国、九州、沖縄に分

布する。落葉高木で、通常高さ15～ 20m、 径50～ 60cmく
゛
らいであるが、大きいものは高さ
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30m、 径1.5mに達する。材はやや堅く密で強靱である。建築、器具、楽器、下駄、船、薪炭な

どに用いられる。

ヤマグワ MOrus australis Poiret クワ科 図版 11

横断面 :年輪のはじめに中型から大型の丸い道管が単独あるいは 2～ 3個複合して配列する環

孔材である。孔圏部外の小道管は複合して円形の小塊をなす。道管の径は徐々に減少する。放射

断面 :道管の穿孔は単穿孔で小道管の内壁にはらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞であるが、上下の縁辺部の 1～ 3細胞ぐらいは直立細胞である。接線断面 :放射組織は上

下の縁辺部が直立細胞からなる異性放射組織型で 1～ 6細胞幅である。小道管の内壁にはらせん

肥厚が存在する。

以上の形質よリヤマグワに同定される。ヤマグワは北海道、本州、四国、九州に分布する。落

葉高木で、通常高さ10～ 15m、 径30～40cmである。材は堅硬、靭性に富み、建築などに用い

られる。

タブノキ Machilus thunbergii Sieb.et Zucc.ク スノキ科 図版 12

横断面 :やや小型から中型の道管が単独および 2～数個放射方向に複合して散在する散孔材で

ある。道管の周囲を鞘状に軸方向柔細胞が取り囲んでいる。これらの柔細胞の中には油を含み大

きく膨れ上がったものも存在する。放射断面 :道管の穿孔は単穿孔または少数ではあるが(数の

少ない階段穿孔が存在する。放射組織はほとんどが平伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からな

る。接線断面 :放射組織は異性放射組織型で 1～ 2細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のな

かには、しばしば大きく膨れ上がったものがみられる。

以上の形質よリタブノキに同定される。タブノキは、本州 (暖地)、 四国、九州、沖縄に分布

する。常緑の高木で、高さ15m、 径 lmに達する。材は耐朽性、保存性ともに中庸で、建築、

家具、土木、器具、楽器、船、彫刻、薪炭などに用いられる。

カエデ属 Acer カエデ科 図版13

横断面 :小型で丸い道管が単独あるいは 2～ 4個放射方向に複合して散在する散子L材である。

放射断面 :道管の穿孔は単穿孔で、内壁には微細な螺旋肥厚が存在する。放射組織は平伏細胞か

らなる同性である。接線断面 :放射組織は同性放射組織型で 1～ 6細胞幅である。道管の内壁に

は微細な螺旋肥厚が存在する。

以上の形質よリカエデ属に同定される。カエデ属には、イタヤカエデ、ウリハダカエデ、ハウ

チワカエデ、テツカエデ、ウリカエデ、チドリノキなどがあるが、放射組織の形質からウリカエ

デ、チドリノキ以外のいずれかである。北海道、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木また

は小高木で、大きいものは高さ20m、 径 lmに達する。材は耐朽性および保存性は中庸で、建

築、家具、器具、楽器、合板、彫刻、薪炭など広く用いられる。

サカキ Cleyera japonica Thunb.ツ バキ科 図版14

横断面 :小型の道管が単独ないし2個複合して密に散在する散孔材である。放射断面 :道管の
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穿孔は階段穿孔板からなる多孔穿孔で、階段の数は多く60を越える。放射組織は平伏細胞、方

形細胞、直立細胞からなる異性である。接線断面 :放射組織は異性放射組織型で単列である。

以上の形質よリサカキに同定される。サカキは関東以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する。

常緑高木で、通常高さ 8～ 10m、 径20～ 30cmである。材は強靭、堅硬で、建築、器具などに

用いられる。

5。 まとめ

樹種同定の結果、ヨナラ属クヌギ節20点、モミ属11点、ヨナラ属ヨナラ節 5点、ヒノキ 4点、

ツガ属 4点、コナラ属アカガシ亜属 2点、ヤマグワ2点、マツ属複維管束亜属 1点、ヤナギ属 1

点、ムクノキ 1点、エノキ属 1点、タブノキ 1点、カエデ属 1点、サカキ 1点が同定された。

最も多いコナラ属のクヌギ節は全体の36%を 占めており、杭状木製品、棒状木製品、有頭棒状

木製品、板状木製品、茄子型鋤頭部、部材に使用されている。同じくコナラ属で材質が似ている

コナラ節は、杭状木製品、棒状木製品、有頭棒状木製品に使用されている。いずれの樹種も概し

て弾性に富んだ強い材である。コナラ属のアカガシ亜属も弾力性があり強く硬い材であり、板状

木製品、茄子型鋤頭部に使用されている

次に多い針葉樹のモミ属は温帯性のモミと考えられ、全体の20%を 占めている。杭状木製品、

有頭棒状木製品、柱状木製品、柱材に使用されており、材質は耐朽性、保存性は低いが、軽軟で

あり加工が容易である。板状木製品、部材に使用されているヒノキは、材質は木理通直で大きな

材が取れる良材であり、特に保存性が高い。杭状木製品、有頭棒状木製品に使用されているツガ

属は、材質は木理概ね通直で肌目は粗い。耐朽性、保存性は中庸で、切削、加工はやや困難であ

る。杭状木製品に使用されているマツ属複維管束亜属は、材質は水湿に良く耐える。

杭状木製品、柱材に使用されているヤマグワは、やや堅硬で靱性に富み、従曲性のある材であ

る。杭状木製品に使用されているヤナギ属は、軽軟で切削、加工が容易な材である。ムクノキは

杭状木製品に、エノキ属は杭状木製品に使用されている。いずれも強さ中庸で、従曲性のある材

である。柱材に使用されているタブノキは、強さ中庸で耐朽性、保存性、切削、加工も中庸の材

である。杭状木製品に使用されているカエデ属は、材質は耐朽性、保存性は中庸で、切削、加工

はやや困難である。杭状木製品に使用されているサカキは、材質は概して強靱、堅硬である。

いずれも温帯中下部に生育する樹種であり、最も多いコナラ属クヌギ節は乾燥した台地や丘陵

地に生育する二次林要素の落葉広葉樹である。モミ属、ヒノキ、ツガ属の針葉樹は、温帯の中間

域に多く生育する。コナラ属アカガシ亜属、タブノキ、サカキは照葉樹林の主要構成要素である。

このように、二次林要素、針葉樹、照葉樹林要素の多様な樹種が混在しており、人為的な里山も

しくはその周辺の環境が示唆される。

謙・佐伯 浩・原田 浩・塩倉高義・石田茂雄・重松頼生・須藤彰司 (1985)木材の構造 .

文永堂出版,290p.

島地 謙・伊東隆夫 (1988)日 本の遺跡出土木製品総覧。雄山閣,296p。

山田昌久 (1993)日 本列島における木質遺物出土遺跡文献集成。植生史研究特別 1号。

植生史研究会,242p。
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鹿伏・中所遺跡の木材 I

横断面

―

:0.5mm  放射断面 ―
―
:0.05mm

l.55 杭状木製品 マツ属複維管東亜属

横断面 ―――― :0.5mm  放射断面 ―――― :0.05mm
2.25 有頭棒状木製品 モミ属

横断面 ―――― :0.5nlm   放射断面
―

:0.lmm

3.42 有頭棒状木製品 ツガ属

接線断面 ―――― :0.2mm

接線断面 ―一一一 :0.211m

接線断面 ―――― :0.2null
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鹿伏・中所遺跡の木材Ⅱ

横断面 ――一― :

4.36 板状木製品
0.5mm

ヒノキ

横断面 ――――

5.1 杭状木製品
: 0.5mm

ヤナギ属

幕質勝斤雇百 

―

 : 0・5mm

6.46 有頭棒状木製品
放射断面 ――― :0.5mm

ヨナラ属ヨナラ節

放 射 断面  ―――――― :0.05mm 接線断面 ―――― :0.2111nl

放射断面 ――― :0.2mm 接線断面 ―――― :0,lmm

接線断面 ―――― :0.2mm

-175-



鹿伏・中所遺跡の木材Ⅲ

横断面 ――一― :0.5nlm   放射断面 ―――― :0.2mm
7.4 杭状木製品 コナラ属クヌギ節

横断面 ―――一 :0.5111nl   放射断面 ―

8.27 杭状木製品 コナラ属アカガシ亜属

横断面 ――一― :0.5mm

9.12 杭状木製品 エノキ属

接線断面 ―一一一 :0.211m

放射断面 ―一一 :0.2mm 接線断面 ―――― :0。2mm

放射断面
―

:0.2nlm 接線断面 一一一一 :0.2mm
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鹿伏 。中所遺跡の木材Ⅳ

面

０

断

１

横

‐０
． ―

 : 0.5mm

杭状木製品 ムクノキ

横断面 ―――― :0.5mm

ll.47 柱材 ヤマグワ

横断面

―

:0.5mm

12.50 柱材 タブノキ

放射断面 ―――― :0.2mm 接線断面 ―――― :0.2mm

放射断面 ――― :0.2111m 接線断面 ―――― :0.2mm

放射断面
―

:0.2mm 接線断面 ―一―― :0.2mm
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鹿伏・中所遺跡の木材V

横断面

―

:0.5nln

13.29 杭状木製品 カエデ属

横断面

―

:0。 5oull

14.41 杭状木製品 サカキ

放射断面 ――一一 :0。2mm 接線断面 ―一一一 :0。 2mm

放射断面 ――― :0。 lmm 接線断面 一――― :0.2mll
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第 2節 鹿伏 0中所遺跡における樹種同定Ⅱ

(株)吉田生物研究所

1.試料
試料は香川県鹿伏・中所遺跡から出土した部材 1点 (第 89図 567)で ある。

2.観 察方法
剃刀で木口 (横断面)、 柾目 (放射断面 )、 板目 (接線断面)の各切片を採取し、永久プ

レパラー トを作製した。このプレパラー トを顕微鏡で観察して同定した。

3.結果
樹種同定結果 (針葉樹 1種、樹皮 1種)の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解

剖学的特徴を記す。

1)ヒ ノキ科アスナロ属 (丁 hujopsis sp.)

(遺物No。 lA)

(写真No。lA)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在ま

たは接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で 1分野に 2～ 4

個ある。板日では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナ

ロ属にはアスナロ (ヒバ、アテ)と ヒノキアスナロ (ヒバ)があるが顕微鏡下では識別困難であ
る。アスナロ属は本州、四国、九州に分布する。

2)ヤマザクラorカ バの樹皮

(遺物No。 lB)

(写真No.lB)

木口と柾目ではコルク組織とコルク皮層が交互に並んで密に詰まっている。板日では細胞が放

射方向に規則正しく配列している。しかし桜、樺の皮は顕微鏡観察での判別は難しい。

◆参考文献◆

島地謙・伊東隆夫 「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版 (1988)

島地謙・伊東隆夫 「図説木材組織」 地球社 (1982)

伊東隆夫 「日本産広葉樹材の解剖学的記載 I～ V」 京都大学木質科学研究所 (1999)
北村四郎 `村田源 「原色日本植物図鑑木本編 I・ Ⅱ」 保育社 (1979)
深澤和三 「樹体の解剖」海青社 (1997)
奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所史料第27冊 木器集成図録近畿古代篇」(1985)
奈良国立文化財研究所 「奈良国立文化財研究所史料第36冊 木器集成図録近畿原始篇」(1993)

◆使用顕微鏡◆
Nikon
MICROFLEX UFX―DX Type l15
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香川県鹿伏・中所遺跡出土木製品同定表

No. 品   名 樹  種

1

A部材 (本体)

B″ (皮 )

ヒノキ科アスナロ属

ヤマザクラorカ バの樹皮

P-1

木口×40

No-lA ヒノキ科アスナロ属

接線断面×40

No-lB ヤマザクラorカバの樹皮

柾 目×100 板 目×40
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第V章 まとめ

1.微高地上の調査

<住居跡>
確認した竪穴住居跡は28棟、掘立柱建物跡は 6棟を数えるが、抽出できていない住居跡がま

だ含まれているものと考えられる。特に掘り方が削平を受け、柱穴のみを残す竪穴住居跡などが

考えられ、整理作業の段階でも数棟を復元したが、 I区南東部・Ⅲ区北部等に分布する柱穴の密

度を考えた場合、さらに追加できるものと考えられる。

検出した竪穴住居跡は、 I区の南東部からⅢ区の北部にかけて、微高地の等高線に沿うように

分布し、特に両端部の密度は高い。時期的な点では、弥生時代中期前葉～古墳時代前期初頭頃ま

での時期幅がある。大まかな傾向として、弥生時代中期前葉～後期前半頃の住居跡は、 I区の南

東部からⅡ区にかけて分布している。また、弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭頃の住居跡は、

Ⅱ区の中央部からⅢ区の北部にかけて分布する傾向がある。形態上では円形・隅丸方形・多角形

等の種類があり、傾向として弥生時代中期～後期前半の竪穴住居跡は円形を呈するものが主で、

弥生時代後期後半～古墳時代前期初頭のものは、多角形 0隅丸方形状を呈するものが主である。

次に時期が明らかな竪穴住居跡を一覧表に整理しておく。

第 7表 竪穴住居跡時期別一覧

弥生時代中期 弥生時代後期 古墳時代前期

前葉 中葉 後葉 前半 後半 後期末 初頭

SHa 3 01002011 10 09・ 14 21 16027028 12

<土器棺墓群>
土器棺墓群は集落の南東辺にあたる I・ Ⅱ区、南水路②の東部の南北10m東西22mの範囲内

に集中して計17基を検出した。時期的には弥生時代後期後半頃の土器棺墓群である。土器棺墓

は、次年度以降の整理を予定しているⅦ区・南水路①等でも数基検出しているが、この範囲で検

出している土器棺墓群は密度も高く数も多い。そのため、この時期の集落に付属する中心的な墓

域といえる。なお、この区域は弥生時代中期頃の住居が分布しているため、中期の遺構が廃絶し

た後の、弥生時代後期後半頃になって順次土器棺を埋葬していったものと考えられる。また、 I

区に隣接する南水路①の西半部からは 2基の土器棺墓を検出しており、別グループの墓域が隣接

するものと考えられる。

<土器棺の埋葬法>
土器棺の検出状況の特徴として、大多数の土器棺が第 1遺構面 (包含層上面)で土器棺の上部

が検出できるのであるが、掘り方は第 3遺構面 (包含層下面)で検出している点がある。そこで、

検出状況を考慮して、以下の埋葬工程を考えた。

①第 3遺構面から土器棺の下半部が埋まる程度の浅い墓墳を掘削する。

②土器棺を据える。
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③土器棺が埋まる程度の薄い盛土で土器棺を被覆する。

①～③の後、周囲に包含層が堆積し、土器棺を覆う盛土が埋まる。そして、包含層上面に古墳

時代前期後半以降の第 1遺構面が広がる。以上の工程が考えられる。

次に土器棺の据え方についてであるが、出土した土器棺は、水平に設置するものと、斜め上方

に傾けるものとに大きく二つに分かれる。数的には斜め上方に傾けるものが主である。主軸は4

基ほど南方向や西方向へ向くものがあるがt南東方向ないし北東方向に向くものが主である。な

お、土器棺を設置する際に、墓墳の中で固定を図る必要上、他の土器を支えとして使用している

STall等の特徴的な事例もある。

<土器棺の属性>
土器棺には大型の壺・甕・鉢を使用している。組み合わせ方は大きく分けて①鉢 (蓋)+壺
(身)②壺 (蓋)+壺 (身)③甕 (蓋)+甕 (身)のパターンに分けられる。身にあたる壺は口

頸部を除くものが主であるが、STallの 224、 STa02の 200等、日頸部を残すものも少数ある。

蓋にあたる壺は上半部を除き下半部を使う場合が多い。特異な事例では、STa15の組み合わせ

方が注目される。この土器棺は③甕 (蓋)+甕 (身)の合せ口であるが、合せ口部分の上位に縦
割りにした甕を覆いかぶせている。おそらく、土器棺内に入る土砂や雨水を防く

゛
のを意図したも

のであろう。

なお、棺内の水抜きを意図したものと考えられる 1～ 2cm程の小孔が223023002330238

等の土器棺で確認できる。土器棺墓の埋葬方法を検討する上で一つの視点になろう。

2.低湿地部の調査

<自 然河川跡  ・堰状遺構等>
低湿地部の第 3遺構面からは、弥生時代後期後半頃及び古墳時代前期前半頃の 3条の自然河川

跡 (SRa01～ 03)と、複数の溝状遺構 (SDa31～ 37062～ 67)等を検出した。また、SRa01

の河床面からは複数の杭材により構築された古墳時代前期の堰状遺構を検出した。

検出した河川跡は「第Ⅱ章 第 1節 地理的環境」で記載したように、遺跡南東の天神神社の

周辺で確認できる埋没河川より派生した流路の可能性も考えられるが、次年度以降に整理作業を

予定している遺跡の北辺部にあたるⅧ区・北水路①②・東水路①からは、遺跡の北・東方面に所

在する開析谷から、南に流下してきている河川跡を確認しており、これらの河川跡との係わりに

ついても、視野に入れておく必要がある。ただ、SRa01については、微高地を北西方向へ削り

西へ蛇行しており、その形状から南東方向より北上している河川跡と考えられる。

SRa01の河床面で検出した 5基の堰状遺構は、SRa01が北流する河川跡と考えられるため、

堰の東側で水を溜め、南方へ導水する際の貯水施設と考えられる。そのため、この時期の水田域

は微高地の南側に広がっているものと考えられる。構造的な点では、土層断面 (第 86図)を見

る限り、周囲を土で盛り上げた畦状の形状をしていた可能性が高い。また、この 5基の堰状遺構

は、構築順の差により個々の堰の向きが異なる。この向きの差は、導水する水田域の場所の差に

伴い、微妙に変化したものと考えられる。
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SRa01～ 03等が埋没した後、低湿地部の第 102遺構面上には、洪水砂と考えられる約0.5m
の淡褐色の粗砂 (第97図 15016018層 等)が堆積している。ラミナ状の堆積も確認できるこ
とより、短期間に堆積したことは間違いなく、この粗砂により低湿地部は現地盤の高さ近くまで

埋まっている。このことから、低湿地部を埋める大きな洪水が、この遺跡に及んだことは確かで

ある。洪水の時期を示す明確な遺物が出土していないため、時期については問題を残すが、少な

くとも古墳時代前期後半以降である事だけは確かであろう。古墳時代前期後半以降に集落が廃絶

するのも、こういった自然環境の変化によることも要因の一つと考えられる。

<自然河川跡・堰状遺構から出土した遺物>
Ⅲ区のSRa02 0 03、 SDa67等では、微高地上の集落からの、廃棄遺物と考えられる大量の弥

生土器の土器溜りを4地点で検出した。これらの土器は、弥生時代中期から後期前半の土器を少

量含むが、主体になるのは弥生時代後期後半頃の土器で、河川跡が埋没した段階で廃棄されてお

り、おそらく弥生時代後期後半に廃棄のピークがあるものと考えられる。また、これらの土器は

優品が多く、当時の土器の様相を検討するうえでは良好な資料といえる。注目されるのは下川津

B類や下川津 B類に類似する土器の比率が高い点と、遺跡内で土器を焼いていた事を示す、焼成

破損品が多数抽出できる点である。

SRa01の河床面で検出した堰状遺構からは、多量の杭材に転用した木製品を検出した。木製

品の中には、住居跡の柱材を転用したと考えられる木製品及び性格不明の板材、有頭棒状木製品

等が出土している。また、これらの木製品の中には一部炭化しているものが多く、おそらく微高

地上の住居跡の中で、火災にあって不用になった部材を転用したものと考えられる。出土した木

製品の類例は少なく、今後の資料の増加を待ってさらに研究する必要があろう。

3.集 落の動向

最後に検出した主要な遺構のうち、弥生時代中期～古墳時代前期について時期別に区分し、そ

の動向を簡単にまとめる。

<弥生時代中期>
微高地上に集落が開始される。この時期の住居跡は、SHa01～ 03010・ 11等の竪穴住居跡で

ある。住居跡の時期を細分すれば、中期前葉にあたるのがSHa03、 中期中葉がSHao1 0 02・ 11、

中期後葉にあたるのがSHa10で ある。主に I区の南東端部からⅡ区にかけて分布する。なお、

I区南東端部のSHa04・ 05006007等 もこの時期に含まれる可能性が高い。竪穴住居跡の分布

域の西端部には、南北方向の溝跡であるSDa58が位置する。この溝跡は結果的に弥生時代中期

後半頃の集落域の西限を画しているが、計画的なものかどうかは問題を残す。なお、この溝跡の

北にはSDa54があるが、本来同一の溝跡であろう。

低湿地部ではこの時期の遺物が少量出土している。遺構としてはⅢ区の小規模なSDa62だけ

で、この時期の河川跡は見いだせないが、弥生時代後期後半以降に埋没しているSRa02・ 03の

下位に、中期の河川跡が存在する可能性が高い。
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<弥生時代後期>
この時期の住居跡は、SHa09 0 14・ 16027028等の竪穴住居跡である。住居跡の時期を細

分すれば、後期前半がSHao9・ 14、 後期後半がSHa21、 後期末にあたるのが、SHa16 0 27 0

28である。また、出土遺物が少なく時期が特定できていない、SHa15・ 23～ 26等もこの時期に

含まれる可能性が高い。

Ⅱ区の南東部及び I区東部、南水路②の東端部の南北10m東西22mの範囲内に、後期後半頃

の17基の土器棺を埋葬した墓域が設定される。この時期周辺に同時期の住居がみられない事よ

り、居住域より若干離れた区域に墓域を設定したものと考えられる。

低湿地部ではSRa02 0 03、 SDa64～ 67の河川跡や溝跡がこの時期にあたる。これらの河川跡

や溝跡は、後期後半頃にはその機能は失われ、上面に集落からの大量の土器が廃棄される。また、

河川跡が埋没したためか、Ⅲ区の北端部では後期末頃の竪穴住居跡が河川跡近くまで広がる。

<古墳時代前期前半>

微高地上の住居跡は極端に減少しSHa12が 1基のみ確認できる。そのため、この時期集落は

縮小傾向にある。住居跡以外ではSDa42及びSDa32下層溝がこの時期あたる。特にSDa32下層

溝は、SRa01の下層部分に流下しており、後述する堰状遺構との関係が注目される。

低湿地部ではSRa01が この時期にあたる。この河川跡の河床面で堰状遺構を検出している。

遺構の構造から考えて、畦状をしていたものと考えられ、この遺構の東側で水を溜め、南方へ導

水する際の、貯水施設と考えられる。そのため、この時期の水田域は微高地の南側に広がってい

るものと考えられる。なお、先述したSDa32下層溝は、微高地上の排水をこの貯水施設に流す

ための溝跡と考えられる。

<古墳時代前期後半以降>
この時期、微高地上にはSDa32等の溝跡が配される他、注目される遺構は見出せない。その

ため、弥生時代中期から継続した本集落は他地域へ移動したものと考えられるが、他の調査区の

整理作業が進んだ段階で再度評価を下す必要があろう。なお、SDa32は、直線的に延びる溝跡

であり、隣接する前期前半のSDa42及びSDa32下層溝の流水ルー トを維持している溝跡と考え

られる。

低湿地部ではSRa01～ 03が埋没し、その上面にSDa31～ 38等の第 1遺構面上の溝跡群が延び

る。これらの溝跡のうちSDa33 0 34等はSRa02の流路方向と一致している事から、弥生時代後

期後半頃からの流水ルートを維持している溝跡といえる。その後、低湿地部には、洪水砂と考え

られる厚い淡褐色の粗砂が短期間に堆積する。この粗砂により低湿地部は現在の地盤の高さ近く

まで埋まる。洪水の時期については問題を残すが、古墳時代前期後半以降である事だけは確かで

あろう。

(参考文献)

香川県教育委員会・

香川県教育委員会・

香川県教育委員会・

香川県埋蔵文化財調査センター・本州四国連絡橋公団 1990
『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財調査報告Ⅶ 下川津遺跡』
香川県埋蔵文化財調査センター 1995
平成 6年度「鹿伏・中所遺跡」:『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』

香川県埋蔵文化財調査センター 1996
平成 7年度「鹿伏・中所遺跡」『高校新設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査概報』

財

　

財

(財)

-184-



遺 物 観 察 表



や
辱

岬

ｍ
批

〓
卜

Ｋヽ

二
』
駄

野
ｍ
批
〓
ト

冊
性
懐

女
そ
縮
礎
□

女
冬
昴
縣
回

女
‘
縮
日

∞ゝ

最
撻

女
‘
乖
噂
□

∞ヽ

希
Ц

∞ゝ

希
嶼

∞ゝ

乖
嶼

∞ゝ

吊
縣
□

∞
ヽ
乖
嶼

∞ゝ

希
〓

工
‘
乖
縣

□

性
駅
性
駅
∞
ヽ
ト

∞ゝ

希
縣
ロ

∞ゝ

最
世

よ
‘
希
縣
□

ｔ
姜
希
い
口

ｔ
姜
最
嚇
ロ

∞ヽ

最
縣
ロ

ム
‘
希
縣
□

∞ヽ

千
題

∞ゝ

乖
縣
ロ

∞ゝ

乖
撻

∞ヽ

最
縣
ロ

∞ヽ

千
撻
性
駅

剛

需

旧

Ｅ

ヽ
ヽ
レ

，い
一
日
ｍ

Ｈ
か
ヽ

ヽ
ヽ
レ

ヽ
ヽ
レ

ヽ
ス
レ

Ｈ
か
ヽ

Ｈ
お
ヽ

・
‐ト
ホ

ヽ
ヽ
レ

．‘
‐ト
ト

娯

⊃
収
年

．，‐ト
ホ
熱
ヽ
Ｆ
κ
ふ
い
て

（
ヽ
レ

ヽ
ヽ
レ

ヽ
ス
レ

‘‐ト
ト

．Ｈ
■
ヽ

ヽ
ス
レ

（
ヽ
レ

．‘
‐ト
ト
ロ
ｍ

，
‐ト
ホ

．，ト
ト
ロ
ｍ

ヽ
ヽ
レ

．‘
‐ト
ト
ロ
ｍ

Ｈ
か
ヽ

．，ト
ホ

．・卜
十
日
ｍ

・卜
十
日
ｍ

Ｈ
か
ヽ
銀
゛
い
，К
さ
い
で

か
ヽ
レ

．，
‐ト
ホ
ロ
ｍ

・
‐ト
ホ

．Ｈ
か
ヽ

十
，択
″
い
て

旧
ま
Ⅸ
吐

．メ
Ｌ
凛

メ
粋
郷

下
卜
呂

」＝
ル
ヽ
十
一
一
」

ヽ，‐卜
小
日
口

（
ヽ
レ

（
ヽ
レ

ヽ
ス
レ

，ト
ホ
Ｅ
■
準
Ｈ
か
ヽ

．，
‐ト
ホ
巡

Ｈ
か
ヽ

・
‐ト
ホ
巡

Ｈ
か
ヽ

．・ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

．ヽ
ふ
く

，
‐ト
ト
巡

Ｈ
お
ヽ

ヽ
ヽ
レ

・‐ト
ホ

Ｈヽ
お
終

ヽ
ヽ
レ

ヽ
ス
レ

ヽ
ヽ
レ

，‐トホ
Ⅸぜ
″ト
ホ

‘ト
ト
Ｓ

Ｈ
か
ｋ

（ヽ
ヽ
レ

ヽ
ヽ
レ

ヽ，
‐ト
ホ
ロ
ロ

メ
螺
緑

．‘‐トト
吊

凛
Ｎ
騨

目

．，ト
ト
品

ヽ
ふ
く

ヽ，ト
ホ
ロ
ロ

枢
挙
祭

．・ト
ホ
吊

・ト
ホ

十^
，択
″
い
く

喘
Ｎ
騨
目

．十
・塀
い
て
ヽ，‐ト
ホ
需

Ｈ
か
ヽ

Ｘ
に
花

ぃ，ト
ト
層

ヽ
ヽ
レ

十
，択
″
い
‘

冊
Ｊ

回

Ｅ

倒
ヽ
∞
α
＞
ゆ
．ト
ロ

区

ミ
毘
＞
９
ト
ロ
区

ｏゝ

α
＞
９
駆
枢
罫

ｏｂ
∝
ン
Ю
躯
恭
罫

く
２
＞
ゆ
駆
米
罫

寸
ヽ
卜
∝
メ
Ｏ
ｒ

廻
楓

０́後
旦

[:
肛駆
区畔

〓ヽ

ゆ
∝
卜
０
馬
い
面
千

Ｎゝ

匡
＞
９
駆
釈
区

寸
＼
Φ
α
ン
ゆ
．卜
細
ア
一
″黎
―り
一

寸
ヽ
ゆ
匡
メ
Ю
．卜
叩

，
０
″で
口
一

Ｎ
ヽ
卜
α
＞
〇
一

響
楓
３
後
里

寸
ヽ
卜
に
＞
Ｏ
，

興
肛
′
０
「
里

，ヽ
寸α
＞
〇
高
い
面
苺

Ｎ
ヽ
∞
＞
い
。∞
□

区

興

当】

Ｎゝ

匡
＞
９
駆
楓
区

∞
ヽ
い
ビ
＞
哩
璽
花
懸

５

ｏヽｂ
α
＞
ゆ
駆
憔
罫

寸
ヽ
卜
α
＞
ゆ

卜
期

，

Ｄ
″
黎

口
一

ｏ
＼
ｏ
匡
メ
，
聖
下

∞
ヽ
ｏ
＞
い
。ヽ

櫃
′
０
″“
同
一

Ｎゝ

に
＞
９
駆
枢
区

寸
ヽ
卜
∝
＞
〇
一

靭
眠
′
つ
後
里

寸
ヽ
卜
に
＞
０
一

興
掘
′一後
ユ

Ｎ
ヽ
卜
に
メ
〇
一

即
楓
‘
“
里

Ｎ
ヽ
∞
匡
＞
Ｏ
ｒ
皿

区

倒ゝ

匡
＞
ゆ
∞
憔
区

寸
＼
Ｏ
α
ン
〇
一

聖
佃
３
後
里

旧
蕉

０
ヽ
卜
に
＞
い

理

ヽ
ゝ
∝
メ
９
□
区

ｏゝ

α
＞
い
駆
米
罫

∞ヽ

α
＞
ゆ
駆
米
留

ｏヽ

αヽ
＞
Ю噸
靖
楡
¨

く
２
＞
ゆ
∞
駆
憔
罫

長
２
＞
ゆ
∞
駆
米
罫

置彗
と業
製綱

∞
＼
ｏ
に
＞
ゆ
Ｎ
細

，

０
″“

同
一
．Ｎ
＼
Φ
α
＞
ゆ
．ヽ

熙
じ
い

∞
ヽ
ｏ
ｒ
ヽ
ゆ
．Ｎ
樹
一

寸
ヽ
ゆ
匡
卜
一
．卜
叩
す

０
″
■

日
一

｝ヽ

こ

倒区
楓

興

弩屋

ｒ
ヽ
い
に
＞
〇
高
い
山
一

∞
＼
∞
＞
ゆ
．∞
□

区

ヾ
ヽ
卜
∝
＞
〇
一

靭
肛
二
後
二

∞ゝ

∝
＞
ゆ．卜駆
区

Φ
＼
Ｏ
α
＞
り
迎
ヽ

寸
＼
卜
に
＞
ゆ
卜
細
ア
一
″黎
＝
一

Φ
＼
Φ
匡
ヽ
い
期
や

∞
ヽ
ｏ
＞
ゆ
．Ｓ
拙
′
０
″“
口
一

∞
ヽ
卜
に
＞
Ю
卜
細
，
Ｄ
″黎
口
一

寸
ヽ
ｏ
匡
＞
ゆ
卜
細
ア
一
″黎
口
一

塑

努さ
く >

引
ヽ
卜
に
メ
〇
一

塑
楓
′
０
「
里

Ｎ
ヽ
∞
α
ン
０
〓
□
区

ヽ
＼
ｏ
ｒ
＞
一
Ｎ
細

，
０
″“
口
一

Ｎゝ

匡
＞
９
駆
楓
区

＝
墾

（書
）州
障
・に
畔

（Ｉ
）部
に
・障
畔

０
（Ｉ
）中
Ⅲ

．（Ｉ
）に
嘔

（Ｉ
）に
畔

（岳
）に
叩

（Ｉ
）に
叩

（軍
）中
Ⅲ

．ｍ
（黒
）駆
障
・に
畔

鳥
（異
）猟
障
・に
畔

（Ｉ
）漱
に
・に
畔

ふ
（粟
）部
に

バ
■
）に
嘔

（軍
）に
Ｅ
駅
・部
に
・に
叩

（粟
）駆
に
。障
畔

哺
（粟
）部
に

（Ｉ
）Ж
障
・に
嘔

（Ｉ
）部
に
。に
叩

（Ｉ
）駆
障
・に
叩

哺
（粟
）猟
に
・に
叩

（尋
）漱
障
・に
叩

（岳
）州
に
，に
叩

（Ｉ
）蝋
に

。に
畔

０
（軍
）に
叩

０
（尋
）に
嘔

（Ｉ
）部
に
。に
叩

合
（軍
）中
Ⅲ

（ヽ軍
）に
肛
収
・報
に
・に
畔

鳥
（書
）部
に
。障
畔

（異
）駆
椰

バ
ー
）に
畔

（岳
）駆
障
・に
叩

合
（軍
）部
に
・に
畔

酬

瞑

即
担 マ

寸
Ｏ
．ト
０
．

〇
〇

吐

Ｋ

幡

田ホ

腫8 ∞．〇

吐

Ｋ

唱 〇
．０

Щ
Ｋ
唱

肛
昨 寸

∞

馨
Ｋ

唱 倒
Ю

彗
Ｋ

唱 ∞
．寸

讐
Ｋ

帳 ∞
．ヾ

響
Ｋ
哨

暉

ロ ∞
．∞

畔

橋3 ∞．ゆ

哨

Ｋ

囁 ０
．寸

哨

Ｋ

轟
〇
∞
ｒ

∞
．ゆ
一

０
．Ｏ
倒

∞
．寸

哨

Ｋ

囁

卿
導 ‖日 細 駆 脳 躙

承
〓
“

稲
〓
佃

に
傾 構

倒

網

娼

部

＝

倒

贈
燿
部
＝

冊

増
燿
課
＝

Ⅲ 細 欄 駆 細
韓
傾
昨

引

区
ロ
ホ
＝
″

細 倒

報

に

詳

Ｈ

野
岬

串
引
畑
燎

離
引
川
想

昨
引
州
減

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
引
州
想

器
引
川
減

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
引
州
減

昨
引
川
添

串
引
州
減

昨
引
川
想

昨
＝
川
減

昨
引
川
燎

昨
＝
川
添

昨
引
州
想

昨
＝
川
添

昨
引
川
減

昨
引
川
添

器
引
川
話

昨
引
川
減

昨
引
川
添

昨
＝
州
話

埋
幽

旧

引

旧

引

回

引

旧

月

旧

川

旧

川

旧

＝

凶
細
嗣

平@
凶籠
H桜

＠
籠

桜

匡

・凶

Ｈ

呼@
凶籠
Hく

＠
籠
桜

恒
・凶

Ｈ

Ｇ
世

煮

恒

・凶

Ｈ

＠
籠

く

に

・凶

Ｈ

＠
誰
桜

肛

・凶

Ｈ

暉@
凶饉
日桜

＠

舘

く

Ｅ

・
型

『

＠
籠
桜

肛

・凶

Ｈ

雫@
凶籠
H桜

０

世

棠

肛

・
凶

Ｈ

＠
籠

桜

恒

・凶

Ｈ

＠
籠
桜

肛

・凶

Ｈ

＠
譴
Ｋ

Ｅ
・コ

】

＠
籠
桜

恒
・凶

Ｈ

＠
籠
桜

匡

・凶

Ｈ

凶

目

凶

目

図
］
目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

押

撃
錮
巾
器

ｒ
Ｏ
ｏ
工
∽

ｒ
Ｏ
●
工
∽

ｒ
Ｏ
Ｃ
〓
∽

ｒ
Ｏ
ｏ
工
∽

０
０

ｏ
工
∽

０
０

ｏ
工
∽

∞
０
●
工
∽

０
０

ｏ
工
∽

０
０

ｏ
工
∽

０
０

●
〓
∽

〇
〇
”
工
∽

Ｏ
Ｏ
●
工
∽

０
０
ｏ
工
∽

０
０
ｏ
工
∽

０
０

”
工
∽

Ю
Ｏ

ｏ
工
∽

０
０

ｏ
工
∽

∞
０

●
工
∽

０

０
ｏ
〓
∽

０

０
ｏ
工
∽

０
０
ｏ
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

Ｆ
●
工
∽

ｒ

ｒ
●
工
∽

ｒ

ｒ
●
工
∽

Ｆ

Ｆ
●
〓
∽

脚
巾
騨

∞
一

寸
Ｎ
ゆ
”

-185-

誦
駅
畷
昨
刊
引
Ｉ
畠
興
に
■

ロ
ポ
悩
　
誦

∞
冊



や
撃

拠
〓
彗

塞
畔

胚
Ｒ
Ｎ
翠

訃

一Ｋ
∞
ポ
駄

．塞
畔

冊
性
銀

∞さ
乖
縣
ロ

∞ゝ

吊
軽
ロ

∞ヽ

景
世

工
姜
希
縣
ロ

工
■
爺
い
口

∞卜
縮
縣
ロ

∞＞
希
縣
ロ

∞＞
乖
縣
ロ

∞あ
吊
縣
ロ
性
駅

∞ヽ

希
嶼

∞ヽ

千
挙
ロ

∞０
最
縣
ロ

∞ゝ

吊
縣
□

ミ
∞
乖
縣
ロ

∞ヽ

乖
嚇
□

∞ゝ

乖
≦

∞ゝ

乖
撻

∞ゝ

爺
縣
ロ

∞ゝ

縮
嚇
ロ

∞ゝ

希
撻

∞ゝ

乖
撻

∞さ
希
嚇
ロ

∞ヽ

景
縣
ロ

∞ゝ

乖
Ц

∞ヽ
寸
」駆
口理

∞ゝ

希
日

∞ヽ

縮
嶼

∞ヽ

千
礎
ロ

測
冊

回

Ｅ

，ト
ホ
ロ
ｍ

十
・択
″
い
て

一，
‐ト
ホ
ロ
ロ

Ｈ
か
ヽ

，ト
ホ
ロ
ロ

，
‐ト
ホ
［
ｍ

Ｈ
か
ヽ

．・ト
ト
ロ
ｍ

ヽ
一
く
駅
ゞ
Ｈ
お
ヽ

．・
‐ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

ヽ，い
卜

．ス
ふ
く

¨・ト
ホ
ロ
ｍ

Ｈ
か
ヽ
銀
ゞ
い
，К
さ
い
て

．・卜
十
日
ｍ

Ｈ
お
■

．・
‐ト
ホ
区
一
．，ト
ホ

¨‘ト
ト
ロ
ｍ

Ｈ
か
ヽ

ヽ，ト
ホ
巡

Ｈ
お
ヽ

ヽ
ふ
′
、
．ヽ

ヽ
レ

‘ト
ホ
駅
ざ
ト
ト
単

ヽ
ふ
く

．・ト
ホ
ロ
ロ

‐ト
ホ

¨ヽ
ふ
く
職
ゞ
Ｈ
か
ヽ

ヽ，‐卜
十
日
口

ヽ
ふ
く

＾・
‐ト
ト

．，卜
十
日
ｍ

ス
ト
く

．，ト
ホ

．，
‐ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く

．Ｈ
お
ヽ

（
ヽ
レ

．‘
‐ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
心
く
颯
ゞ
Ｈ
お
■

．Ｈ
卜
■

．・
‐ト
ホ
ロ
ｍ

，ト
ホ

卜
騒

氣
）
Ｈ
お
ヽ

．
‐ト
ト
ロ
ロ
氣
）
Ｈ
お
ヽ

ヽ
ス
レ

．‘
‐ト
ト

．，
‐卜
十
日
田

お
ヽ
累
汀
ト
ホ
Ⅸ
一
　
‘．‐ト
ホ

．・ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く
颯
ゞ
Ｈ
か
ヽ

・ト
ホ
組
響
ヽ
ふ
く

．（
ヽ
レ

．Ｈ
お
■

卜
小
巡
Ｈ
お
ヽ
下
ホ
塁
巡
，‐トホ

ヽ
ふ
く
駅
ざ
‐ト
ト

‘ト
ホ
区
一

．Ｈ
お
ヽ

ヽ，ト
ホ
ロ
ロ

旧
蕉
ヽ
ふ
く

ヽ，ト
ト
ロ
ｍ

十
‘択
″
い
て

．，
‐卜
小
日
ｍ

，ト
ホ

¨・ト
ホ
Ｌ
や

，ト
ホ
ロ
ｍ

‘卜
十
日
口

ヽ
ふ
く

．・ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く
颯
ゞ
十
ヽ
ヽ

．十
ヽ
ヽ

″
い
一
口
ｍ

ヽ
ス
レ

ヽヽ
ふ
く

．・‐卜
十
日
ｍ

ヽ
ふ
く

．・
‐ト
ト
ロ
ｍ

‘ト
ホ
駅
ゞ
ヽ
一
く

ヽ・
‐ト
ト
ロ
ｍ

Ｈ
お
■

¨‘ト
ホ
巡

Ｈ
お
■

ヽ
ス
レ

ヽ
ふ
く

．・
‐ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
さ
く
　
Ｈ
ホ
未
　
□

〓
ヽ
仲
蔦
部
十
一
“
国

．メ
駅
戻

Ⅸ̈
中
響
菜

．・ト
ホ
層

十
・択
”
い
て
　
ヽ

心
く

¨
回

「ヽ

枠
蔦
“
一
一
一
」

．，‐ト
ホ
ロ
ロ

・
‐ト
ト

．十
‘択
″
い
て

．ヽ

ふ
く

．，卜
■
日
ｍ

・ト
ト

キヽ
，択
″
い
て

ヽヽ
ふ
く

，‐ト
ホ
駅
響
ヽ
ふ
く

．
□

一ヽ

．，卜
十
日
口

駅

Ｆ筆

ロ

ギ
ヽ

″
い
て

．ヽ
ふ
く

．歴
匹
Ｗ
翌
〓

地ヽ
』

ご
卜
十
日
田

十
・Ｒ
″
い
て

．ヽ
ヽ
レ

．ヽ
ふ
く

，ト
ホ
潔

十
，択

″
い
て

ヽヽ
ス
レ

ヽ，ト
ト
蜜
ゞ
ヽ
ふ
く

ヽ，ト
ト
ロ
ｍ

ヽ
ス
レ
．ヽ
ふ
く

仲ヽ
蔦
ポ
一
一担
」
ご卜
十
日
口

収
用
部
二
掻
　
十
・Ｒ
″
い
て
　
ヽ

一
く

．
皿

『ヽ

絆
布
“
一
一
一
」

ご
ト
ホ
ロ
ロ

Ｈ
か
ヽ

．キ
，択
″
い
て

ヽヽ
ス
レ

ヽ
ヽ
レ

．十
・択
″
い
く

．ヽ
ふ
く

ヽ
スレ
．□
尽
＝
駅
〓
韻

．ス心
く

・
‐ト
ホ

十ヽ
，Ｒ
″
い
て

心ヽ
′ヽ
．□
尽

．喘
寸
騨
目

ｒ
‐トホ
呂

謡

Ｊ

旧

痙

守
ヽ
ｏ
∝
＞
ゆ
．卜
細

，
つ
″黎
口
一

ｒヽ
ゆ
ｒ
＞
ｏ
高
い
面
一

Ｎヽ

＞
ゆ
Ｎ
掘
区

寸
ヽ
ゆ
ビ
＞
ｎ
卜
嘔
や
′
０
″黎
口
一

ヾ
ヽ
０
匡
＞
０
，

興
釈
′一後
里

寸
ヽ
卜
匡
＞
ｏ
一

興
枢
二
後
里

∝
ヽ
ｃ
α

＞

Ｃ

）

興
楓
３
後
里

寸
ヽ
匡ヽ
＞
Ｏ
Ｆ山
一

Φ
ヽ
卜
α
＞
ゆ
．卜
細
や

∞
ヽ
Ｏ
α
＞
ゆ
．卜
叩
ア
０
″黎
＝
一

Φ
＼
ｏ
∝
＞
ゆ
．卜
細
一

ｏ
ヽ
卜
に
＞
ゆ
．Ｌ

理
一

ｏ卜
に
＞
ゆ
躯
憔
罫

０ヽ
Ｏα
＞
９
聖
一

∞
ヽ
卜
匡
＞
Ｏ
ｒ

響
肛
′
０
「
里

ｒ
ヽ
”
＞
ゆ
．∞
耐
叫

，
ヽ
０
＞
い

Ｎ

Ｋ
枢

ｒヽヽ

お

。Ｎ
担
区

一ヽ

＞
ゆ
．”
駆
酷

ミ

２

＞
９
型
綱
‘
後

＝
一　
）ヽ＼
寸
∝
＞
Ｏ
ｒⅣ
噌
叩
一

∞
ヽ
匡
＞
９
興
楓
嶼

Ｎヽ

メ
ゆ
Ｎ
枢
区

寸
ヽ
Φ
匡
＞
〇
一

鰹
肛
′
つ
“
旦

ｒ
ヽ
寸
ビ
＞
Ｏ
ｒ
ば
い
嗜
一

寸ヽ

α
＞
ゆ．卜
興
釈
嶼

一さ
匡
＞
９
区
駆

∞
ゝ
“
＞
９
駆
掘
区

Ｆ
ヽ
ヾ
匡
＞
Ｏ
馬
厖

哩

．Ｎ
＼
毘
こ

一□
区

興

野さ

Ｎお
匡
＞
９
駆
楓
区

旧

意

寸
ヽ
Ｏ
に
＞
ゆ
卜
期
ア
一
″黎
＝
一

∞
ヽ
ｏ
に
メ
ゆ
．卜
叩
ア
０
″“
口
一

∞
ヽ
寸
匡
＞
Ｏ
ｒ

駆
楓
３
後
里

寸
ヽ
ゆ
α
＞
ゆ
卜
中
ア
つ
″黎
同
一

ヽ
ヽ
ｏ
ｒ
＞
０
卜
細

，
０
″黎
口
一

寸
ヽ
ｏ
ｒ
＞
ゆ
．卜
細

，
つ
″く
日
一

ｃ
ヽ
卜
α
＞
Ｃ
工
製
仙
ｗ

′
一
″黎
日
一
．ｏ
ヽ
ｏ
に
ン
９
聖
一

Φ＼寸
匡
ン
Ｏ
幕
牒
一

ｏ
ヽ
卜
α
＞
Ю
．卜
期
一

∞
ヽ
Ｏ
α
＞
ゆ
．卜
呻
や
′
０
″黎
口
一

０
＼
Φ
α
＞
ゆ
．卜
型
ヽ

Φ
ヽ
卜
∝
＞
Ю
卜
細
ヽ

ｏヽ
０匡
＞
９
聖
ヽ

一
＼
ゆ
匡
＞
Ｏ
ｒ

区
駆

ご
ゝ
α
お
興

塑

野番

Ｎ
ゝ
＞
ゆ。Ｎ
楓
区

ご

区
楓

一ゝヽ

お
．

儲1

∞ヽ

＞
ゆ．劇
枢
翼

０ヽ

匡
＞
９
駆
枢
罫

∞ゝ

∝
ン
９
興
楓
嶼

∞ゝ

＞
ゆ。Ｎ
枢
潔

∞
ヽ
ｏ
＞
ゆ
Ｎ
湖
琴

∞ゝ

匡
＞
９
駆
枢
区

ミ
巴
≧

卜興
枢
銀

め
ヽ
Φ
匡
＞
Ｏ
ｒ

韓
釈
′つ“
里

Ｎゝ

匡
＞
９
駆
枢
区

一卜
法
．『区
釈

Ｎ
ヽ
卜
匡
＞
Ｏ
ｒ

興
楓
二
後
里

∞ゝ

匡
＞
９
興
楓
嶼

引
出

（軍
）嗽
師

．０
（尋
）部
に
・に
畔

（尋
）中
師

バ
■
）駆
に
・に
叩

０
（軍
）中
Ⅲ

．へ
（異
）駆
障

．哺
（軍
）障
畔

０
（軍
）中
師
・駆
に

０
（軍
）球
に

０
（早
）中
師

．０
（書
）球
に
・障
暉

０
（軍
）中
Ⅲ

パ
軍
）駆
障
・障
畔

哺
（Ｉ
）中
Ⅲ

．０
（軍
）障
畔

０
（黒
）中
Ⅲ

パ
尋
）駆
に
・に
畔

（罪
）に
躍
ぼ

（ヽ露
）中
帥

．（Ｉ
）Ⅸ
障
・障
畔

（軍
）に
Ｅ
収
・中
Ⅲ
・障
畔

０
（軍
）中
師

．（異
）駆
障

．（Ｉ
）障
畔

０
（軍
）に
Ｅ
収
・中
師
・蝋
博

０ヽ
（■
）に
嘔

ヽ
（岳
）中
Ⅲ
・釈
障
・に
叩 ム

ヽ

（軍
）に
Ｅ
瞑
・中
Ⅲ

臨̈
（岳
）Ⅸ
に
・に
畔

喩
（露
）中
Ⅲ

．０
（粟
）ば
に

会星
t渾
障豚
畔嘔

金
（早
）中
Ⅲ

．ふ
（軍
）駆
に
，障
畔

０
（黒
）猟
障

（ヽＩ
）に
叩

０
（Ｉ
）嗽
師

パ
■
）駆
に
・に
叩

合
（岳
）中
師

パ
岳
）駆
に
・に
叩

０
（Ｉ
）駆
に

（ヽ軍
）に
畔

鳥
（Ｉ
）駆
即
・に
叩

ふ
（Ｉ
）駆
に

０ヽ
（軍
）に
畔

０
（早
）中
師

パ
■
）駆
障

ぃ哺
（Ｉ
）に
畔

０
（軍
）中
Ⅲ

．合
（岳
）駆
に

．哺
（Ｉ
）に
畔

０
（Ｉ
）中
師

．ヽ
（岳
）駆
に
・障
畔

０
（軍
）中
Ⅲ

パ
軍
）駆
陣
・陣
畔

０
（軍
）中
師

．ふ
（Ｉ
）駆
に
・に
叩

（粟
）報
に

パ
■
）に
叩

酬

艇

Ｕ
凹 〇

．０

寸
．ト

ヽ
ト

傾
昨

Ｎ
．∞
Ｎ

即

日 ∞
．ゆ
Ｎ

∞
ゆ
Ｎ

Φ
．∞
一

〇
．寸
一

Ｏ
．∞
一

∞
．∞
Ｎ

０
．ヾ

一

寸

寸

一

寸
．〇
一

脚
薄 願 熙 熙 細 柵 熙 熙 構 稲 構

韓
傾

緊
岬

昨
引
川
燎

昨
＝
川
減

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
引
州
想

昨
引
川
燎

離
引
畑
想

昨
引
州
想

器
場
引

昨
塩
引

器
塩
引

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
艦
引

昨
引
川
想

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
引
川
燎

昨
Ｈ
川
燎

昨
引
川
添

昨
引
畑
想

昨
引
川
想

昨
＝
州
燎

串
引
州
想

昨
引
川
減

昨
引
州
岳

週

幽

凶
細
駆

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

叩

婁
四
車
聯

Ｎ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｎ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｎ

Ｆ
●
〓
∽

Ｎ

ｒ
●
〓
∽

Ｎ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｎ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｎ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｎ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｎ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｎ

ｒ
●
工
∽

Ｎ

Ｆ
ｏ
工
∽

劇

ｒ
ｏ
工
∽

Ｎ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｎ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

ｒ
Ｃ
〓
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

Ｆ
”
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

lkt

lll E「

聯

卜
∞

０
∞
Ｏ
ヾ

ゆ
ヾ
ゆ
ゆ
Φ
ゆ

Ｏ
Ｏ

Ｎ
Ｏ

-186-



や
埋

撫
ｔ
彗

撫
〓
壼

黎
畔
里
旧
蕉

瑯
釈
闘
匡

黎ヽ
畔

撫
ｔ
当

冊
悼
銀

∞ゝ

乖
撻

ム
姜
量
い
口
女
姜

よ
姜

ｔ
ｒ希
縣
ロ

∞ゝ

縮
嶼

∞ヽ

景
縣
ロ

∞ヽ

乖
野

∞ヽ

景
撻

∞ゝ

希
撻

∞ヽ

臓
轟

∞ゝ

吊
〓

∞＞
希
縣
ロ

ミ
一千
挙
□

ミ
∞
希
題

∞ヽ

最
曖
口

∞ゝ

綸
挙
ロ

∞＼
∞
」瓶
“理

よ
‘
乖
い

□

ミ
Ｎ
乖
軽

ロ

∞ヽ

景
野

∞ゝ

爺
Ц

∞ゝ

乖
撻

∞ヽ

景
嶼

よ
そ
希
野

∞あ
希
縣
ロ

∞＼寸
」巾
ｕ理

血
酬
記
ｍ

旧

Ｅ

‘ト
ホ
県
蔦
゛
‘
‐ト
ト
・
Ｈ
か
ヽ

ヽ
ヽ
レ

．‘
‐ト
ト
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く
駆
ゞ
Ｈ
か
ヽ

（
ヽ
レ

．ヽ
ふ
く

ヽ，ト
ホ
ロ
ｍ

，ト
ホ
駆
補
導
Ｈ
お
ヽ

い
・Ｋ
ふ

い
て

、十
，択
″
い
て

（ヽ
ヽ
レ

ヽ，卜
■
日
口

・‐ト
ト
県
葛
導
Ｈ
か
ヽ

ヽ・
‐ト
ホ
ロ
ｍ

・
‐ト
ホ

・ト
ト

．Ｈ
お
ヽ

，ト
ホ
　
■
・Ｒ

″
い
て
累
）ヽ
ふ
く

ヽヽ
ふ
く

ヽ，ト
ホ
ロ
ｍ

・‐ト
ホ
ロ
ｍ
″
‐ト
ト

職ヽ慄
⊃
峰

キ
，択
″
い
て

．，ト
ホ
ロ
ｍ

，ト
ホ
ロ
ロ

（
ヽ
レ

Ｈヽ
お
ヽ

Ｈ
か
ヽ

ヽ
ふ
く

．，卜
小
日
ｍ

ト
ホ
曝
π
゛
Ｈ
お
ヽ

．，ト
ホ
蜂

ヽ
ス
レ

．十
・択
″
い
て

．，卜
十
日
ｍ

Ｈ
か
ヽ

．，ト
ト

．，ト
ト
ロ
ロ

キ
，べ
″
い
て

、，ト
ホ
ロ
ｍ

Ｈ
お
ヽ

．・い
卜
峰

ヽ
ス
レ

Ｈ^
か
ヽ

，ト
ト
Ｅ
■
導
・ト
ネ

か
ヽ
レ

ヽ
ふ
く

Ｒ
ヽ
卜
，Ｋ
ふ
い
て
ま
）Ｈ
お
ｋ

．，ト
ト
ロ
ｍ

‘‐ト
ホ

旧

く

，ト
ホ

十̈
，択
″
い
‘
渾

Ｈ
か
ヽ

ヽ
ふ
く

ヽ
皿

一ヽ

ヽ‘ト
ホ
ロ
ｍ

メ
市
響
凛

．メ

埋
颯

．メ
≦
祭

．^
ふ
く
．皿
尽

■
器
〓
韻

．喘
ｒ哨
環

．‘‐ト
ホ
吊

ふ中
く響
EE‐凛

と言
韻メ

本蒸
吊くⅨ

ヽ
ふ
く

＾，ト
ホ
ロ
ｍ

，い
卜

Ｈヽ
お
ヽ

．十
・択
″
い
て

（
ヽ
レ

ヽヽ
ふ
く

ヽ，
‐ト
ト
ロ
ｍ

十
，択
″
い
て

（̈
ヽ
レ

¨・ト
ホ
ロ
ｍ

ト
ホ

キヽ
，択
″
い
て

‘
‐ト
ホ

¨・ト
ホ
県
π
゛
Ｈ
お
ヽ

ヽ，ト
ホ
Ｌ
や

‘
‐ト
ホ

．十
・Ｒ
″
い
て

．
□

ヨヽ

ヽ，‐ト
ホ
ロ
ｍ

ト
ト
ロ
ｍ

．ヽ
ヽ
レ

．十
‘択
″
い
て

（
ヽ
レ

ヽ，卜
■
日
ｍ

喘
∞
騨
目

″ト
ト
品

（
ヽ
レ

，ト
ト

．十
，択
″
い
て

い
，Ｋ
さ
い

て

ヽ，ト
ト

．，
‐ト
ト
ロ
ｍ
氣
ヽ
Ｈ
小
姜

．，卜
十
日
ｍ

ホ
渾

Ｈ
お
終

．Ｈ
か
ヽ

ヽ‘
‐ト
ホ
堅
ｉ
い
ヽ
ふ
く

収
堀
鞘
湿
一
．，ト
ホ

¨
皿

「ヽ

．，ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ス
レ

く
ふ
´ヽ

Ⅸ̈
郎
戻

騨̈
黎

ボ

ホ
品

ス
ト
く

．‘
‐ト
ホ
ロ
ｍ

，ト
ト

．（
ヽ
レ

．キ
・択
″
い
て

，ト
ホ

ヽヽ

ヽ
レ

ヽ，い
卜
嬰

，ト
ホ

．，ト
ホ
巡

Ｈ
わ
終

皿

「ヽ

血
一
Ⅳ
Ｔ
ヱ
， 珈
叫

．ヽ
ヽ
レ

十
も
ヽ

″
‐ト
ト
ロ
ｍ

雁

Ｊ

旧

超
興

野さ

『ゝ

匡
＞
９
駆
枢
区

ミ
２
ｘ
９
区
駆

く
泣
＞
９
区
駆

∞ゝ

匡
＞
９
響
択
嶼

一＼
∞
＞
ゆ
゛

駆
畔

．”
ゝ
＞
ゆ
．Ｎ
楓

区
聖

ヽ
ヽ
＞
ゆ
。Ｎ
肛
区

∞ゝ

に
＞
９
興
楓
銀

｝
ヽ
寸
∝
メ
Ю
ト

ぼ
語
祥

．”
ヽ
卜
匡
＞
ｏ
一

興
枢
‘
喚
里

寸ヽ
ヽ
卜
α
＞
ｐ
細
ア
０
″黎
ＩＪ
一

∞
ヽ
卜
に
＞
い
．卜
細
ア
一
″黎
日
一

∞ゝ

∝
＞
９
駆
楓
区

Ｎ
ヽ
∞
＞
ゆ
∞

皿
Ｋ

０^
ゝ
α
９
胆
憔

∞
ヽ
卜
α
＞
〇
，

聾
肛
３
「
二

寸
＼
Φ
∝
ン
ゆ
期
ア
一
″で
口
一

∞ゝ

α
＞
９
駆
枢
区

∞
ヽ
い
に
＞
Ю
卜
叩

，
Ｄ
″く
口
一

鰹

野怪
′々 >

く
２
と

卜
駆
罫

Ｎ
＼
卜
匡
＞
〇
一

鰹
肛
′
０
「
里

ヾ
ヽ
い
α
ン
ゆ
．卜
申
，
一
″黎
同
一

〓
＼
∞
α
＞
Ｑ
璽
而
叫

∞
ヽ
い
に
＞
Ю
．卜
噛

，
０
″黎
口
一

寸
ヽ
ｏ
＞
Ю
．Ｓ
泄

′
一
″で
日
一

，ヽ
匡ヾ
＞
〇
馬
い
山
一

一
ヽ
寸
α
＞
ｏ
馬
い
面
暮

∞
ヽ
卜
∝
＞
ゆ
細
一

寸
ヽ
０
匡
＞
ゆ

卜
朝
ア

一
″
黎

口

一

寸
ヽ
Ｏ
α
＞
ゆ
．卜
朝

，
つ
″黎
‐り
一

旧
蕉

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
側

区

倒
ゝ
に
＞
９
駆
枢
区

∞
ヽ
卜
α
＞
Ｏ
ｒ

塑
枢
３
「
旦

く
２
＞
９
区
駆

民
２
＞
９
興
楓
銀

，
ヽ
ゆ
＞
Ю
”

区
枢

．”
ゝ
≧
．∞楓
区

∽
ヽ
∞
匡
＞
〇
鳳
響

肛
嶼

∞ヽ
ゝ
α
＞
ゆ
．Ｎ
鰹

Ｎ
ヽ
∞
ｒ
ヽ
ゆ
ト
ロ

区

．寸
ヽ
卜∝
＞
Ю．Ｎ謳
下
漁
昴
濱

∞
ヽ
卜
匡
＞
ゆ
卜
細
，
´
″く
同
一

屋彗
こ興
靭掘

∞
＼
∞
＞
い
。∞

Ⅲ
区

０ゝヽ

α
９
軽
Ｋ

∞
ヽ
卜
に
＞
〇
一

岬
肛
′
０
「
二

寸
＼
Ｏ
Ｌ
＞
Ю
．Ｎ
細

，

０
″
黎

口

一

倒ゝ

α
＞
９
駆
楓
区

０
ヽ
ｏ
ｒ
＞
２
理
一

∞
ヽ
い
に
＞
〇
一

導
枢
二
後
里

ヽ
ヽ
寸
α
＞
い
叩
彬
侭
′
０
″く

り
一
ご
ヽ
い
α
＞
Ｑ
哩
厄
下
駅
」

∞ゝ

匡
＞
９
靭
枢
嶼

寸
ヽ
い
に
＞
い
卜
叩
，
つ
″４
Ｈ
一

ｏ
ヽ
Φ
α
メ
い
。Ｎ
型
ヽ

∞
＼
０
匡
＞
ゆ
．卜
呻
方
０
″黎
口
一

寸
ヽ
ト
ビ
＞
０
一

鰹
肛
′
一
嬌
里

０ゝ

匡
＞
ゆ
駆
憔
罫

へ
ヽ
卜
α
＞
Ｃ
ｒ

興
楓
′一簗
ユ

ヽ
い
匡
＞
９
駆
枢
区

∞
ヽ
卜
に
＞
Ю
細
一

寸
＼
Ｏ
α
＞
ゆ
卜
細

，
つ
″黎
同
一

寸
ヽ
ｏ
匡
＞
ゆ
．卜
細
”
′
０
″く
口
一

引
畿
喩
（黒
）獄
に
・に
嘔

（Ｉ
）ス
に
・に
畔

０
（尋
）中
Ⅲ

バ
■
）嵐
障
・障
畔

０
（尋
）中
Ⅲ

バ
■
）部
に
・に
畔

台
（緊
）嗽
Ⅲ

．鶴
（軍
）猟
に
・に
畔

（早
）陣
区
駅

¨ヽ
（罪
）中
Ⅲ
・部
に
・に
略

（Ｉ
）漱
障
・に
畔

（Ｉ
）駆
に
・に
畔

０
（早
）中
Ⅲ

哺̈
（Ｉ
）猟
障
・に
叩

０
（軍
）に
Ｅ
駅

ヽヽ
（Ｉ
）州
に
・障
畔

（黒
）部
に
・障
嘔

（尋
）中
Ⅲ

０̈
（軍
）蝋
に
・に
叩

哺
（Ｉ
）К
に
。障
哨

０
（軍
）中
Ⅲ

（ヽＩ
）部
に

バ
粟
）に
畔

（轟
）申
帥

バ
ー
）駆
に

．臨
（粟
）に
叩

０
（軍
）に
Ｅ
収
・中
師

パ
軍
）部
に
，障
畔

０
（軍
）中
Ⅲ

バ
軍
）部
に
・に
嘔

哺
（粟
）駆
に
・に
畔

０
（Ｉ
）駆
に

バ
ー
）に
畔

哺
（尋
）中
Ⅲ

哺ヽ
（岳
）部
に
・に
畔

哺
（早
）州
に
。に
畔

（Ｉ
）駅
に

．哺
（粟
）に
畔

哺
（粟
）壇
に
・に
嘔

哺
（粟
）駆
に
・に
畔

（岳
）駅
に
・に
畔

（軍
）中
師
・漱
障
・に
畔

０
（尋
）中
師

０̈
（Ｉ
）部
に

．（Ｉ
）に
叩

劇

艇

邸

嶼 Ｏ
∞
一

〇
．ゆ
Ｎ
い

０
ト

∞
．寸
倒
．ト

∞
∞

値
器

即

日
Ｏ
Ｏ
ｒ

０

寸
Ｎ

寸
．ゆ
｝

０
ゆ
倒

卜
．Ю
∞

∞
．Ｏ
ｒ

卿
薄 翻 熙 熙 網 網 照

韓
肛
韓
忙
韓
柾 駆 冊 精 冊 細 駆 熙 願 罰 倒 欄

緊
即

昨
引
川
想

昨
＝
川
想

昨
引
川
想

昨
引
川
燎

昨
引
川
想

串
引
畑
燎

器
引
川
話

串
引
川
患

昨
引
川
想

器
引
川
添

昨
引
川
想

昨
引
川
想

串
引
川
燎

昨
引
川
減

昨
引
川
想

器
＝
川
減

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
引
州
添

昨
引
川
添

昨
引
川
減

昨
＝
畑
添

昨
引
川
燎

昨
引
川
減

昨
＝
畑
減

串
引
川
想

串
引
川
語

翠

鵬

凶
畑
嗣 凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

Ｍ
口
目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

叩

雌
製
巾
聯

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
Ｉ
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
〓
∽

Ｏ

ｒ
●
〓
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｏ

Ｆ
●
〓
∽

寸

ｒ
●
工
∽

寸

Ｆ
ｏ
工
∽

寸

ｒ
●
工
∽

寸

ｒ
●
工
∽

Ю

ｒ
●
工
∽

Ю

ｒ
●
〓
∽

Ю

ｒ
ｏ
工
∽

ゆ

ｒ
ｏ
工
∽

Ю

ｒ
ｏ
工
∽

り

ｒ
●
工
∽

り

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

申
JEI D「

聯

寸
ト

ゆ
ト

Ｏ
ト

倒
∞
∞
∞
ヾ
∞

∞
∞
０
∞

∞
０

寸
０

-187-



や
撃

撫
ｔ
畿
黎

畔

熙
ｍ
般

〓
ト

熙
ｍ
世
〓
ト

＝
性
銀

∞ゝ

乖
世

悼
駅

性
駅

ｔ
寺
景
≦
性
駅

∞ヽ

吊
撻
∞
ヽ
寸

性
駅

ミ
倒
千
挙
ロ

∞ヽ

最
凹

∞ゝ

吊
撻

∞ゝ

綸
縣
□

よ
そ
乖
挙
ロ

∞ゝ

希
撻

∞ヽ
∞
」瓶
口理

∞さ
縮
嚇
□

∞ヽ

千
い
口

ム
姜
量
縣
ロ

∞ゝ

希
嶼

ム
寺
縮
軽
ロ

ム
■
千
縣
ロ

ム
姜
希
縣
ロ

∞ゝ

吊
撻

∞ゝ

綸
嶼

女
姜
乖
轟
性
駅

∞さ
縮
嶼

副

需

旧

超

・
‐ト
ト
巡

Ｈ
卜
ヽ

．・
‐ト
ホ

ト
ホ

．ス
ふ
く

ヽ
一
く

ヽ
ス
レ

Ｈ
お
ヽ

（
ヽ
レ

（
ヽ
レ

（
ヽ
レ
ト
ホ

，
‐ト
ト

，ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
ヽ
レ

．ス
ト
く

，ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

．ヽ
ふ
く

ヽ，
‐卜
十
日
口

Ｈ
お
ヽ

ヽ・
‐ト
ホ

．・ト
ト
ロ
ｍ

ヽ
ヽ
レ

ヽ
ス
レ

や
・択
″
い
て
報
ゞ
ヽ
ふ
く

．，ト
ホ
ロ
ロ

・ト
ホ
駅
ゞヽ
一
く
．・‐ト
ホ
ロ
ｍ

，ト
ホ

．・ト
ホ
ロ
ｍ

Ｈ
か
ヽ

．・‐ト
ホ

，ト
ト

．ヽ
ふ
く

，ト
ホ
．ヽ
ふ
く
駅
ざ
い
小
日
口

Ｈ
か
ヽ

ヽ。
‐ト
ホ

．ス
ふ
く

¨，‐ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く

Ｈ
お
ヽ

．１ト
ホ
峰

『
・κ
ふ

‘
‐ト
ホ
頓
ド
‐ト
ホ
騒
一
ト
ト

旧

蕉

Ｈ
お
■

．，
‐ト
ホ

ト
ホ

ぃＨ
お
ヽ

．い
，Ｋ
さ
い
て

ぃヽ
ふ
く

い
・κ
ふ
い
て

．‘ト
ホ
巡

Ｈ
小
終

Ｈ
お
■

ヽ
ヽ
レ

（
ヽ
レ

，い
ト

ヽ
ふ
く

十
，ミ
″
い
て

・ト
ホ
ロ
ロ

Ｈ
か
ヽ

，ト
ト

．Ｈ
卜
■
繊
ざ
‐ト
ホ

ヽ
ふ
く

．，い
■
日
田

ヽ
ふ
く

．・卜
十
ロ
ロ

，ト
ホ

，ト
ホ

十ヽ
一
ヽ

ヽ
心
く

．，ト
ホ
ロ
ｍ

十
ヽ
ヽ

．ヽ
ふ
く

．Ｈ
か
ヽ

．・ト
ト
ロ
ｍ

―ト
ホ
．メ
Ｌ
凛

．Ⅸ
個
暇

．・ト
ホ
品

Ｈ
か
ヽ

ヽ，
‐ト
ホ

ヽ
ふ
く

．，卜
十
日
ｍ

ふヽ
′ヽ
．Ｈ
か
ヽ

礁ヽ
Ｎ
騨
目

ご
‐ト
ホ
用

ス
ふ
く

．，卜
■
日
ｍ

，
‐ト
ホ

．ヽ
ふ
く

・
‐卜
＋

ヽ
ふ
く
銀
゛
十
も
ヽ

ヽヽ
ふ
く
叡
ゞ
い
・Ｋ
ふ
い
て

‘
‐ト
ホ
ロ
ロ

ご
ト
ト

Ｈ
か
ヽ

．・
‐ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

．‘ト
ト

嗣
Ｊ

旧

К ∞
ヽ
卜
に
＞
０
，

鯉
肛
′
０
「
二

ｏ
ヽ
ｏ
匡
＞
崎
．卜
型
一

寸
ヽ
Ｏ
α
メ
ゆ

卜
細
ア

一
″
黎

口
一

Φ
ヽ
卜
に
＞
Ю
細
一

ｒ＼
ゆ＞
ゆ．Ｎ

区
枢

村
ヽ
ｃ
ン
９

興
掘
′０「
里

∞
ヽ
卜
α
メ
０
一

興
駆
３
後
里

く
２
と

，□
区

一
ヽ
Ｎ
＞
ゆ
．Ｎ
耐
叫

∞
ヽ
Ｏ
Ｌ
＞
ｏ
ｒ

駆
楓
３
“
里

く
卜
に
＞
ｏ
ｒ
皿
区

ヽ
ヽ
い
に
＞
崎
。Ｌ
細
ア
一
″で
日
一

∞ヽ

＞
ゆ．゙
楓
偶

興

野屋

寸
＼
ゆ
匡
卜
ゆ
．卜
呻

，
つ
″黎
口
一

ｏ
ヽ
Ｏ
α
＞
ゆ
卜
削
一

∞
ヽ
卜
α
＞
Ｏ
ｒ

興
楓
３
後
里

０お
匡
＞
ゆ
駆
煮
罫

寸
ヽ
ｏ
∝
＞
ゆ
卜
細
ア
０
″黎
口
一

寸
＼
Ｏ
Ｌ
＞
崎
．卜
細
ア

一
″
黎

口
一

∞
ヽ
Φ
匡
＞
Ｏ
ｒ

響
肛
′一後
里

∞
ヽ
卜
に
＞
Ｏ
ｒ

響
楓
二
嬌
里

寸
ヽ
Ｏ
α
＞
い
。卜
熙
ア

一
″
黎

同

一

興

彎麗

寸
ヽ
ｏ
α
＞
い
い
期

，
０
″黎
＝
一

∞
ヽ
ｏ
∝
＞
０
，

響
枢
′
一
´
里

∞ヽ

＞
Ю
Ｎ枢
嶼

∞
ヽ
ゆ
α
＞
い
卜
叩
ア
一
″黎
日
一

寸
ヽ
ｏ
匡
＞
ゆ
卜
細
”
′
一
″で
同
一

∞
＼
Ю
α
卜
ゆ
卜
呻

，
０
″“
口
一

旧

煮 ∞
ヽ
卜
に
＞
〇
一

岬

肛

′
０
「

二

寸ヽ

＞
Ю．Ｎ楓
嶼

ヾ
＼
０
∝
＞
ゆ
．卜
即
ア

´

″く
日
一

ｏヽ
＼
Ｏ
α
＞
ゆ
．卜
期
ヽ

０
ヽ
卜
に
ヽ
い
細
一

，ヽ
ゆα
＞
〇
一

区
駆

村
ヽ
ビ
こ

一

蝉
枢
′つ後
里

ｏヽ

∝
＞
ゆ．∞
駆
恭
罫

塑

野怪

∞
ヽ
＞
い
Ｎ
楓
嶼

，
寸ヽ
匡
＞
Ｏ
馬
い
面ヽ

ミ
程
＞
９
駆
枢
区

倒
ヽ
い
匡
＞
ｏ
一

即
枢
′０「
里

寸
ヽ
Ｏ
α
＞
ゆ
．卜
細
ア
一
″黎
口
一

Ｎ
＼
卜
に
ヽ
Ｏ
，

響
楓
３
後
里

寸
＼
ゆ
∝
＞
ゆ
．卜
噛
ア
一
″黎
日
一

興

弩怪

寸
ヽ
Ｏ
α
＞
Ю
卜
細
，
つ
″黎
口
一

ｏ
ヽ
ｏ
匡
＞
ゆ
細
や

ヾ
＼
Φ
“
＞
ゆ
．卜
細
ア
一
″黎
口
一

寸
ヽ
ｏ
α
メ
０
一

塑
楓
′
´
後
里

∞
＼
Φ
α
＞
〇
一

鰹
肛
′
一
「
二

Ｎヽ

α
＞
９
駆
枢
区

寸
＼
ｏ
ｒ
ヽ
ゆ
卜
細
ア
一
″黎
口
一

響

野澄
く >

ヽ
＼
ｏ
“
＞
い
卜
細

，
つ
″黎
同
一

∞
ヽ
ｏ
α
＞
Ｏ
ｒ

興
楓
‘
後
里

∞卜
＞
ゆ．Ｎ
楓
翼

寸
ヽ
Ю
α
＞
ゆ
．卜
叩

，
０
″黎
＝
一

ヽ
＼
０
匡
＞
ゆ
．卜
細

，
つ
″黎
り
一

寸
ヽ
い
α
ン
ゆ
．卜
叩
ア
一
″く
同
一

＝
墾

（軍
）に
嘔

ふ
（軍
）中
師

０ヽ
（Ｉ
）部
に

．０
（尋
）に
畔

哺
（罪
）嗽
師

ヽヽ
（黒
）部
に
・に
畔

ヽ
（軍
）中
Ⅲ
・駆
に
・障
嘔

（Ｉ
）猟
障
・に
叩

哺
（黒
）漱
に
，障
畔

哺
（書
）州
障
・０
（軍
）陣
畔

（Ｉ
）駆
に
・に
叩

０
（丑
）駆
に
・に
畔

０
（軍
）に
畔

（尋
）部
に
。障
畔

（軍
）中
馴

．０
（尋
）蝋
に
・陣
畔

（Ｉ
）に
叩 ゛

（軍
）中
断

．０
（軍
）に
Ｅ

眠

ば^
に

，障
Ｌ

ふ
（軍
）中
Ⅲ

０ヽ
（軍
）に
Ｅ
駅
・に
叩

（Ｉ
）獄
障
・に
畔

０
（尋
）中
帥

哺̈
（軍
）報
即
・陣
畔

０
（軍
）に
Ｅ
収

パ
早
）中
Ⅲ
・駆
に
・障
畔 台

書
）に
Ｅ
駅

バ
書
）К
に

バ
軍
）中
師
・障
畔

０
（軍
）中
Ⅲ
・耀
に
・即
畔

哺
（粟
）部
に

哺̈
（Ｉ
）に
叩

０
（暑
）漱
に

．０
（軍
）中
師
・に
叩

０
（軍
）嗽
Ⅲ
・К
障
・に
叩

合
（■
）州
障

０^
（罪
）障
畔

（Ｉ
）部
に
・に
叩

（Ｉ
）ば
に
・障
畔

合
（軍
）に
Ｅ
収
・中
Ⅲ
・に
畔

哺
（岳
）中
Ⅲ

バ
岳
）駆
障
・障
畔

（軍
）囀
師

嘲

慶

即
嶼 ∞

．Ｎ
ゆ
．０

吐

Ｋ

麟 ０
．∞
卜
．〇

Щ

Ｋ

唱 ∞
Ｏ

咀

Ｋ

囁 Ｏ
．ト
い
。∞

〓
ヾ

Ｎ
Ｎ

傾
器 Ｏ

．ト
倒
ト

寸
Ｎ

∞
．Ю

讐

Ｋ

幡 ∞
．倒

彗
Ｋ

唱 ∞
∞

讐
Ｋ

唱 ∞
．Ｏ

叩

ロ ０
倒
一

∞
．ト

ゆ
．寸

∞
ゆ

哨

Ｋ

唱 ０
．∽

哨

Ｋ

幡
寸

∞

哨

Ｋ

幡
∞
．∞
〓

岬
導 構 檜 鷺 構 昨

引

区
ロ
ホ
Ｈ
″

倒

刷
螺
郡
引

樹

暑
lEl

H

掛

糟
塔
部
＝

柵 熙 欄 檜 槍 鷺 翻 細 柵 躙 細
韓
傾 構 爺

緊
即

昨
引
川
燎

昨
引
川
減

昨
引
川
減

昨
引
川
減

昨
引
川
燎

昨
引
川
減

昨
引
州
減

昨
＝
川
添

昨
引
川
燎

昨
引
川
燎

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
引
川
燎

昨
引
州
減

器
引
川
想

器
引
川
燎

昨
引
川
減

昨
＝
川
想

昨
引
川
燎

昨
引
川
減

昨
引
州
添

昨
引
川
添

昨
引
川
燎

昨
引
川
添

昨
引
川
燎

昨
引
川
燎

昨
引
則
減

許
＝
川
想

週
幽

凶
畑
冊

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

叩

婁
錮
巾
聯

Ｏ

ｒ
”
〓
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

ｒ
●
工
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
工
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
工
∽

Ｆ
Ｎ

ｏ
工
∽

Ｎ

Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ
●
〓
∽

Ｏ

Ｎ
ｏ
工
∽

０
劇

ｏ
工
∽

ゆ

Ｎ

●
工
∽

卜
Ｎ

ｏ
工
∽

卜
Ｎ

ｏ
工
∽

卜
Ｎ

ｏ
工
∽

卜
Ｎ

ｏ
工
∽

卜
Ｎ

ｏ
工
∽

卜
Ｎ
●
工
∽

卜
Ｎ
ｏ
工
∽

卜
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ
ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ
ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞

Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
〓
∽

∞

Ｎ
●
工
∽

∞

Ｎ
●
〓
∽

脚
巾
聯

卜
Ｏ

Ｏ
Ｏ
ｒ

卜
Ｏ
，

∞
Ｏ
ｒ

∞
一
，

∞
〓
寸
一
Ｆ

０
〓
〇
∞
一

，
Ｎ
一

-188-



や
撃

嶼
継
終

出
さ
Ｎｐ

萩
一Ｋ
Ｎ
暉
駄

黎̈
畔

黎
畔
最
凹

冊
性
眼

∞ゝ

爺
幽
母
駅

∞ゝ

最
縣
ロ

∞ゝ

積
礎
ロ

倖
駅
像
駅

∞ゝ

乖
撻

∞ヽ

縮
嚇
□

∞ゝ

乖
撻

∞ヽ
∞
」和
“理

ｔ
そ
乖
噂
□

∞ヽ
∞
」牧
口理

性
駅

∞ヽ
∞
」巾
世

ｔ
■
千
噂
ロ

∞＞
乖
撻

∞ゝ

爺
縣
□

∞ヽ

千
撻

∞ゝ

吊
撻

ｔ
冬
乖
爬

ｔ
姜
景
礎
ロ

ム
‘
縮
≦

∞ヽ

乖
幽

ム
姜
手
軽
ロ

∞ゝ

希
嶼

∞ヽ

爺
縣
□

∞ゝ

乖
幽

∞ヽ
Φ
」枷
鳳理

測
嗣

旧

Ｅ

ヽ
ス
レ

，‐ト
ホ
区
ギ
ごト
ホ

・ト
ホ
Ⅸ
十
　
，．ト
ホ

ヽ
ふ
く

，ト
ホ
Ⅸ
や
¨ヽ
ふ
く

．‘
‐ト
ホ
ロ
ロ

‘‐ト
ホ
」
青
″
‐ト
ホ
ロ
ロ

キ
，択
″
い
て

，
‐ト
ホ

ヽ
ふ
く

・ト
ホ
ロ
ｍ

・ト
ホ

Ｈ
か
ヽ

ヽ・ト
ト

Ｆ
Ｋ
さ
い
て

．，
‐ト
ト

ご
ト
ト
巡

Ｈ
ホ
終

，
‐ト
ホ
ロ
ロ

，ト
ホ

・ト
ホ
潔

Ｈ
ホ
■

＾，ト
ホ

・ト
ト
』
π
導
Ｈ
か
ヽ

，
‐ト
ネ

Ｈ
か
ヽ

．ヽ

ヽ
レ

Ｈ
か
ヽ

．・ト
ホ
ロ
ｍ

Ｈ
か
ヽ

ヽ，
‐ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

．，ト
ホ
Ｌ
や

Ｈ
お
ヽ

．・
‐ト
ホ

（
ヽ
レ

旧

意

ヽ
ス
レ

Ｈ
か
ヽ

．・ト
ホ

，
‐ト
ホ

．Ｈ
お
ヽ

ヽ・ト
ホ
ロ
ロ

Ｈ
か
ヽ

ヽ，ト
ホ

¨‘ト
ホ
ロ
ｍ

・ト
ホ

ヽ・ト
ホ
ロ
ｍ

，
‐ト
ホ
い
ト

Ｈ
お
ヽ

．‘
‐ト
ホ

Ｈ
卜
ヽ
報
ざ
ト
ホ

・卜
十
日
口

Ｈ
お
終
駕
ざ
‐ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

、・
‐ト
ト

，
‐ト
ト

・ト
ホ
巡

Ｈ
か
ヽ

い^
，Ｋ
ふ
い
て

癸
レ
．礁
”
騨
目

・ト
ホ

．Ｈ
小
■

・ト
ト

．十
，Ｒ
″
い
て

十
・択
″
い
て

．Ⅳ
い
軍
、
「い

．・
‐ト
ホ

，ト
ト

Ⅸ
繰
緑

・ヽト
ホ
品

―ト
ホ

メヽ
螺
枢

メヽ
挙
祭

‘
‐ト
ホ

．・
‐ト
ホ
軽

（
ヽ
レ

ヽ，卜
■
日
口

Ｈ
か
ヽ

．・ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

Ｈ
か
ヽ

ヽ，ト
ホ

．ヽ
ふ
く
ト
ト

馬

Ｊ

旧

К
Φ
ヽ
ｏ
に
＞
ゆ
．卜
翻
や

∞
ヽ
寸
に
メ
０
．卜
中
や

寸
ヽ
ゆ
α
＞
ゆ
．卜
呻
一
′
０
″黎
同
一

ヽ
ヽ
ゆ
α
＞
ｎ
翠
終
，
０
″゙

口
一

∞
＼
Ю
α
＞
ゆ
．卜
噛
ア
一
″で
同
一

ｒヽ

ビ
ン
９
区
駆

駆

当】

寸
ヽ
ゆ
に
＞
Ю
．卜
叩
ア
一
″く
口
一

Φ
ヽ
Ｏ
Ｌ
＞
Ю
細
一

∞
ヽ
ゆ
∝
＞
Ｏ
ｒ

駆
肛
′
０
「
里

『お
α
＞
９
駆
楓
区

ヽ
ヽ
Ｏ
α
＞
Ｏ
Ｆ

興
枢
′０「
里

ｏヽ
Ｏ
α
＞
ゆ．ヽ
塑
ヽ

ミ
巴
メ
ゆ
卜興
楓
偶

寸
＼
ゆ
α
ン
ゆ
彙
翠
′
´
″黎
＝
一

０
＼
Φ
∝
卜
ｐ
則
一

く
星
＞
０
駆
米
罫

ヽ
ヾ
Ｚ
υい

一
ヽ
ｏ
Ｆ
＞
Ｏ
ｒ

区
駆

ｏヽヽ

Ｌ
と
。Ｎ
鯉

寸
ヽ
ｏ
ｒ
＞
ゆ
．卜
期
ア
一
″く
日
一

０
ヽ
卜
∝
ン
リ
型
一

寸
＼
∞
“
＞
Ｏ
〓翻
一
職
扁
裸

ｒゝ

お

．倒
区
枢

∞ヽ

ビ
＞
９
廻
枢
嶼

興

当番

寸
ヽ
卜
匡
＞
ゆ
．卜
細
ア

一
″
黎

口
一

Ｎヽ
ゆ∝
＞
ゆ．卜
叩
高
い

く
と
お
区
駆

旧
蕉
Φ
ヽ
ｏ
に
＞
ゆ
．卜
細
一

∞
ヽ
ｏ
α
＞
Ｏ

，

興
枢
′０「
里

ヽ
ヽ
ゆ
匡
＞
Ю
卜
叩
ア
０
″く
同
一

寸
ヽ
Φ
α
＞
ゆ
．卜
期
ア
一
″黎
同
一

∞
ヽ
ゆ
∝
＞
ゆ
卜
叩

，
０
″黎
＝
一

∞
＼
∽
α
＞
〇
，

駆
楓
二
略
二

∞
ヽ
い
∝
＞
〇
一

駆
枢
′０「
里

ヽ
ヽ
ゆ
∝
ヽ
ゆ
．卜
嘔

，
つ
″く
日
一

０
＼
０
匡
＞
り
型
一

Ｎヽ
寸
α
ン
Ｏ
ｔ叩
稽
継
朽
恥

響

貰:

∞ゝ

匡
＞
９
駆
楓
区

Φ
ヽ
ｏ
匡
＞
り
。い
細
や

寸
ヽ
∞に
メ
ゆ．卜
測
下
皿
襦
褻

寸
ヽ
ゆ
α
＞
い
。卜
嘔

，
０
″で
同
一

０
ヽ
Ｏ
α
＞
２
理
一

ヽヽ
Φ∝
＞
ゆ．卜期
ア
一″黎
日
一

く
２
＞
Ю
駆
米
罫

興

野ざ
一＼
ｏ
ｒ
卜
ｏ
，

区
駆

¨，ゝ
∝
メ
９

佃
区

．Φヽ

∝
メ
ゆ^
塑

∞
ヽ
ゆ
に
メ
呻
．卜
蚊
ア
一
″く
同
一

寸
ヽ
卜
に
＞
ゆ
卜
細

，
０
″黎
口
一

ヽゝ

∝
＞
９
響
枢
嶼

Ｎ
ヽ
∞
α
＞
Ｏ
ｒ
□

区

∞ゝ

α
＞
９
興
楓
悩

０
ヽ
Φ
α
＞
ゆ
Ｎ
細
ヽ

寸
ヽ
卜
∝
＞
Ю
卜
細
万
つ
″黎
り
一

０あ
∝
＞
ゆ
∞駆
憔
罫

０ゝ

α
＞
Ю
駆
憔
罫

引
ま

合
（軍
）に
Ｅ
駅

．０
（手
）囀
Ⅲ

パ
軍
）に
叩

哺
（軍
）中
Ⅲ
・障
嘔

０
（Ｉ
）陣
嘔

゛
（躍
）

に
Ｅ

駅

．哺
（Ｉ
）中
Ⅲ

（
■
）報
に

。障
畔

（軍
）蝋
障
・に
叩

（軍
）中
帥
・州
陣
・障
嘔

（罪
）に
Ｅ
駅

．哺
（尋
）中
Ⅲ

．合
（尋
）に
叩

（軍
）に

Ｅ
駅

０ヽ
（軍
）中
Ⅲ

バ
黒
）ば
に

バ
手
）に
叩

０
（早
）駆
障

．０
（黒
）中
師
・に
畔

０
（異
）部
に

．（軍
）に
畔

合
（軍
）中
鵬

（ヽ軍
）部
に
，障
畔

０
（尋
）中
Ⅲ

．（尋
）に
畔

０
（軍
）中
Ⅲ

．０
（岳
）部
に

．（罪
）に
略

０
（尋
）漱
に
，に
叩

喩
（軍
）に
叩

（Ｉ
）漱
に

バ
黒
）に
叩

ふ
（尋
）に
叩

０
（Ｉ
）駆
に

バ
粟
）に
叩

（黒
）部
に

．ふ
（軍
）に
畔

鳥
（早
）駆
障
・に
叩

ふ
（異
）漱
に
・に
畔

哺
（Ｉ
）部
に

バ
ー
）に
叩

０
（軍
）中
Ⅲ

哺̈
（粟
）＝
陣

．（Ｉ
）に
叩

０
（岳
）部
に

バ
軍
）に
叩

０
（軍
）中
Ⅲ

．（早
）部
に

（粟
）獄
に

バ
■
）に
叩

（Ｉ
）州
に

．ヽ

（軍
）に
略

０
（Ｉ
）部
に
。障
畔

ヽ
（果
）駆
障
・に
叩

硼
嶼

熙
撻 〇

寸
〇
．ヽ

Ю
Ｎ

叫
Ｋ
唱

柾
昨 Ｎ

ゆ

馨
K
唱3

即

日 ０
．０

∞
０

〇
∞

畔
Ｋ
雌

Ｏ
〇
一

岬
翠 構 雄 構 稲 柏 構 構 構 館 構 構 雄

熙

区
ロ
ト
＝
″

鼎
引
ヾ
撫

昨
引
岬
郡

柵 承 熙 翻 細 躙

柵

卜
Ｈ
卜
＝
″

欄 細

緊
即

昨
引
州
添

昨
引
則
想

昨
刊
川
想

昨
引
川
減

昨
引
川
添

昨
引
川
減

昨
引
州
減

昨
引
川
添

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
引
州
添

昨
＝
川
添

許
引
川
想

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
引
川
燎

昨
引
川
想

器
引
州
想

昨
引
川
減

昨
＝
川
燎

昨
＝
州
想

昨
引
川
燎

昨
引
州
想

昨
引
川
添

昨
刊
州
燎

昨
引
川
添

昨
引
川
燎

昨
引
川
燎

埋
幽

凶
細
需 凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

＠
籠
Ｋ

恒
・凶

Ｈ

Ｇ
籠

桜

仁

・凶

Ｈ

＠
譴
※

恒
・凶

Ｈ

＠
籠
く

に

・凶

Ｈ

＠

籠

Ｋ

Ｅ

・
コ

Ｈ

Θ
出
Ｋ

恒
・凶
Ｈ

＠
籠
Ｋ

橿
・凶

Ｈ

暉@
凶饉
H桜

Ｇ
越

棠

恒

・凶

Ｈ

凶

目

凶

目

凶

日

凶

日

凶

日

凶

日

叩

拠
咽
巾
瞬

∞
Ｎ

●
工
∽

∞

Ｎ
ｏ
工
∽

∞

Ｎ
ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
劇

●
工
∽

∞
Ｎ
●
〓
∽

∞

Ｎ
ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞
Ｎ

ｏ
工
∽

∞

Ｎ
”
工
∽

∞

Ｎ
”
工
∽

∞

Ｎ
ｏ
工
∽

ｏ
ｏ

ｏ
ｍ
∽

Ｆ
Ｏ

ｏ
α
∽

寸

０

●
α
∽

Ю

Ｏ
●
■
∽

卜
０

●
α
∽

∞

Ｏ
ｏ
α
∽

∞
Ｏ
ｏ
α
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
Ｌ
∽

Ｆ

Ｆ
ｏ
α
∽

Ｏ

ｒ
●
■
∽

Ｎ

Ｎ

ｏ
α
∽

Ю
∞
”
α
∽

０
０
ｏ
Ｌ
∽

卜
ｏ
ｏ
ａ
∽

０
寸

”
住
∽

榊
巾
聯

Φ
∞
一

ゆ
∞
一

Ｏ
∞
〓

卜
∞
ｒ

一
ゆ
，

Ｎ
い
，

∞
Ю
一

寸
Ю
ｒ

∞
ゆ
一

０
ゆ
一

０
〇
一

ｒ
〇
一

Ｎ
〇
一

-189-



や
撃 緊

ｍ
批
〓
ト

熙
ｍ
世
〓
ト

富

畔

冊
性
藤

よ
そ
乖
縣
ロ

∞
ゝ

乖
礎

ロ

∞ゝ

爺
挙
ロ

∞
ヽ
景
幽

∞ゝ

乖
幽

∞ゝ

爺
挙
□

∞ヽ

最
嶼

∞ヽ

千
せ

∞さ
乖
撻

∞ヽ

縮
縣
□

∞ヽ

乖
縣
ロ

∞＞
希
縣
ロ

∞
ヽ
こ
中
高
翠
ロ

ム
姜
希
噂
ロ

女
‘
乖
縣
ロ

∞ヽ

千
撻

∞ゝ

爺
冒

∞ゝ

希
縣
□

ｔ
姜
希
縣
ロ

∞ゝ

乖
Ц

∞ヽ
０
」＝
嘔理

∞ヽ
Ｎ
」枷
口理

女
冬

∞ヽ
，」中
“理

∞ヽ

希
撻

女
‘
乖
せ

∞ヽ

希
撻

剛
冊

旧
Ｅ

キ
・択
″
い
て

、，‐ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ス
レ

ヽ・
‐ト
ト
ロ
ｍ

Ｈ
お
未

．‘卜
十
日
ｍ

，ト
ホ

い
。Ｋ
ふ
い
て

い
，К
一
い
て

Ｈヽ
か
ヽ

．‘
‐ト
ホ

ヽ
ヽ
レ

・ト
ホ
Ｓ

Ｈ
お
ヽ

Ｈ
お
ヽ

．・
‐ト
ト
ト
ト

ト
ホ

ヽ，
‐ト
ト
ロ
ｍ

，
‐ト
ホ

．Ｈ
か
ヽ

．ヽ
ふ
く

・
‐ト
ホ
巡

Ｈ
か
ヽ

＾‘
‐ト
ホ
ロ
ｍ

Ｈ
か
一

，卜
十
日
口

（
ヽ
レ

．‘ト
ト
Ｌ
や

ヽ
ヽ
レ

．，ト
ホ

Ｈ
か
ヽ

ヽ，卜
十
日
口

（
ヽ
レ

ヽ，卜
十
日
口

ヽ
ス
レ

・‐ト
ホ
巡

Ｈ
卜
ヽ

ヽ
ヽ
レ

．，
‐ト
ホ

．ヽ
″
κ
ふ
い
て

・ト
ト

．・
‐ト
ホ
ロ
ｍ

Ｈ
お
ヽ

旧
ま

ヽ
■
く

．
皿

「ヽ

．・
‐ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
ヽ
レ

ヽ，
‐ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ヽ
レ

．，卜
■
日
口

‘
‐ト
ホ

い
，Ｋ
さ
い
て

ヽ，ト
ト

．，ト
ト
嬰

ヽ
ス
レ

．，ト
ホ

ヽ
ヽ
レ

斗
，
Ｆ
＝
喩

‘
．Ｘ
≦
緊

Ｘ̈
軽
回
埋
尊

ヽ，‐ト
ト

・ト
ホ
累
ヽ
ｒ
κ
ふ
い
て

．十
‘Ｒ
″
い
て

十
，Ｒ
″
い
て

．・
‐ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
一
く

．・‐ト
ホ

．Ⅳ
い

軍

緊

メヽ

贈

回

埋

尊

．，‐ト
ト
吊

ヽ
ふ
く

υ
松
取
当
長

叔ヽ
齢
探
鑑
喜

Ｈヽ
卜
ヽ

ぃ・ト
ホ

ヽ
ヽ
レ

スヽ
ふ
く

．，
‐卜
十
日
ｍ

Ⅳ
Ｏ
理
尋
斗

．Ｈ
か
ヽ

．
□

一ヽ

‘
‐ト
ホ
ロ
ｍ

・ト
ホ

．，‐ト
ホ
巡

Ｈ
か
ヽ

．，ト
ホ
堅
や

オ
択
Ｋ
‘
巡
，ト
ホ
用

喘ヽ
撃
緊
潔

ヽ
ふ
く
繊
ざ
ト
ト
Ｌ
や
．Ｈ
わ
未

．・ト
ト
ロ
ｍ

ト
ホ

．・
‐ト
ト
潔

Ｈ
お
ヽ

．，卜
十
日
口

ヽ
ヽ
レ

Ｈ
お
ｋ

．（
ス
レ

．‘
‐ト
ホ

，ト
ト

．・ト
ホ
潔

Ｈ
お
■

メ
駅
喜

．メ
憚
緑

ごト
ホ

ヽ
ス
レ

．ヽ
ふ
′
ヽ

・‐ト
ト
翡
ヽ
″
κ
ふ
い
て

．ヽ
ふ
く メ

≦
湊
埋
尊

緊ヽ
察
埋
曇

″ト
ホ
品

（
ヽ
レ

需

Ｊ

Ｅ

Ｅ

Ｎヽ

＞
ゆ
Ｎ
楓
区

∞
ヽ
ｏ
ｒ
メ
Ю
細
一

ｏ
ヽ
卜
に
＞
Ю
．製
期
一

韓

当さ

”ヽ
寸∝
＞
０
一叩
稽
颯
局
』

ｏ
ヽ
ｏ
∝
＞
ゆ
．卜
熙
ヽ

∞
＼
０
∝
＞
ゆ
．Ｌ
理
一

ヽ
∞
ｚ
区

撫
ロ

ヽ
∞
ｚ
区

伽
ロ

”
ゝ
∝
＞
９
駆
楓
区

∞
ヽ
∞
匡
＞
Ｏ
Ｆ
□

区

Ｎゝ

α
メ
９
個
区

響

弩屋
′々 >

倒ヽ

α
＞
９
側
区

∞ヽ

＞
ゆ．゙
枢
翼

Ｎ
ヽ
卜
に
＞
０
，

靭
枢
′
つ
後
ユ

寸
ヽ
卜
に
ヽ
ｏ
ｒ

廻
肛
′
０
「
ユ

ヽ
ヽ
い
α
＞
ゆ
．卜
申
ア
一
″黎
り
一

∞
ヽ
卜
α
＞
Ｏ
ｒ

即
枢
′０「
二

∞
ヽ
ゆ
∝
＞
Ｏ
ｒ

駆
枢
′Ｄ“
旦

∞
ヽ
ゆ
α
メ
一
．ト
リ
ア
一
″で
口
一

∞
ゝ
“
＞
９
興
楓
嶼

寸
＼
ｏ
に
＞
Ю
．卜
相

，
０
″黎
口
一

一ヽ

∝
＞
Ю
駆
畔

∞
ヽ
ｏ
に
ヽ
い
Ｎ
細
や

寸
ヽ
Φ
α
＞
ゆ
ヽ
卜
硼
下
つ
″黎
口
一

∞
ヽ
ｏ
α
＞
Ｏ
ｒ

廻
枢
二
後
里

回

蕉

Ｎヽ

＞
い
。Ｎ
楓
区

∞ゝ

α
＞
崎．”
駆
憔
罫

０
ヽ
卜
に
＞
Ю
．Ｎ
細
一

∞
ヽ
卜
に
＞
〇
一

響
釈
‘
後
里

寸
ヽ
ｏ
匡
＞
９
リ
ア
一
″黎
＝
一

ヾ
ヽ
ゆ
匡
＞
ゆ
卜
中
ア
０
″黎
日
一

０
＼
Φ
∝
＞
ゆ
。Ｌ
型
一

Ｎゝ

＞
ゆ
倒
皿
区

∞
ヽ
＞
Ю
Ｎ
楓
嶼

ミ
程
＞
９
駆
枢
区

Ｎ
ヽ
∞
匡
卜
〇
一
□

区

０
ヽ
０
∝
ン
ゆ
．Ｎ

一聖
ヽ
ヽ
一
ヽ
Φ
α
＞
ｏ
〓

区
駆

ヽ
ミ
に
＞
９

熙
枢
３
「
ユ

響

ぢ屋

寸
ヽ
∞匡
＞
ゆ．卜洲
ｉ
柵
掘
換

∞ヽ

＞
ゆ
楓゙
翼

，
ヽ
ゆ
匡
＞
め
た
い
面
マ

ｏゝ

匡
＞
Ю。Ｎ
駆
憔
罫

∞
ヽ
ヽ
α
＞
０
，

駆
楓
‘
後
里

寸
＼
崎
匡
＞
Ю
．卜
叩
ア
一
″崚
同
一

Ｎ
＼
∞
∝
＞
Ｏ
ｒ
佃

区

駆

貰う

｝ヽ
寸
α
＞
ゆ．ヽ
ほ
棗
四
ヽ

ヽ
２

＞
９
拠
掘
３

″曖
口
一
．
一
＼
ゆ
＞
ゆ
．ヽ

い

Ⅳ
閂

寸
ヽ
Ｏ
Ｌ
＞
ゆ
．卜
朝
ア
一
″黎
同
一

長
２
＞
ゆ
駆
恭
罫

∞＼
Φα
＞
い。Ｎ
塑
ヽ

∞
ヽ
ゆ
ビ
ト
ゆ
．卜
噛
ア
一
″梁
り
一

）ヽ
寸ビ
＞
〇
二К
〓
翌
一

＝
墾
合
（軍
）部
に
。障
畔

（岳
）駆
に
・に
畔

（Ｉ
）漱
に

バ
軍
）中
師
・に
畔

（軍
）に
哨

０
（軍
）中
Ⅲ

．ｍ
（粟
）駆
陣
・障
畔

（軍
）駆
に

合ヽ
（軍
）に
畔

０
（早
）に
Ｅ
駅

バ
■
）嗽
Ⅲ
・メ
障

（書
）球
に
・障
嘔

哺
（Ｉ
）部
に

．０
（岳
）に
畔

（尋
）中
Ⅲ

バ
粟
）蝋
に

．０
（早
）に
畔

（粟
）罫
障

．０
（Ｉ
）に
嘔

哺
（早
）猟
に
・に
畔

（軍
）猟
障

ヽヽ
（軍
）陣
畔

ヽ
（Ｉ
）ス
に

バ
■
）に
畔

０
（軍
）に
叩

ふ
（早
）球
に
・に
叩

（丑
）猟
に
・に
叩

哺
（Ｉ
）駆
に
・に
畔

哺
（粟
）州
陣
・に
暉

０
（Ｉ
）嵐
に

．０
（軍
）に
叩

（Ｉ
）駆
障

．哺
（Ｉ
）に
畔

０
（岳
）球
に
・に
嘔

０
（軍
）中
師
・駆
に
・に
嘔

０
（黒
）部
に

バ
岳
）に
畔

臨
（Ｉ
）部
に
・障
嘔

（粟
）駆
椰
・に
畔

金
（軍
）嗽
Ⅲ

パ
■
）猟
に
，障
畔

酬

慶

熙
但 Ｏ

．Ｏ
ｒ
寸
．０

０
ゆ

ヽ
寸

０
．ト
Ｏ
．∞

Ｏ
．ゆ

傾
昨

即

日 ∞
．∞
一

０
．ゆ
一

Ｏ

〓

〇
．∞
ｒ

〇
∞
一

Ｏ
Ｆ

岬
導 熙 細 欄 躙 翻 柵 棚 欄

韓
傾 熙 欄 熙 細 翻 駆 駆 熙 熙 削

熙
岬

昨
＝
川
想

昨
引
川
想

昨
引
川
想

器
引
川
想

昨
引
畑
想

昨
引
川
想

昨
引
川
燎

器
引
州
添

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
＝
川
減

昨
引
川
想

昨
引
川
減

昨
引
川
減

串
引
川
燎

昨
引
川
想

器
引
川
燎

昨
引
州
減

昨
引
川
想

昨
引
則
想

昨
引
川
想

昨
引
川
添

昨
引
川
減

昨
引
川
添

昨
引
川
添

昨
引
川
想

昨
引
川
想

翠

幽

凶
細
冊

＠

籠

桜

Ｅ

・コ

↓

＠

籠

桜

Ｅ

・
コ

↓

＠
籠
χ

肛
・凶

Ｈ

暉@
凶譜
H桜

＠
譴
Ｋ

恒
・凶

Ｈ

暉@
凶離
H桜

０
世

ま

肛
・凶

Ｈ

＠
籠
く

匡
・凶

Ｈ

Ｇ
雄

ま

恒

・凶

Ｈ

０
重

桜

恒

・凶

日

＠
饉
桜

に

・凶

Ｈ

Θ
譜
Ｋ

恒
・凶
Ｈ

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

日

凶

日

叩

世
個
巾
騨

Ｄ

Ｏ
ｏ
Ｙ
∽

り

Ｏ
●
Ｙ
∽

り
Ｏ

ｏ
Ｙ
∽

Ｄ

Ｏ
ｏ
Ｙ
∽

Ю
Ｏ

●
Ｙ
∽

Ｏ

Ｏ
●
Ｙ
∽

０
０
●
Ｖ
∽

卜
Ｏ

ｏ
Ｙ
∽

卜
Ｏ

ｏ
Ｙ
∽

∞
Ｏ

ｏ
Ｙ
∽

∞

Ｏ
ｏ
Ｙ
∽

∞
Ｏ

ｏ
Ｖ
∽

０

ア
ｏ
Ｙ
∽

寸

Ｆ
“
ｙ
∽

寸

Ｆ
ｏ
Ｙ
∽

ヾ

ｒ
ｏ
Ｙ
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
Ｙ
∽

Ｏ

ｒ
●
Ｖ
∽

Ｏ

ｒ
●
Ｙ
∽

Ｏ

Ｆ
●
Ｙ
∽

卜

ｒ
ｏ
Ｙ
∽

卜

ｒ
ｏ
Ｙ
∽

Ｏ

Ｎ

ｏ
Ｙ
∽

Ｏ
Ｎ

ｏ
Ｙ
∽

Ｏ
Ｎ

ｏ
Ｙ
∽

Ｆ
Ｏ
●
Ｙ
∽

０

０
●
Ｙ
∽

脚
巾
糠

ゆ
〇
一

Φ
〇
一

卜
Φ
一

∞
０
一

Ｏ
〇
一

〇
卜
一

一
卜
一

Ｏ
卜
一

ト
ト
一

∞
卜
一

０
卜
一

∞
∞
一

寸
∞
，

Ю
∞
一

-190-



や
樫
中
朧
い
ζ

黎
畔
・製
昨
引

型
昨
引

翠
串
引

響
昨
＝

製
昨
引

響
昨
＝

埋
昨
＝

↑
―
匝
測
８
倒

響
昨
引

禦
昨
引

響
昨
引

響
昨
引

響
昨
引

彗
昨
引

響
昨
引

理
昨
＝

熙
ｍ
般
〓
ト

撫
ｔ
ｅ
語

埋
昨
引

理
昨
刊

照
ｍ
批
〓
ト

椰
ポ
駄
・響
昨
引

掛
母
籠

∞ゝ

乖
縣
ロ

∞い
」＝
挙
口

∞ゝ

千
撻

∞ヽ

景
撻

∞ヽ

最
噂
ロ

∞ゝ

希
撻

∞ヽ
，」湘
耐剛

∞ゝ

吊
撻

∞さ
吊
噂
□

∞ゝ

縮
縣
ロ

∞ヽ

縮
い
口

∞ヽ

乖
せ

∞ゝ

希
≦

∞ヽ

景
≦

∞ヽ
∞
」巾
」理
∞
＼
ト

∞ヽ

千
撻

∞ヽ

千
≦

∞ゝ

希
礎
□

∞ゝ

希
縣
ロ

∞ヽ

景
幽

∞０
希
縣
ロ

∞ゝ

縮
世

∞卜
希
縣
ロ

∞ヽ
∞
」枷
鳳理

∞ヽ

希
≦

剛
雁

旧

Ｅ

ヽ
ふ
く

．Ｈ
か
ヽ

．，ト
ホ

ヽ‘
‐ト
ト
ロ
ｍ

，ト
ト

十
，択
″
い
て
駅
ヾ
ヽ

ふ
く
蘊
）Ｈ
お
終

¨，ト
ホ
堅
や
ご
ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ス
レ

．・ト
ホ

．Ｈ
お
ヽ

‘
‐ト
ホ

巡

峰

「
意
うく

書裏

‘
‐ト
ト
堅
■
導
Ｈ
か
ヽ

．，卜
十
日
ｍ

ヽ
ヽ
レ

ヽヽ
ふ
く

．Ｈ
卜
終

ヽ
ス
レ

ヽ
ふ
く
繊
ゞ
Ｈ
か
ヽ

．，ト
ホ

．，ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
ふ
く

¨‘ト
ホ

，い
卜

．‘
‐ト
ホ
ロ
ｍ

い
，κ
ふ
い
て

¨，ト
ホ

．・卜
十
日
口

ヽ
ふ
く

ヽ
ふ
く

，
‐ト
ホ
緊

Ｈ
か
ヽ

．い
，κ
ふ
い
て

ス
ト
く

．Ｈ
お
ヽ
報
ゞ
ヽ
心
く

．‘
‐ト
ホ

ヽ
ヽ
レ

＾，ト
ホ
峰

・ト
ホ
』
蔦
導
Ｈ
卜
一

・
‐ト
ホ
ロ
ロ

，
‐ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
卜
く

．，ト
ホ
ロ
ｍ

‘
‐ト
ホ
報
ヽ
・

・κ
ふ
い
て

ぃ。‐ト
ト
Ⅸ
書

ぃヽ
ス
レ

ヽ・ト
ホ

Ｈ
お
ヽ

．，
‐ト
ホ
ロ
ロ

，‐ト
ホ
累
ヽ
Ｆ
κ
ふ
い
て

κ
ふ
い
く
．ヽ
ふ
く
報
ざ
ト
ホ
き
Ｈ
ホ
終

回

意

・‐ト
ホ
．十
・べ
″い

て
選
Ｈ
か
終
ヽヽ
ふ
く
．礁
∞騨
目
千
野

．嚇
∞騨
目
希
普
曖
口

″ト
ホ
吊

Ｈ
か
終

ヽ，
‐ト
ホ

ヽ
ス
レ

．十
‘択
″
い
て
熾
い
ヽ
ふ
く
颯
い
い

Ｋ
さ
い
て

．，い
■
日
嘔
巡
）Ｈ
か
ヽ

¨，
‐卜
■
日
口

帷
部
〓
韻

く
す
ヽ

・ト
ホ

．ヽ

一
く

ヽ
ヽ
レ

．十
‘択
″
い
‘
選

ヽ
■
く

膵ヽ
常
邸
一
一
咆
」

．ヽ
ふ
く

．，ト
ト
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く

．，卜
十
日
ｍ

ヽ
ス
レ

．ヽ
ふ
く

ヽ‘
‐ト
ホ
ロ
ロ

，ト
ホ
累
ゞ
Ｆヽ
К
ふ
い
て

．ヽ
ふ
く

，ト
ホ
．ヽ
ふ
く
．十
も
ヽ
″
‐ト
ホ
ロ
ｍ

，ト
ホ

．Ｈ
お
ヽ

．ヽ
ふ

く

十̈
‘択
″
い
て
叡
い
ヽ
ふ
く

．並
匹
製
攣
２
一噸
」

・‐ト
ホ
颯
響
ヽ

す

ヽ
．メ

に

花

．メ

輌

暇

″
ト
ト
用

，ト
ト

．ヽ

す
ヽ
．メ
Ｌ
花

．Ⅸ
蜘
暇

ご
ト
ホ
吊

Ｈ
わ
■

十^
・Ｒ
″
い
て

、ヽ
ふ
ご

ふヽ
く
熱
ヽ
Ｆκ
ふ
い
て
¨ヽ
ふ
く
繊
キゞ
ヽ
ヽ

ヽ
ふ
く

・ト
ホ

¨ヽ
ふ
く

十̈
ヽ
ヽ

Ｈ
お
■

．ヽ
ふ
く
繊
ゞ
キ
ヽ
ヽ
　
，．ト
ホ

ヽ
ふ
く

．ヽ
ふ
く
駅
ゞ
十
ヽ
ヽ

い
・К
ふ
い
て
報
ド
‐ト
ホ
峰

ヽ
ふ
く
駅
ゞ
十
ヽ
ヽ

．十
，択
″
い
‘
駅
や
ヽ
ふ
く

・
‐ト
ホ
ロ
ロ

・
‐ト
ホ
ロ
ｍ

・‐ト
ホ

．，ト
ホ
嘔
蔦
準
Ｈ
か
ヽ

ホ
巡

キ
ヽ
ヽ

ヽヽ
■
く
駕
ゞ
キ
ヽ
ヽ

ヽ，卜
十
日
口

ふ^
′、
．（
ヽ
レ

ヽ
ス
レ

．Ⅳ
い
ま
百
禁

．，ト
ホ
ロ
ｍ

（
ヽ
レ

．十
‘択
″
い
て
繊
ゞ
ヽ
心
く

櫂
耐
ｄ
〕

旧

超 ∞
ヽ
卜
に
＞
〇
一

興
枢
′０「
二

民
２
＞
ゆ駆
米
罫

∞
ヽ
Ｏ
α
＞
０
二
響
熙
ツ
一
″黎

同
一
．
Ｆ
ヽ
ゆ
ビ
＞
〇
高
い
嘔
“

ミ
≧
＞
ゆ
．卜導
釈

岬

野屋
０
＼
卜
に
＞
ゆ
。」
型
一

ｏヽ

α
＞
ゆ駆
恭
罫

ｏ
ヽ
ｏ
に
ヽ
い
測
一

∞
ヽ
ｏ
匡
＞
，
皿
一

寸
ヽ
ｏ
α
＞
〇
〓

響
肛
′
０
「
里

寸
ヽ
い
に
ヽ
い
。卜
噛
ア
一
″黎
同
一

∞
＼
０
ビ
メ
ｐ
塑
一

寸
ヽ
ｏ
に
ヽ
ｐ
朝
ア
一
″黎
＝
一

ミ
２
＞
９
興
枢
嶼

∞ゝ

α
＞
９
駆
枢
銀

ｏ
ヽ
Φ
α
＞
，
柳
一

＼
∞
Ｚ
区

伽
匡

∞卜
に
＞
Ю
駆
煮
罫

寸
ヽ
∞匡
＞
〇
三期
福
職
扁
飛

一ヽ

０
匡
＞
〇
一

区
駆

．∞ヽ

匡
＞
９

興
枢
‘
“
里

∞
ヽ
Ｏ
に
＞
ゆ
．卜
呻
，
０
″黎
同
一

∞ゝ

匡
＞
９
駆
楓
区

∞
ヽ
ゆ
α
ン
ゆ
．卜
呻
ア
０
″黎
日
一

寸
ヽ
０
ビ
＞
い
卜
細
ア
一
″“
口
一

寸
ヽ
卜
α
＞
ゆ
卜
期

，

Ｄ
″黎
口
一

寸
ヽ
卜
α
＞
ゆ
卜
靱
ア
一
″黎
‐り
一

寸
ヽ
ｏ
匡
＞
ゆ
．卜
細

，

一
″
黎

同

一

寸
ヽ
Φ
α
＞
ゆ
．卜
細
ア
一
″黎
‐り
一

旧
意 ∞

ヽ
卜
α
＞
Ｏ
ｒ

興
駆
′０「
二

０い
に
＞
ゆ躯
Ｋ
罫

寸
ヽ
Ю
α
＞
Ю
．卜
叩

，
０
″黎
口
一

∞ヽ

α
＞
ゆ．卜興
枢

寸
ヽ
卜
α
＞
〇
一

興
枢
‘
後
里

ｏ
ヽ
卜
に
＞
い
。Ｌ
塑
一

ｏゝ

α
＞
ゆ駆
恭
罫

ｏ
ヽ
ｏ
∝
＞
ゆ
細
一

∞
ヽ
ｏ
匡
＞
ゆ
期
一

ｏ
ヽ
卜
α
＞
ゆ
．卜
型
一

寸
ヽ
い
α
＞
い
卜
叩

，
０
″く
＝
一

∞
ヽ
０
匡
＞
い
細
一

寸
ヽ
Ｏ
ｒ
＞
，
酬
ア
一
″く
日
一

０
ヽ
ｏ
ｒ
ン
ｐ
聖
一

∞
＼
Φ
α
＞
り
迎
一

ｏ
＼
Φ
α
＞

，
塑
一

０
＼
ｏ
に
ン
ゆ
卜
細
一

∞ゝ

α
＞
ゆ
駆
恭
罫

Φゝ

匡
＞
Ю
卜塑
楓
嶼

０
ヽ
ｏ
ｒ
ｏ
一

塑
米

ヾ
ヽ
∝
＞
Ю．ト

期
ア
一
″黎
同
一

∞
ヽ
ｏ
に
ヽ
０
．卜
叩

，
０
″で
同
一

寸
ヽ
い
に
ヽ
ゆ
卜
叩
ア
０
″黎
口
一

∞
ヽ
ゆ
ビ
＞
め
卜
叩
ア
一
″く
口
一

寸
＼
Φ
α
＞
ゆ
．卜
細
ア
一
″黎
口
一

ヽヽ
卜匡
＞
Ю．卜期
ア
一″く
り
一

ヾ
ヽ
卜
∝
＞
ゆ
．卜
細

，
一
″黎
口
一

寸
ヽ
ｏ
ｒ
メ
ゆ
卜
細
一
′
０
″黎
口
一

ｏ
ヽ
ｏ
ｒ
卜
Ю
．卜
細
一

引
墾

（Ｉ
）駆
障
・障
畔

（尋
）嗽
Ⅲ
・障
畔

哺
（粟
）部
に
。障
畔

（Ｉ
）Ⅸ
陣
・に
叩

０
（Ｉ
）駆
障

．（Ｉ
）に
畔

（軍
）中
Ⅲ

バ黒
）駆
陣
・陣
畔

（Ｉ
）州
に

．（軍
）に
畔

０
（Ｉ
）駆
障

（ヽ粟
）に
嘔

哺
（Ｉ
）州
に

パ
■
）に
叩

（Ｉ
）К
に
・に
叩

（Ｉ
）駆
障
・に
嘔

（Ｉ
）駆
障
・に
叩

（丑
）駆
に
・に
畔

０
（軍
）中
Ⅲ

．０
（早
）駆
に

バ
■
）に
暉

（岳
）＝
博
・に
叩

（粟
）駆
に

パ
■
）に
畔

（粟
）州
に

バ
岳
）に
叩

０
（軍
）耀
障
・に
哨

（軍
）に
叩

（粟
）駆
に
。に
哨

ム
メ
ー
）

に
Ｅ

駅

バ
軍
）中
Ⅲ

ふ^
（Ｉ
）部
に

・に
嘔

（軍
）に
Ｅ
駅

．０
（軍
）部
に
・障
嘔

金
（尋
）駅
に

バ
■
）に
畔

（轟
）中
Ⅲ

．０
（岳
）漱
に
・に
畔

ヽ
（黒
）蝋
障
・障
畔

哺
（Ｉ
）部
に
・に
畔

０
（尋
）中
Ⅲ
・獄
障
・に
叩

０
（尋
）に
叩

酬
嶼

邸
撻 Ｏ

∞

ゆ
．∞

Ｏ
．０

０
０

傾
器 ０

．Ｎ

Ｏ
〇
一

邸

ロ
寸

Ｏ
∞

ゆ
．０
∞

Ｎ
．∞
∞

寸

ゆ
∞

岬
翠 構 雄

側
副
姜

雄
□
女
llH lllH 側

構
ロ
エ
‖日 細

野
脚

昨
引
川
燎

昨
引
川
燎

昨
引
川
想

昨
引
川
燎

昨
引
州
燎

昨
引
川
減

昨
引
川
燎

串
引
川
燎

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
引
州
想

昨
引
川
想

器
＝
川
減

昨
引
川
想

昨
引
川
燎

昨
引
川
燎

昨
引
川
想

昨
引
則
想

昨
引
期
想

昨
＝
州
燎

器
引
川
燎

串
引
川
減

昨
引
州
添

昨
引
川
減

昨
引
川
減

昨
刊
川
燎

昨
引
州
減

昨
引
州
減

週
幽

凶
畑
嗣

凶

日

凶

日

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

Ｇ
離

桜

恒

・凶

Ｈ

岬

撃
興
＝
聯

卜

Ｏ
ｏ
Ｙ
∽

Ｏ

寸

ｏ
Ｙ
∽

ｒ
Ｏ

●
卜
∽

Ｆ
Ｏ

ｏ
卜
∽

Ｆ
Ｏ

●
卜
∽

Ｎ

Ｏ

ｏ
卜
∽

Ｎ
Ｏ

ｏ
卜
∽

０
０
ｏ
卜
∽

０
０

●
卜
∽

寸
０
●
卜
∽

寸

Ｏ

ｏ
卜
∽

り

Ｏ
ｏ
卜
∽

Ю

Ｏ
●
卜
∽

０

０
●
卜
∽

０

０

ｏ
卜
∽

卜
Ｏ
ｏ
卜
∽

∞
０

●
卜
∽

∞

０
●
卜
∽

０
０

ｏ
卜
の

Ｏ
Ｏ
●
卜
の

０

０
ｏ
卜
∽

Ｏ
Ｏ

ｏ
卜
∽

Ｏ
Ｏ

ｏ
卜
∽

Ｏ

ｒ
●
卜
の

Ｏ

ｒ
●
卜
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
卜
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
卜
∽

ｒ

ｒ
●
卜
∽

申
巾
騨

倒
〇
一

０
０
Ｆ

〇
〇
Ｎ
一
〇
∞

Ｏ
Ｏ
Ｎ ミ罠

Ｏ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
ｒ
”

Ю
ｒ
”

Ｎ
∞
”

∞
Ｎ
Ｎ

-191-



や
撃

富
畔
・響
昨
＝

響
昨
引

響
昨
引

拠
〓
彗

．黎
畔
旧
意

禦
昨
引

押
ヾ
駄
・編
昨
引

０
１
匝
判
８
”

―
匝
測
一８ 拠

暉
駄
里
議
≦

・駆
器
＝

響
昨
引

禦
昨
引

響
昨
引

日
畔
・響
昨
引 議

畔

二
ヾ
駄

・響
器
＝

禦
昨
引

響
串
引

蝦
ｍ
世
〓
ト

冊
性
銀

∞ヽ
卜
」枷
耐田

ミ
∞
爺
縣
回

∞ゝ

乖
興

∞ヽ

最
重

ム
姜
縮
縣
口

∞ヽ

輸
縣
ロ

∞ゝ

昴
嶼

∞ヽ

最
冒

母
駅
壺
壼

∞お
吊
≦

∞
＼
寸
」
和
晨
騨
ロ

∞ヽ
∞
」籠
口理

∞
＼
∞

議
凹

・≦
∞
＼
∞

爺
Ц

・せ

工
‘
乖
噂
ロ

ム
姜
吊
縣
ロ

∞さ
爺
縣
□

く
Ｆ乖
縣
□

∞卜
爺
軽
ロ

∞ヽ

景
野

∞ヽ

乖
縣
回

∞＞
吊
縣
□
∞
ヽ
∞

剛鯛
籠
耐

旧

Ｅ

い
・К
さ
い
て

ご
ト
ト

．ヽ
卜
く
駕
ゞ
Ｈ
か
ヽ

．，ト
ホ
ロ
ロ

Ｈ
か
ヽ

．・ト
ホ
Ｌ
や
″
‐ト
ホ
ロ
ロ

（
ヽ
レ

．，
‐ト
ホ
Ｌ
や
ヽ，ト
ホ
巡

Ｈ
か
ｋ

Ｈ
お
ヽ

ヽ，
‐ト
ホ
堅
一

．ヽ

ふ
く

日
か
ヽ

．ヽ
ふ
く
颯
ゞ
Ｈ
か
ヽ ヽ

レヽ
．，‐トホ
』
冨
導
Ｈ
お
ヽ
．・‐卜一
口
ｍ

Ｈ
卜
終

．ヽ
ふ
く

．，ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く

．，ト
ト
ロ
ロ

い
・κ
ふ
い
て

．‘ト
ト
Ⅸ
ｉ
迅
Ｈヽ
小
終

い
，κ
さ
い
て

．，
‐ト
ホ

ヽ
ふ
く

ヽ‘
‐ト
ホ

．，‐ト
ホ
』
一

ヽ
ふ
く

．・ト
ホ

，中
十

い̈
一
．い
，κ
ふ
い
て

．Ｈ
か
ヽ

．‘
‐ト
ト
ロ
ｍ

‘
‐ト
ホ
巡

Ｈ
お
ヽ

ヽヽ
ふ
く

ヽ
心

く
Ｒ
）Ｈ
お
ヽ

．ヽ
ふ
く
　
，．ト
ト

．Ｈ
お
ヽ

，
‐ト
ト

．ヽ
ふ
く

¨‘
‐ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ふ
く
駅
ざ
ト
ト
Ｌ
ヽ
．Ｈ
お
薇

・ト
ホ
ロ
ｍ

，
‐卜
十
日
口

・‐ト
ホ
巡

Ｈ
か
ヽ

．・‐ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
ヽ
レ

（・
‐ト
ト

・
‐ト
ホ
ロ
ｍ

（
ヽ
レ

ふヽ
く
ヽ，‐トト
県
一
ご
‐トト

ト
ホ
ロ
面

か
ヽ
レ

旧

ま

心
い
て

スヽ
ト
く

辺ヽ∬
寸
暉
ヽ
飛
ヽ，ト
ホ
ロ
ロ

，卜
■
日
口

ふヽ
く
．□
「ヽ

冊
Ｘ
ｔ
韻

バ
胚
ふ
卜）
鞍
ｒ軍
Ｓ

Ⅸ
職
畿
Ｅ
と
韻

．メ
≦
緊

．（
ヽ
レ

‘
‐ト
ホ

．十
ヽ
ヽ

．ヽ
ふ
く

い
。κ
ふ
い
て

，ト
ホ
堅

，
導
キ
ヽ
ヽ
懇
）
Ｈ
お
■

¨ヽ
ふ
く
駅
ゞ

十
ヽ
ヽ
累
）
Ｈ
お
ヽ

．
皿

一ヽ

枠
布
郡
一
一
地
」

ふヽ
く
繊
十ゞ
ヽ
ヽ
″ト
ホ
ロ
ｍ

，ト
ト

．十
・Ｒ
″
い
で
選

十
も
も

．ヽ
ふ
く
駅
゛

キ
ヽ
ヽ

″
ト
ホ
ロ
ｍ

ヽ
回

一ド
枠
＝
部
一
一
地
」

，ト
ト

．
皿

「ヽ

ヽ，
‐ト
ト
ロ
ロ

い
卜

．十
ヽ
ヽ

．キ
，Ｒ
″
い
て

、ヽ
ふ
く

キ
・択
″
い
て
繊
ゞ
ヽ
ふ
く

．・
‐ト
ホ
ロ
ｍ ス

卜
く
駅
ヾ
キ
ヽ
ヽ

″
ト
ホ
ロ
ｍ

ヽヽ
さ
く

．，‐ト
ト

，‐ト
ホ

十̈
一
ヽ
釧
ゞ
ヽ
ふ
く

．ヽ
ふ
く

Ｈ
か
ヽ

ヽヽ
ふ
く

．十
一
ヽ

″
ト
ホ
ロ
ロ

，ト
ト
県
一
ｒ
ト
ホ

．・
‐ト

ト
堅
ヽ
い
Ｈ
か
ヽ

キヽ
，択
″
い
て

．ヽ
ふ
く

，
‐ト
ホ

．Ｈ

い
ヽ

スヽ
ト
く

¨，
‐ト
ト
ロ
ｍ
嶽
ヽ
キ
ヽ
ヽ

．Ｈ
か
ヽ

，ト
ホ

．十
，択
″
い
て
Ｓ

十
も
ヽ

．十
，Ｒ
″

い
て

．十
ヽ
ヽ

．ヽ
ふ
く
頭
）キ
も
ヽ

ご
‐卜
十
日
ｍ

，ト
ホ

Ｈヽ
お
終

．十
‘択
″

い
て
繊
ヾ
ヽ
ふ
く
繊
ヾ
キ
ヽ
ヽ

収ヽ
請
“
一長

ヽ
皿

「ヽ

作
＝
“
一
一
珈
」

″
‐ト
ト
ロ
ｍ

．ヽ
ふ
く

・‐ト
ホ
Ⅸ
ザ
ぷ
）Ｈ
お
終

．・卜
十
日
ｍ

。い
ト
ロ
ロ

皿

〓ぶ
＝

熙
世
ギ
珀
」

¨ヽ
ふ
く

ヽ
回

「ヽ

．，‐卜
十
日
ｍ

ヽ
心
く
　
Ｈ

お
ヽ

Ⅸヽ
に
凛

メヽ
個
駅

ごト
ト
吊

ス
心
´
、
　
，ト

ト
．Ⅸ
に
凛

．メ
個
暇

″
‐ト
ホ
品

田

「ヽ

並
丁
Ｗ
Ｔ
〓
， 担
」

．ヽ
ヽ
レ

・卜
一
日
ｍ

雁
ロ

回
Ｅ

寸
ヽ
ゆ
α
卜
崎
．卜
叩
ア

一
″
崚

同

一

寸

ヽ

Ｏ

Ｃ

ヽ

い

。
卜

細

，

つ

″

崚

‐ Ｊ

一

く
星
＞
９
ビ
駆

ご
ゝ
匡
≧

卜興
楓
嶼

一さ
に
お
区
駆

ｏ
ヽ
卜
に
＞
ゆ
ト

湘
嬰

∞^
ヽ
卜
α
＞
ｏ
一

響

楓

′
０
後

里

Φ
ヽ
ｏ
α
＞
Ю
．卜
樹
一

寸
ヽ
卜
に
＞
ゆ
．卜
期
，
０
″く
口
一

∞
＼
Φ
匡
卜
〇
一

興
枢
′
０
「
里

∞
ヽ
ｏ
に
＞
〇
〓

塑
肛
′
０
「
旦

寸
ヽ
Ｏ
α
＞
ゆ
．卜
細
ア

一
″
崚

口

一

寸
ヽ
ｏ
匡
＞
Ю
卜
細

，
つ
″黎
口
一

ヾ
ヽ
０
に
＞
Ｏ
ｒ

塑
枢
′一後
旦

寸
ヽ
卜
ｒ
＞
ゆ
．卜
期
ア

一
″
黎

口

一

寸
＼
卜
α
＞
〇
一

興
枢
′０「
里

騨

野さ
倒
ヽ
ｏ
α
＞
〇
，

廻
肛
′
つ
後
ユ

民
２
＞
ゆ
卜導
枢

ミ
２
＞
ゆ
駆
米
二
後
里

０ゝ

α
＞
ゆ躯
憔
罫

寸
＼
Ｏ
α
＞
い
。卜
細
ア
つ
″黎
日
一

寸
ヽ
ｏ
∝
ン
Ｏ
ｒ

拠
楓
３
“
里

く
毘
＞
９
迎
楓
嶼

∞ヽ
ｏ匡
＞
ｐ
聖
ヽ

ｏヽ
０∝
＞
，
迎
ヽ

０
＼
Ｏ
α
ン
い
。卜
細
一

く
２
お

卜
駆
罫

旧
ま

寸
ヽ
ゆ
∝
メ
Ю
卜
叩
，
つ
″“
口
一

寸
＼
ｏ
ｒ
＞
０
卜
期
ア
一
″く
＝
一

ｏ
ヽ
ｏ
匡
＞
ゆ
倒
朝
一

寸
ゝ
匡
＞
ゆ．卜響
枢
嶼

ｏ
ヽ
Φ
α
＞
，
聖
一

ｏ
ヽ
卜
に
＞
ｏ
ｒ

興
楓
二
“
里

ｏ
ヽ
Φ
α
＞
い
。Ｌ
理
一

ヽ
＼
卜
に
ン
ゆ
．卜
期
，
つ
″崚
口
一

寸
＼
Ｏ
α
＞
ゆ
．卜
期
ア
一
″黎
口
一

∞
ヽ
Ｏ
α
＞
Ｏ
ｒ

岬
肛
′
０
「
二

寸
ヽ
Ｏ
α
ン
ゆ
．卜
期

，
０
″で
同
一

や
ヽ
Ｏ
Ｃ
＞
ゆ
．卜
細
ア
０
″黎
同
一

寸
＼
Ю
匡
＞
Ｏ
ｒ

駆
楓
二
後
里

民
２
＞
９
廻
枢
銀

∞
ヽ
ｏ
α
＞
Ｏ
Ｎ

一聖
ヽ
．∞
ヽ
卜
に
＞
ｏ
ｒ

塑

楓

′
´
後

里

興

野さ
∞
ヽ
ｏ
α
＞
Ｏ
ｒ

導
肛
′
０
「
ユ

∞
ヽ
∞
α
＞
崎
．卜
削
高
泄

寸
＼
ゆ
匡
＞
Ｑ
璽
に
ヽ
′
つ
″黎
‐り
一

０あ
匡
＞
ゆ
駆
憔
罫

寸
＼
ｏ
∝
＞
ゆ
．卜
期

，
０
″黎
‐り
一

響

野登
∞
＼
ｏ
匡
＞
ゆ
．卜
細
一

∞
ヽ
ｏ
Ｃ
＞
Ｒ
理
一

０
＼
０
ビ
＞
り
型
一

０
ヽ
Ｏ
Ｌ
＞
ゆ
。Ｌ
型
一

く
星
≧

卜
駆
罫

引
墾

（Ｉ
）報
に
・に
畔

ふ
（Ｉ
）嗽
帥
・駆
に
・に
叩

臨
（Ｉ
）Ж
障
。障
畔

（Ｉ
）К
障

．０
（軍
）に
叩

０
（早
）囀
師

バ
黒
）猟
障
・博
哨

．合
（尋
）中
Ⅲ

バ
異
）部
に
，に
叩

哺
（粟
）部
に

、（Ｉ
）に
畔

（軍
）中
師

パ
子
）駆
障
・に
畔

（軍
）中
Ⅲ

．哺
（早
）猟
陣
・に
畔

合
（軍
）中
師

０̈
（Ｉ
）猟
障
人
■
）に
畔

（Ｉ
）報
に
・に
畔

（尋
）中
師

バ
■
）駆
に

バ
黒
）に
畔

（早
）中
馴

．（早
）漱
に
・に
畔

（Ｉ
）駅
に
・障
嘔

ヽ
（黒
）漱
に
・に
嘔

（粟
）州
陣
・障
畔

哺
（黒
）部
に
。に
叩

ヽ
（罪
）中
帥

．ヽ
（黒
）駅
に
・に
叩

（軍
）に
Ｅ
駅
・中
Ⅲ
・К
に
，障
畔

（軍
）駆
に
・に
畔

合
（軍
）に
Ｅ

駅
・中
Ⅲ

パ
■
）猟
博

・に
叩

合
（尋
）中
Ⅲ

バ
岳
）駅
に

バ
黒
）に
叩

哺
（粟
）部
に

哺ヽ
（黒
）に
畔

０
（軍
）申
師

．臨
（軍
）メ
に

（ヽＩ
）障
嘔

（■
）州
に

．合
（粟
）に
畔

０
（軍
）中
Ⅲ

バ
岳
）駅
に
・障
畔

嘲

嶼

熙
世 一
．〓

寸

ト
∞
．∞

∞
Φ
Ｏ
Ｏ

寸

０

恒
昨 〇
ゆ
Ｏ

Φ
．∞
∞

卜
．Φ
Ｎ

遡

ロ Ｏ
∞
Ｎ

倒

∞
ヽ

Ｏ
．卜
一

Ｏ
Ｏ
∞

Ｏ
Ｎ
Ｎ

寸
Ｎ
Ｎ

岬
翠 ‖田 構 翻 熙 柵

雄
ロ
セ

館
韓
傾 佃 細

韓
皿

熙
鯉

串
引
川
想

昨
引
川
添

昨
＝
川
減

器
引
川
想

昨
引
川
燎

昨
引
川
想

昨
引
川
減

器
引
川
添

昨
引
川
想

昨
引
川
想

昨
＝
州
減

昨
引
川
想

昨
引
川
減

昨
＝
川
減

器
＝
川
添

器
引
川
添

昨
引
川
添

串
引
川
減

昨
引
川
燎

昨
引
則
減

昨
＝
川
想

昨
＝
州
想

昨
引
川
減

距
州
川
燎

昨
引
川
燎

昨
引
畑
燎

翠
幽

凶
判
冊

＠

譜

Ｋ

Ｅ

・コ

↓

坪@
凶離
H桜

Θ
譜
く

恒
・凶
Ｈ

凶

目

凶

目

＠
饉
桜

匡

・凶

Ｈ

呼@
凶愴
HK

Ｇ
籠

桜

恒

・凶

Ｈ

＠
離

く

に

・凶

Ｈ

呼@
凶誰
H桜
凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

凶

目

０

世

桜

Ｅ

・
コ

「

暉@
凶籠
H桜

＠
籠
桜

恒

・凶

Ｈ

＠
籠
桜

匡

・凶

Ｈ

＠
饉
桜

恒

・凶

Ｈ

凶

目

凶

目

叩

世
咽
巾
騨

Ｆ

Ｆ
ｏ
卜
∽

ｒ

ｒ
ｏ
卜
∽

ｒ

ｒ
●
卜
∽

Ｏ

ｒ
●
卜
∽

Ｏ

Ｆ
ｏ
卜
∽

Ｎ

ｒ
●
卜
∽

Ｎ

Ｆ
ｏ
卜
∽

寸

ｒ
●
卜
の

ヾ

ｒ
”
卜
∽

ヾ

ｒ
●
卜
∽

ゆ

ｒ
●
卜
∽

Ю

ｒ
ｏ
卜
∽

り

ｒ
●
卜
∽

Ｏ

ｒ
●
卜
∽

Ｏ

ｒ
ｏ
卜
∽

卜

ｒ
●
卜
∽

卜

Ｆ
ｏ
卜
∽

卜

ｒ
ｏ
卜
∽

卜

ｒ
ｏ
卜
∽

ｒ
Ｏ

ｏ
Ｘ
∽

Ｏ
Ｏ
●
×
∽

寸

Ｏ
ｏ
Ｘ
∽

ヾ

０
●
×
∽

寸

Ｏ

ｏ
Ｘ
∽

卜
Ｏ

ｏ
×
∽

卜
Ｏ

ｏ
×
∽

椰
巾
肝

寸
Ｎ
∞

ゆ
∞
Ｎ

Ｏ
Ｎ
Ｎ

卜
Ｎ
Ｎ

０
∞
”

〇
∞
Ｎ

，
∞
Ｎ

Ｎ
∞
Ｎ

∞
∞
Ｎ

卜
∞
∞

∞
∞
Ｎ

０
∞
Ｎ

Ｎ
寸
Ｎ

卜
寸
∞

∞
寸
倒

-192-



や
撃 熙

ｍ
批
〓
ト

熙
ｍ
批
〓
ト

↑熙
∞
世
〓
ト

掛
性
銀

∞ゝ

希
題

∞
ヽ

景
噂

ロ

∞ヽ

乖
縣
ロ

∞ゝ

乖
縣
□

∞ヽ

乖
縣
ロ

∞
ヽ
こ
神
経撚
ロ

く
ヽ
乖
撻

∞お
乖
撻

∞ゝ

乖
撻

∞ゝ

希
縣
ロ

∞ゝ

希
縣
ロ

∞ゝ

乖
縣
ロ

∞ヽ

千
噂
ロ

∞ヽ
い」枷
」理
∞
ヽ
∞

∞
ゝ
爺
墨

∞
ヽ
｝
」巾
署
【

ム
姜
乖
曖
ロ

ム
‘
乖
縣
□
∞
ヽ
ゆ

∞ヽ
∞
」瓶
」理

∞ゝ

爺
嶼

よ
そ
希
≦
性
駅

女
そ
希
挙
□

ム
‘
最
墟

ｔ
寺
最
縣
□

∞ゝ

爺
縣
□

酬
儒

旧

К

（
ヽ
レ

，
‐ト
ホ

．Ｈ
小
終

．ヽ
ス
レ

ヽ
ス
レ

．Ｈ
お
ヽ

．，‐卜
一
日
口

，ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
ヽ
レ

・ト
ホ
ロ
ロ

か
ヽ
レ

．ヽ
ふ
′
、

。
‐ト
ト
堅
葛
導
Ｈ
お
ヽ

Ｈ
か
ヽ

．，ト
ト

Ｈ
お
ヽ

．，卜
十
日
ｍ

Ｈ
か
ヽ
熱
ヽ
ｒ
К
ふ
い
て

¨・卜
十
日
ｍ

い
，К
さ
い
て

ヽ，い
一
日
口

ヽ
ス
レ

スヽ
ト
く

ヽ，
‐卜
十
日
ｍ

ヽ
き
く

Ｈ
わ
終

ヽ，
‐ト
ネ

い
，К
さ
い
て

い
，κ
ふ
い
‘

ヽ
ス
レ

，ト
ホ
ロ
ロ

・
‐ト
ホ
塁

，
‐ト
ト

ヽ，ト
ト
員
や

，ト
ト

．ヽ
ふ
く

ヽ
ス
レ

Ｈ
か
ヽ

，ト
ホ

，ト
ホ
」
や
一
‐ト
ト
ロ
ロ

，ト
ホ

・
‐ト
ホ

．‘
‐ト
ホ
ロ
ロ

ヽ
ス
レ

回

重

，ト
ト

．キ
ヽ
ヽ

メ

取
当
К
駅
ざ
‐ト
ホ
堅
篤
準
ヽ
ふ
く

．，‐ト
ホ
ロ
ロ

ミ
レ
．メ
榔
〓

．・‐ト
ホ
吊

熙
∞鮮
目

″
‐ト
ホ
需

メ
職
簗
Ｅ

．メ
皿
恵

．ヽ
ヽ
レ ヽ

ヽ
レ
．Ｘ
Ｌ
宿

Ⅸヽ
国
暇

ｒ

卜
吊

・
‐ト
ホ

．Ｈ
か
ヽ

十ヽ
・択
″
い
て

‘
‐ト
ホ
堅
一
″
‐ト
ホ
堅

，
い
Ｈ
お
ヽ

ヽ
ふ
く

．，
‐ト
ホ
ロ
ｍ

十
，黎
″
い
て

．ヽ
一
く

．・
‐ト
ホ
ロ
ロ

十
い
ヽ

ヽ，‐卜
十
日
口

Ｈ
か
ヽ

．ヽ
ふ
く

．ヽ
ス
レ

．，卜
十
日
口

，ト
ホ

．ス
ふ
く

Ｈ
か
ヽ

．，
‐ト
ホ

‘
‐卜
十
日
ｍ

．，
‐ト
ホ

囃
Ｎ
緊
目

″
‐ト
ホ
呂

．ヽ
ス
レ

喘
倒緊
目

ヽヽ
ヽ
レ

い
卜

喘ヽ
Ｎ
騨
目

ごト
ホ
呂

Ｈ
お
ヽ

．‘
‐ト
ホ

，ト
ト
県
一

ヽ
き
く

汁
・択
″
い
て

ヽ，ト
ホ

．Ｈ
お
■

ヽ
心
く

。Ｈ

お
ヽ

仲̈
蔦
部
一
一
珀
暉

″
ト
ト
ロ
ｍ

ご
‐ト
ホ

（
ヽ
レ

・ト
ホ
ロ
ロ

い
，κ
ふ
い
て

、・
‐ト
ホ

・
‐ト
ホ

．，卜
小
日
口

雁
Ｊ

旧

Ｅ

寸ゝ

α
ン
９
興
楓
翼

０
ヽ
卜
に
ヽ
ゆ
卜
細
”

寸
ヽ
∞
α
＞
〇
二
翻
嵩
皿
漏
操

０
ヽ
Φ
ビ
＞
崎
。Ｌ
塑
一

０ゝ

α
＞
ゆ
駆
煮
罫

∞
ヽ
Ｏ
α
＞
ｐ
迎
ヽ

ｏゝ

匡
＞
９
駆
楓
冨

響

野澄
′く ヽ

導

野怪
′く >

，ヽ
寸
＞
ゆ
Ｎ
ば
い
熙
憚

寸
ヽ
ゆ
“
＞
Ю
．卜
叩

，
一
″く
日
一

せ
ヽ
Φ
α
ン
０
．卜
熙
ア
一
″黎
口
一

寸
ヽ
Ｏ
α
＞
一
．卜
期

，

Ｄ
″
黎

口
一

く
２
＞
ゆ駆
恭
罫

寸
ヽ
卜
匡
＞
ゆ
．卜
期

，
０
″く
同
一

民
２
＞
ゆ
駆
米
罫

民
２
メ
Ю．卜
駆
冨

一さ
＞
ゆ
．Ｎ
Ｋ
楓

ヽ
＼
卜
に
＞
〇
一

靭
枢
′
一
後
ユ

塑

野量

ｏゝ

α
＞
ゆ
．卜駆
罫

長
２

＞
ゆ
駆
米
罫

Φゝ

匡
＞
ゆ駆
米
罫

寸
＼
∞匡
＞
〇
三翻
菖
颯
扁
換

ｒヽ
寸
匡
＞
０
高
い
面ヽ

ｏ
＼
ｏ
ｒ
＞
り
細
一

寸
ヽ
卜
に
＞
Ｏ
ｒ

塑
肛
二
後
二

ヾ
ヽ
ゆ
∝
＞
い
卜
叩
，
０
″く
同
一

Φｈ
ｒ
ン
ゆ
．卜
駆
罫

Φ
＼
卜
α
＞
ゆ
細
一

旧

燎

寸ゝ

α
＞
９
導
枢
翼

０
＼
ｏ
∝
＞
９
聖
ヽ

０
ヽ
Ｏ
α
＞
一
．卜
型
一

ｏゝ

∝
＞
い駆
米
罫

∞
ヽ
ｏ
ｒ
＞
，
聖
一

Ｎ
ヽ
∞
α
＞
Ｏ
ｒ

口
Ｌ
「
．ｏ
ヽ
ｏ
に
＞
ゆ
．卜
塑
一

｝ヽ

α
＞
９
躯
畔

ｏ
＼
Φ
α
ン
ゆ
．卜
桐
一

Φ
ヽ
ｏ
匡
＞
め
．卜
塑
一

ヽ
ヽ
い
に
ヽ
ゆ
卜
叩

，
０
″゙

‐り
一

ｏヽ
Φα
＞
９
聖
ヽ

ヽ
＼
０
匡
＞
ゆ
．卜
細

，
０
″黎
口
一

ｏ
ヽ
ｏ
ｒ
ヽ
ゆ
朝
一

ヽ
＼
卜
に
＞
ゆ
．卜
細

，
０
″黎
＝
一

民
２
卜
ゆ
駆
憔
罫

Φ
ヽ
ゆ
α
＞
Ю
．卜
叩
驚
い

ヾ
ヽ
ｏ
匡
＞
Ｏ
ｒ

塑
肛
′
０
「
二

ｏ
ヽ
卜
〓
＞
Ю
．卜
細
一

，あ
匡
メ
９
駆
畔

ｏゝ

α
ン
ゆ
卜駆
罫

ｏ
ヽ
∝
＞
ゆ
駆
米
冨

ｏお
に
メ
ゆ駆
憔
罫

民
２
＞
９
廻
楓
偶

寸
ヽ
卜
α
＞
Ｏ
ｒ

導
枢
‘
後
里

ｏ
ヽ
Ｏ
α
＞
Ю
．Ｌ
理
一

ｏヽ

α
＞
ゆ
駆
米
罫

ヾ
ヽ
ゆ
∝
＞
Ю
．卜
叩

，
０
″く
同
一

寸
ヽ
い
α
＞
ゆ
．卜
叩
ア
一
″で
同
一

Φ
＼
卜
に
＞
い
細
一

＝
墾

（Ｉ
）Ⅸ
障
・障
嘔

臨
（早
）螺
に
・に
叩

合
（早
）嗽
Ⅲ

．（Ｉ
）州
障
・に
略

０
（尋
）中
Ⅲ

．哺
（Ｉ
）К
に
・に
嘔

哺
（異
）К
に
・に
叩

（粟
）駆
に
・障
嘔

０
（軍
）に
Ｅ
駅
・中
Ⅲ
・陣
畔

０
（軍
）嗽
Ⅲ

バ
粟
）蝋
に
・に
畔

哺
（黒
）駆
に

０ヽ
（軍
）に
嘔

０
（軍
）に
Ｅ
収
・蝋
に
・障
嘔

台
（躍
）に

Ｅ
駅

バ
岳
）中
師

パ
黒
）州
に

．哺
（岳
）に
嘔

０
（軍
）中
Ⅲ

．０
（早
）障
畔

（■
）駆
障
・に
嘔

０
（粟
）部
に
・障
畔

０
（軍
）漱
に
・障
嘔

０
（Ｉ
）に
Ｅ
駅
・駆
に

パ
軍
）に
叩

駅

３̈
（軍
）中
鵬

．（軍
）駆
障

金台

■・E‐

に即
嘔豚

橘
（粟
）К
に
・に
叩

０
（軍
）に
Ｅ
収
・に
嘔

０
（早
）部
に

バ
ー
）に
叩

（Ｉ
）駆
に

台ヽ
（粟
）に
畔

（軍
）嗽
Ⅲ

（ヽ粟
）に
嘔

０
（罪
）中
Ⅲ
・駆
障
・に
畔

（軍
）部
に
・障
畔

哺
（Ｉ
）州
障

パ
ー
）に
暉

（Ｉ
）駆
障
・に
畔

（Ｉ
）に
嘔

（岳
）К
陣
・に
叩

（軍
）К
障

．３
（Ｉ
）に
畔

嘲

奥

暉
世 〇
．∞

∞
∞
∞
倒

∞
，
ｒ

Φ

一

Φ
∞

Ｏ
Ｏ

Щ

＜

唱

傾
離 ０

．Ｏ
∞
．寸

彗
Ｋ

囁

即

日
寸

∞
一

ヽ
寸
一

寸
〇
一

倒
∞
Ｎ

Ｎ
．寸
Ｎ

寸
．〇
一

０
．〇
一

卜
．Ｎ
一

∞
．∞

畔
＜
哨

岬
導

細
副
姜

細 熙 剛 側

馳Ｍ
区
ロト
Ｈ
″

韓
傾
に
傾
に
傾 檎 構 罰 罰

構
ｔ
申

掛

鼎
螺
部
引

峰
傾 熙 熙

熙
岬

昨
引
川
想

昨
引
川
減

昨
引
川
想

昨
引
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凶
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